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この報告書 は,日 本 自転車振興会 か ら競輪収 益の一部

であ る機械 工業振興資金の補助 を受 けて,昭 和60年 度に

実施 した 「産 業の情報化 に関す る総合的な調査研究」の

一環 と して と りま とめた もので あります。
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は じ め に

産 業 界 の 情 報 化 は,全 体 的 に概 観 す れ ば,進 みつ つ あ る もの の,業 界 レベ ル

で 見 る と,進 捗 の著 しい業 界 と,そ れ程 進 ん で い な い業 界 があ り,際 立 った 対

照 を 見せ て い る。 一 般 的 傾 向 と して,消 費 財 流 通 の 分野 で 情 報 化 が進 展 して お

り,そ の他 の分 野 で 遅 れ て い る と言わ れ る。 その土 ・二原 因 は情 報 化 ニ ー ズの 差

で あ ると い う見解 もあ るが,む しろ ビ ジネ ス ・プ ロ トコル標 準 化 の影 響 の方 が

大 きい と言 わ れ る。 確 に,情 報 化 の進 展 してい る業 界 ほ ど,ビ ジネ ス ・プ ロ ト

コル の 標準 化 が 進展 して い る と い う事 実 が あ る。現 時点 で ,ビ ジネ ス ・プ ロ ト

コル の 標準 化 が重 要 で あ る こ と は ,既 に大 方 の一致 す ると ころ で あ る。

ビジネ ス ・プ ロ トコル の 標準 化 とは,一 般 的 に は,帳 票 フ ォー マ ッ トや コ ー

ドを,業 界 や企 業 の違 い に よ らず,共 通 にす る こ とで あ る が,こ の一 見単 純 な

作 業 の 中 に多 くの問 題 が含 ま れ て い る。 しか しな が ら,ネ ッ トワー ク化 の進 展

が 著 しい現在 で は,早 急 に ビジ ネス ・プ ロ トコル の 標 準 化 を図 る必 要 が あ る。

そ こで,本 調査 研 究 で は,コ ー ド標 準 化 の問題 を取 り上 げ,現 実 的 な解 決 策

を 検 討 す る こ と と し,産 業 界 の情 報化 に資 す る こと と した。

一 口に コ ー ドと言 って も様 々 な 種類 が あ り
,そ れ に 内在 す る 問題 点 も一 様 で

はな い。 今 年 度 は第 一 段 階 と して,既 存 の標 準 コー ドに焦 点 を合 わせ,そ の 成

立経 過,体 系 な ど の 基本 的 な項 目にっ い て調 査 分析 を行 った。

最 後 に,本 調 査 研 究 を実 施 す る にあ た って,ご 協 力 を頂 い た 委員 を は じめ,

関 係各 位 に深 く感 謝 の意 を 表 します。

昭和61年3月
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第1章 コ ー ドの 検 討 に つ い て

産 業 界 の情 報 化 は,企 業 内か ら企 業 間へ 拡大 し,質 的 に も,可 能 な限 り人手

を省 き 自動 化 す る方 向へ 向 って い る。 その 多 くは,情 報 ネ ッ トワー ク の効 果 的

な活 用 によ って実 現 しよ うと して い る が,そ こで の 大 き な課 題 と して浮 か び 上

って きた の は,イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ(相 互 運 用 性)で あ る。

これ に対 応 して,通 商産 業省 で は昭 和58年12月 に 「情 報 処 理 相互 運 用研 究 会 」

を設 置 し,イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの意 味 の 具 体 化 と問 題 点 の整 理 を行 った 。

ま た,さ らに,問 題 点 の詳 細 な 調査 研究 を 行 うため,「 情 報 処 理 相互 運 用 推 進

連 絡 協 議会(通 称:イ ンター オ ペ ラ ビ リテ ィ協 議 会)」 が 設 置 さ れた。

一 方
,同 省 で は 「情 報 化 の進 展 と産 業 組織 に関 す る研 究 会 」 を設 置 し,情 報

ネ ッ トワー クに対 す る産 業 組織 面 か らの評 価 と課 題 解 決 の た めの 提案 を行 った。

こ れ ら2つ の研 究 会 で の 検討 を 通 じて 「今 後 の 情 報 化 に と って の 最重 要 課 題 の

1つ は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 や 各 種 機 器 の規 格 化 等 イ ンタ ーオ ペ ラ

ビ リテ ィの確 保 で あ る」 とい う結論 が導 か れ た。

こ れ らの課 題 解 決 の た め に は,メ ー カ ー等 の供 給 サ イ ドだ けで な く,ユ ーザ

ー側 で の積 極 的 な対 応 も必 要で あ る
。 ここで 言 うユ ー ザー とは,一 般 的 な 企業

の 集 りで あ り,問 題 解 決 の た め に は,通 常 は 互 い に 競 争 関 係 に あ る各 企 業 の 知

恵 を結 集 す る場 が 必 要 で あ る。 こ う した 「協調 の 場 」 作 りを 推 進 し,問 題解 決

の た め の調 査 研 究 や 利 害 関 係者 間 の調 整 を行 い,産 業 界 の 情 報 化 推進 に資 す る

目 的で 設 置 され た の が,産 業 情 報 化 推進 セ ン タ ーで あ る。

産 業 情 報 化 推 進 セ ン ター で は,前 述 の検 討結 果 を 受 け る形 で,昭 和60年 度 か

らビ ジネ ス ・プ ロ トコル の一 要 素 で あ る コー ドの 調 査 研 究 を開 始 した。

本 章 で は,コ ー ド調 査研 究 の 背 景 と目的,検 討 方 法 な ど につ いて示 す 。
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1.1目 的

(1)企 業 内 シス テ ムか ら企業 間 シス テ ムヘ

コ ン ピュ ー タの 活 用 が始 ま っ てか ら30余 年,日 常 的 な利 用 も20年 余 りに な

り,現 在 で は コ ン ピ ュー タな しの生 活 が考 え られ な い程 普 及 して い る。 そ の

間 に利 用方 法 も大 き く変化 して き た。 そ の中 で も大 きな フ ァ クタ ー は,オ ン

ライ ン ・システ ム の誕 生 で あ り,次 いで,企 業 間 のオ ン ライ ン,す な わ ち,

ネ ッ トワー ク ・システ ムの 誕 生 で あ った 。

ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ム は,コ ンピュ ー タ に よ る情 報 処 理 を 高度 化 さ せ る

と同 時 に,多 くの新 しい課 題 を 生 み 出 した。 そ の中 で最 も大 き な課題 が,イ

ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ(相 互 運 用 性)の 確 保 で あ る。 イ ン タ ー オペ ラ ビ リテ

ィの問 題 が発 生 す る こ とに な っ た の は,ネ ッ トワー ク ・シ ス テ ムの 生 い 立 ち

と関係 が あ る。

多 くの ネ ッ トワー ク ・シス テ ム は,そ の す べ て の部 品 を新 た に 開発 して完

成 したの で は な く,む しろ,既 にあ る部 品(そ れ は既 に あ った企 業 内 シス テ

ムで あ る)を ベ ース に し,そ れ を組 み 合 わせ る体 系(通 信 ネ ッ トワー ク)を

付 加 す る こと に よ っ て構 築 され て き た。 この 効 率 的 か つ賢 明 な 方 法 に も大 き

な 問題 が あ っ た。 こ の方 法 は,既 に あ る積 み 木 を ベ ース に して,そ の上 に新

しい積 み木 を積 み 重 ねて 新 しい ビル を創 造 す る方 式 で あ る。 既 に あ る積 み 木

の規格 が 同一 で あれ ば,ス ム ー ズ な建 築 が可 能 で あ るが,規 格 や形 が バ ラバ

ラな場 合 に は,何 らか の工 夫 を しな け れ ば,安 定 した ビル は 望 め ない 。

ネ ッ トワー ク ・シス テム を 構築 す る前 に既 に あ る シス テ ム群 一 既 存 の企

業 内 シス テ ム群 一 の規 格 は,コ ン ピュー タ ・メ ー カ ー等 供 給 サ イ ドの製 品

差 別 化 な どに よ るマ ー ケ ッテ ィ グ戦 略 も反 映 して,現 実 的 に は千 差 万 別 で あ

り,総 互接 続 の た め に 多 くの努 力 と費 用 が投 じられて きた 。 この よ うな 困 難

を乗 り越 え て ま で もネ ッ トワ ー ク 化 を 進 め る の は,ニ ー ズ が あ るか らで あ

る。

古 くは,銀 行業 な どの 全 銀 為 替 交 換 シス テ ムやCD共 同 利 用 システ ム(NCS),
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最 近 で は流通 業 に お け る卸 と メ ー カ ー間の 受 発 注 シス テ ムや 商 社 と メ ーカ ー

間 の受 発 注 シ ステ ムな ど,多 くの ネ ッ トワー ク ・シス テ ムが構 築 され た。 こ

れ らの ネ ッ トワー ク ・シス テ ム は特 定 の ニ ー ズを満 た す た め に 構 築 され た の

で あ るが,構 築 後 には,新 しい ビジネ ス ・チ ャ ンス を 生 み だ した。 ネ ッ トワ

ー ク ・シ ステ ムは ,従 来 業 務 を 効 率 化 す る と と もに,新 しい ビ ジネス を生 み

出す 。 この よ う な大 きな 波 及 効 果 が,困 難 な ネ ッ トワー ク ・シス テ ムを 推進

させ る原 動 力 に な って い る。

産 業界 の ネ ッ トワ ー ク化 の効 果 の 一 例 を示 す 。 例 え ば,POSデ ー タを集

計 した売 り上 げ情 報 の 即 時 完 全 把 握 で あ る。.この 処 理 は,ネ ッ トワ ー ク化 に

よ る効 率 的 な集 収 体 制 が整 備 され て始 め て可 能 にな る。 この 情 報 は,消 費 予

測 に大 き な影 響 を 与 え る こ とは間 違 い な く,当 然,予 測精 度 を 向 上 させ る方

向 に影 響 す る。 予 測 精 度 の 向上 が,生 産 を効 率 化 させ る こ と は 明 らか で あ り,

わ が 国 の経 済 に と って 大 きな プ ラス と な ろ う。

しか しなが ら,ネ ッ トワ ー ク 化 に は多 大 な効 果 が期 待 で き る とい う理 由で,

大 き な 費 用を 投 ず る こ と が で き る とい う こ とに はな らな い。 ネ ッ トワ ー ク構

築 費 用 は,イ ン タ ー オペ ラ ビ リテ ィを確 保す る こと によ って,安 価 にす る努

力 が必 要 で あ る。

'

(2)ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

ネ ッ トワ ー ク化 の 際 の 問 題 は,プ ロ トコル で代 表 され る。 プ ロ トコル に は,

様 々 な局 面 が あ る。 ハ ー ドウ ェア,基 本 ソ フ トウェア,応 用 ソ フ トウ ェア,

運 用 な ど,お よ そ ネ ッ トワー ク を用 いて 接続 す る時 に 考 慮 され るべ き項 目の

す べ て に存 在 す る。 情 報 処 理 シス テ ム構 築 と い うシス テ ム的 観 点 に立 て ば,

コ ン ピュ ー タ ・メ ーカ ー等 供 給 者 の 範 囲 に 属す る問 題 と ,ユ ー ザ ー の範 囲 に

属 す る問 題 とが あ る。

前 者 の問 題 には,通 信 速 度 や 通 信 方 式 な どのハ ー ドウ ェ アの 問 題 と,伝 送
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制 御 手順 や ネ ッ トワ ー ク制 御 方 式 な ど の通 信 ソ フ トウ ェ ア(通 信 シス テ ム)

の 問題 とが あ る。 後 者 の 問 題 に は,コ ー ドや メ ッセ ー ジ ・フ ォー マ ッ トな ど

の ビ ジネ ス ・プ ロ トゴル の 問題 と運 用 の問 題 とが あ る。 どの 問題 も重 要 で あ

る が,共 通 して い る こ と は,ネ ッ トワー ク化 を行 う場 合 に,多 くの 個 別 シス

テ ム間 で それ らの 規 格 が一 致 して い ない とい う点 で あ る。 この不 一 致 の ケ ー

スは様 々 で あ り,一 項 目が不 一 致 の場 合 か らす べ て の項 目 が不 一 致 の 場 合 ま

で あ る。 た った 一 項 目で も不 一 致 の場 合 に は,何 らか の工 夫 を しな い と ネ ッ

トワ ー クに よ る接 続 が で きな い。 その 工 夫 に多額 の 費 用 と手 間 がか か る と い

うのが,最 大 の 問 題 点 で あ る。

規 格 の不 一 致 に っ い て は,規 格 を そろ え る と い う解 決 策 が,最 もノ ー マル

な アプ ロ ーチ で あ る。 しか し,当 事 者 に と って これ 程 過 酷 な作 業 はな い。 そ

れぞ れ の 規格 は あ る 日突 然 生 ま れた ので は な く,長 い期 間 に渡 る様 々 な検 討

の成 果 に 基 づ い て い る。 しか しなが ら,そ の検 討 経 過 に は,一 つ の 考 慮 す べ

き重 要 項 目が 欠 けて い た。 その 重 要 項 目と は,将 来,す べ ての 規格 を他 とそ

ろえ,イ ン ター オペ ラ ビ リテ ィ を確保 す る とい う条 件 で あ る。 不 幸 に して,

この 一 項 目が欠 けて い た こと に加 え て,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー等 供 給 サ イ

ドのマ ー ケ ッテ ィ ング戦 略 も重 な り千差 万 別 の 規 格 が で き て しま った。 問 題

が表面化す るまで,予 測で きなか ったとい う点 も,解 決 を難 しくす る原因 とな った。

今必 要 な の は,規 格 を そ ろ え る た め には ど うす れ ば よ い の か(そ れ は最 も

本 質 的 な解決 策 で あ る),そ れ が難 しい 場 合 ど のよ うな 工 夫(コ ンバ ー ジ ョ

ン)が 可 能 なの か を研 究 す る こ とであ るが,こ れ らビ ジネ ス ・プ ロ トコル の

大 枠 に っい て は,別 途 報 告 書 「ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の調 査 研 究 一 標 準 化

へ の ア プ ロ ーチ ー(昭61年3月,産 業 情 報 化 推 進 セ ンタ ー)」 を参 照 して

いた だ き た い。

(3)コ ー ドの 性 質

ビ ジ ネ ス ・プ ロ ト コ ル に は, 「コー ド」 と い う要 素 が 含 まれ て い る こ とは,
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よ く知 られ て い るが,こ の コ ー ドは,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの 他 の 要 素(例

え ば,メ ッセ ー ジ ・フ ォーマ ッ トな ど)と は違 った性 質 を持 って い る。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 問 題 は,多 くの 場合,前 述 した ネ ッ トワ ー ク化 の

際 に発 生 す る。 これ に対 し,コ ー ドは,ネ ッ トワ ーク化 とは無 関 係 に,情 報

化 の進 展 と と もに 問題 が 発 生 して きた 。 産 業界 の情 報 化 は,最 初,各 企 業 内

の 個 別 の シス テ ム化 か ら始 ま って い るが,こ の 時点 で既 に コ ー ド共 通 化 の ニ

ー ズ があ った こと が知 られ て い る。 そ の代 表 例 は ,1968年 か ら始 ま った鉄

(注1)

鋼 ・商 社 間 の コー ド統 一 化 作 業 で あ る。 当 時,鉄 鋼 ・商 社 間 は ネ ッ トワー ク

化 して い るわ け で はなか った が,両 業 界 と も各 企 業 内 は既 に シス テ ム化 が 進

んで い た た め,コ ー ドの統 一 化 は それ な りに メ リ ッ トが あ った ので あ る。

こ の事 は,社 会 経済 の側 面 か ら見れ ば容 易 に理 解 で き る。 単 独 で 存 在 す る

企 業 とい うの は 存在 せ ず,い か な る企 業 で も他 の 企 業 と 取 引 が あ る。 す べて

の 企 業 は,互 い に何 らか の取 引関 係 が あ る 中で,始 め て 存在 で き る と も言 え

る。 そ の 関 係 に基 づ い て,必 ず情 報 交 換 が 行 われ て い る。 そ して,各 企業 の

シ ス テ ム化 が 進 ん で いれ ば,情 報 交 換 の手 段 が ネ ッ トワ ー クで あ って もな く

て も,情 報 自体 は シス テ ム に な じむ形 態 一 す な わ ち共 通 コ ー ド ー で あ る

こ とが 望 ま しい こ とは 当 然 の こ とに な る。

現 在 の我 が 国 の 標 準 コ ー ドの 代 表 例 は,JAN(JapaneseArticle

Number)コ ー ドで あ る が,こ の コー ドの 原 点 で あ るUPC(Unibersal

ProductCode:第2.1節 で 詳 述)も,ネ ッ トワ ー ク化 が 広範 に進 展 す る以

前 に 開発 され て い る。

以 上 の よ うに,コ ー ドは ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルの 要 素 で あ りなが ら,特 殊

な 性 質 を持 って い る。 ネ ッ トワ ーク化 と一 体 で 考 え な けれ ばな らな い ビ ジネ

ス ・プ ロ トコル か ら切 り離 して,コ ー ドの調 査 研 究 を 独 立 して 行 うの は,以

上 の よ うな 性質 に 着 目 した 結 果 で あ る。

(注1)1968年 に 調票 コー ドの統一化にっいて検討す るよ う提案 され,翌1969年 か らコー

ドの統 一化作業が開始 された。
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(4)調 査 研 究 の 目標

従 来,業 界 に お け る コー ドの統 一 化 は,例 外 な く関係 者 の 話 合 い を 通 じて

行 われ て き た。 こ れ は,我 が 国 だ け で は な く,欧 米 に お いて も同様 で あ る。

最 近 で は,こ の よ うな話 合 い を 円滑 に進 め,関 係 者 間 の コ ンセ ンサ ス の形 成

を容 易 にす る よ う 「情 報 処 理 の 促 進 に関 す る法 律 に基 づ く連 携 指 針 」 とい う

制 度 も昭和60年 に通 商 産 業 省 によ り制 定 さ れ て い る。 その よ うな話 合 い の 場

で 必要 とな るの は,検 討 の 出発 点 と な る 「一 つの コ ー ド案 」 で あ る。

コー ド設 計 は,そ の時 の 情 報 処 理 環 境 の 影響 を大 き く受 け る。 昨 今 の 情 報

処 理 環境 の 変 化 は,技 術 面 に も要 求 仕 様 面(つ ま り人 間の 欲 望)で も大 き く

変 化 した 。 一 昔 前 の 設 計 条件 に 比 べ て,は るか に複 雑 化 して い る と言 え よ う。

当 調査 研 究 は,こ の よ うな局 面 で 活 用 で き る コ ー ド設 計手 法 の確 立 を 目標 に

して い る。

もち ろん,検 討 の 出発 点 と な る 「共 通 コー ド案 」 が す ぐれ て いれ ば,ス ム

ー ズ に共 通 化で き る とい う もの で もな い。 適切 な 話合 い の場 の 設 定 と,適 切

な検 討過 程 が重 要 な のは,言 う まで もな い こ とで あ る。 お よ そ 情報 処 理 に と

って,コ ー ドは 必 要 不 可 欠 で あ り,今 後 も次 々 に新 しい コ ー ドの 設計 が必 要

とな ろ う。 現 代 の よ うに,情 報 処 理 環 境 が 日々激 し く変 化 す る状況 の 中 で,

様 々 な事 実 に基 づ き,コ ー ド設 計 の よ り ど ころ を分析 して お く必要 が あ る。

、

、
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1.2検 討 対 象 と方 法

1.2.1検 討 の 中 心

(1)情 報 処 理 シス テ ム の 構築 と コー ド

情 報 処 理 シス テ ム を設 計す る時,通 常 コ ー ドの設 計 を 伴 う。 この 時,情 報

処 理 技 術 者 が考 慮 す る項 目 を列 挙 す る と,主 な もの は,

① 何 の コー ドか(何 を表 す コ ー ドか)

② 使 い方(入 力,処 理,出 力 時 の 使 い 方)

③ 情 報 処 理 環 境(主 にハ ー ドウ ェ ア上 の制 限)

④ 運 用(メ ンテ ナ ンス等)

で あ る。 この程 度 の項 目 を チ ェッ ク し,設 計者 個 人 の 経 験 に基 づ いて 設 計 さ

(注2)
れ るのが 普 通 で あ る。 しか し,こ の よ うな 方 法 を軽 薄 と決 めつ け る こ とが で

きな い と こ ろ に,コ ー ド設 計 の 難 し さ が あ る 。現 状 に お いて,コ ー ド設 計

の系 統 的手 法 とい うの は ほと ん どな い 。 コー ドに関 す る専 門 書 と して は,我

々の 調 べ た 範 囲で は,15年 前 に コ ー ドにつ い て ま とめ た手 引 書(絶 版 にな っ

て い る)が あ る だ け で あ る。

そ こで,コ ー ドに つ いて,理 論 的 な 分析 を行 い体 系 を構 築 す る とい う手法

は ほ とん ど使 え な い こ とに な る。 以上 の状 況 を踏 まえ,先 に列 挙 した項 目で

代 表 さ れ る経 験 的知 識 を た よ りに して,既 存 コー ドの 分析 を 中心 に して作 業

を 進 め て行 くこ とに した 。

尚,先 に示 した文 献 「コー ドの手 引 き」 の一 部 は,別 途 資 料 に収 録 して あ

るの で 参 照 され た い。

② 検 討 対 象

前 述 した 「コ ー ドの手 引 き」 によ る と,コ ー ドに は,

① コ ー ド体 系

② コー ド付 け(コ ー ド化)

(注2)正 確 には,独 断と偏 見に基づいて設計 され る。
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の2つ の 分 野 が存 在 す る こ とが示 され て い る。

コー ド体 系 とは,ビ ッ トあ るい は 文字 な どの 組 み 合 わせ の方 法 を 追 求す る

分 野 で あ り,コ ー デ ィ ン グ理 論 と ほぼ 等価 な もの で あ る。 我 々 が 日常 用 い る

コ ー ドと して,BCDコ ー ドがあ るが,こ の よ うな コ ー ド素 の 組 み合 わせ を

(注3)

考 え る分 野 で あ る。

コー ド付 け とは,既 に あ る コー ド体 系 を具 体 的 な物 や概 念 に割 り当て,名

前 と して 用 い る方 法 を追 求 す る 分野 で あ る。

当調 査 研 究 で は,当 分 の 間,具 体 的事 例 の収集 と分析 を中 心 に 作 業 を進 め

る た め,主 に英 数字 で 構 成 され る コ ー ドが対 象 と な り,分 析 の中 心 は,コ ー

ドの付 け方 に な る。 将 来,コ ー ド構 成 要 素 と して 漢 字 を用 い た り,あ るい は

画 像 デ ー タ の コ ー ド化 な ど を考 え る よ うにな った時 に は,再 度 コ ーデ ィ ング

理 論 の 問題 か ら検 討 す る必 要性 が発 生 す るか も しれ ない。

さて,具 体 的 な事 物 に特 定 の コ ー ドを割 り当て識 別 名 と して 用 い る理 由 は

様 々で あ る と考 え られ るが,こ れ か ら分 析 対 象 とす るの は,情 報 処 理(主 に

コ ン ピュ ー タ処 理)を 目的 と した コー ド化 で あ る。 先 に述 べ た よ うに,検 討

の 出発 点 は具 体 的 事 例 の分 析 で あ る ので,こ こで以 上 の条 件 に 当 は ま る事 例

を 列挙 す る と,

① 諸官 庁 の コ ー ド

例)輸 出 入 商 品 分 類 コ ー ド(SITCコ ー ド),全 国 金 融機 関 コー ド,

郵 便 番 号 コー ド… … …

② 公 共 機 関 の コ ー ド

例)電 話 番 号,銀 行 口座 番 号 な ど

③ 民間 の コー ド

例)JANコ ー ド,J手 順 取 引先 コ ー ド 他

な ど,か な りた くさん あ る こ とが 分 る。 こ こで 列 挙 した の は,広 域 的 コ ー ド

で あ る ので,一 企 業 内の コー ド(企 業 内 コ ー ド)も 含 め ると,相 当 多数 の コ

(注3)BCD:BinaryCodedDecimal2進 化 十 進 数
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一 ドが 既 に存 在 す る。 これ らの具 体 的事 例 が検 討 対象 で あ る。

メ

1.2.2応 用 面 か ら見 た コ ー ド分析

(1)重 要 コ ー ド

コー ド体 系 それ 自身 は,ビ ッ トあ るい は 文 字 の組 み合 わ せ で あ り,組 み合

わ せ の妙 と い う評 価 の方 法 は考 え られ る と して も,重 要 性 とい う次元 は 考 え

に くい。 次 に,あ る体 系 の コ ー ドが具 体 的事 物 に割 り当 て られ る と,重 要 コ

ー ドとい う と らえ方 が 可 能 に な る。 す な わ ち,コ ー ド自身 の 重 要 性 で は な く

て,コ ー ドが割 り当 て られ た 具 体 的 事物 の重 要 性 の反 映 で あ る。

こ うい う観点 か ら,優 先 的 に検 討 す る コー ドと して,経 験 的 に重 要 コー ド

を ピック ア ップ した。 商 品 コ ー ドと企 業 コー ドで あ る。 よ り正 確 な選 定 を行

うため に は,そ の コー ドが使 わ れ る業務 内容 か ら判 断す べ き で あ るが,商 品

コー ドお よ び企 業 コ ー ドの重 要 性 は,そ の よ うな正 当 な分 析 を行 って も導 け

る と思 う。

ρ

② 商 品 コ ー ド

現 在,各 方 面 で 産 業界 の 情 報 化 に つ いて 研 究 され て い る が,政 府 レベル で

の 検討 グル ープ の 報 告書 に は,例 外 な く,コ ー ド類 の 標準 化 の 必 要 性 が 指 摘

され てい る。 その コ ー ド類 に,商 品 コ ー ドが含 ま れ る と解 釈 す るの に,何 ら

の 問題 もな いだ ろ う。 業 界 団 体 で も,情 報 化 の 研究 が 活発 に 行 わ れて い るが,

それ らの報 告 で も,コ ー ド類 の 標 準 化が 課 題 と して取 りあ げ られ て い る。 卸

を 中心 とす る流 通 業 界 で は,特 にPOSシ ステ ム を踏 まえ た 商 品 コ ー ドの統

一 が必 要 と され てお り ,繊 維 業 界 で も同様 の指 摘 が され てい る。 消 費財 の分

野 で は統 一 商 品 コー ドが 強 く求 め られ る傾 向 が あ り,既 に コ ー ドの統 一 が進

ん で い る 業 界 で は,最 初 に 商 品 コ ー ドの 統 一 が 達 成 され て い る ケー ス が

多 い。
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一 方 ,生 産 財,素 材 の分 野 に な ると少 々様 子 が 変 って くる。 鉄鋼 業 界,石

化 業 界 を始 め 多数 の業 界 で,コ ー ド統一 の重 要 性 が 指摘 され て お り,特 に鉄

鋼 業 界 は か な り統 一 が進 ん で い る。 しか し,商 品 コ ー ド統 一 へ の対 応 に はか

な りの 幅 が あ る。 鉄 鋼 業 界 で は,商 品 コ ー ドの統 一 は 今後 の 課題 と して い る。

石 化 業 界 で は,商 品 コ ー ドの統 一 よ りネ ッ トワ ー ク化 の方 が先 行 しそ うで あ

る。 同 じ こ とは 洋 紙 の流通 に関 す る情 報 化 研 究 で も言 え る。 そ うい う中 で,

電 線 業界 の よ うに,商 品 コー ド統 一 化 へ の 基 礎 を固 めた 業 界 もあ る。

この よ うに,生 産 財,素 材 で は,商 品 コー ドに対 す る ニ ー ズが 消 費 財 とは

異 な る よ うに感 じ られ る。 そ の相 異 点 につ いて 分 析 す る必 要 が あ るが,事 例

が 多 く,全 体 的傾 向 が そ ろ って い る消 費 財 の 商 品 コ ー ドか ら調 査 を 行 った。

`

(3}単 品識 別 コ ー ドと分類 コー ド

商 品 コ ー ドは2種 類 に分 け る ことが で き る。 単 品 識 別 コ ー ドと分 類 コー ド

で あ る。 つ い 最近 ま で,コ ン ピュ ー タ処 理 で は 分類 コ ー ドが主 流で あ った。

分 類 コ ー ドは,同 一 属性 と見 な せ る商 品 群 を ま とめ て一 つ の コ ー ドに割 り当

て た もの で,ア イ テ ム数 を少 な くで きる のが 特 徴 で あ り,特 に以 前 の容 量 の

少 ない コ ン ピ ュ ー タに 適 した方 式 で あ っ た。 そ の反 面,売 り上 げ な どの統 計

処 理 に は適 してい て も,単 品管 理 は で きな い。 デ ー タ入 力 時 に単 一 の 商 品 に

対応 す る 分類 コ ー ドを人手 で 決 め な けれ ば な らな い な ど の欠 点 が あ った。

これ に代 わ って 最 近 普 及 して い る のが 単 品 識 別 コ ー ドで あ る。 単 品識 別 コ

ー ドで は ,個 別 商 品 の す べ て に,そ れ ぞ れユ ニ ー ク なコ ー ドが割 り当て られ

る。 そ の結 果,コ ー ドに よ る商 品識 別が 可 能 に な り,コ ンピ ュー タに よ る単

品 管理 が可 能 とな る。 また,適 当 な単 品 コ ー ド ・分類 コー ド変 換 テ ー ブル を

準 備 す る こ と によ り,分 類 コー ドに 容 易 に変 換 で き る こ とか ら,コ ン ピュ ー

タ によ る統 計 処 理 も容 易 で あ る。 た だ し,デ ー タ入 力 時 の 問 題 は 大 き く,最

近 消 費 財 の世 界 に普 及 した原 因 の 一 つ は,ソ ース ・マ ーキ ン グ と 自動 リー ダ
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一で あ る と考 えて よ い。 これ につ い て は,第2章 で 詳 細 に述 べ る こ と とす る。

業 務 面 か ら取 らえ る と,単 品識 別 コ ー ドと分類 コー ド・は 目的 に応 じて 使 い

分 け られて い る ことが 分 る。 商品 の 受 発 注 な どで は,商 品 を特 定 で き ない と

意 味 が な いの で,単 品 識 別 コ ー ドが用 い られ る。 一 方,貿 易 な ど にお け る輸

出入 の 申 告 で は,ど うい う品 目に属 す る商 品 かが 重 要 に な るので,分 類 コ ー

ドが 用 い られ る。 最 近,こ の輸 出 入 申告 に 用 い るコ ー ドと して,国 際 統一 分

(注4)
類 コー ドが 新 た に策 定 さ れ た。詳 細 に つ い て は,付 属 資 料 に収 録 して あ るの

で,参 照 され た い。

単 品識 別 コー ドと分 類 コー ド,こ の両 コー ド とも今 後 の情報 処理 に と って

欠 か せ ぬ コ ー ドで あ るが,今 年 度 は,最 近 普 及 が 目ざ ま し く各 方 面 か ら注 目

さ れ て い る単 品識 別標 準 コー ドで あ るJANコ ー ドを,主 に調査 した 。

'

1.2.3分 析 方 法 な ど につ いて

当調 査 研 究 の 最 終 目標 は,第1.1節 で 述 べ た よ うに,コ ー ド標準 化 の よ りど

こ ろ を明 らか にす る ことで あ る。 そ の第 一 歩 と して,事 例 研 究 を行 うこ と と し

たが,そ の 主 な ポ イ ン トを述 べ る。

① 統 一 コ ー ドと して のJANコ ー ド

消 費 財 の 業 界 で は,JANコ ー ドが 着 実 に浸 透 して い る。 この こと は注 目

す べ き内 容 を 含 んで い る。 通 常は シス テ ム設 計 時 に,同 時 に コ ー ド設 計 も実

施 され る。 しか し,JANコ ー ドは 業界 の情 報 化 の 時 に新 た に設 計 され た コ

ー ドで は ない 。JANコ ー ドは,業 界 の情 報 化 の前 か ら存 在 して いて,情 報

化 の 際 に取 り入 れ られ た コ ー ドで あ る。 そ の結 果,統 一 コ ー ドと して の 機 能

(注5)

を 発揮 して い るが,そ の 辺 りの経 緯 を把 握 して お くこ とは重 要 で あ る。

② 業 界 単 位 の コ ー ド変 更 の 問 題点

最 近 のJANコ ー ド化 は,業 界 単 位 に一 斉 に実 施 さ れ てい る。業 界 単 位 の

(注4)国 際 統一商品 分類(HS)コ ー ド,HS:HarmonizedSystem

(注5)標 準 コー ドと言 い換え ることも可能
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実 施 にお け る問題 点 を把 握 す る必 要 が あ る。

③JANコ ー ド化 後 の情 報処 理 評 価

JANコ ー ド化 は必 要性 に基 づ い て 実施 さ れ た こ とを疑 う必 要 はな い が,

当 初 の要 求 仕様 を どの程 度 満 た して い る のか 興 味 深 い こ とで あ る。 そ こで,

JANコ ー ド導 入後 の情 報 処 理 を様 々 な視 点 か ら評 価 して お く必 要 が あ る。

以 上 の ポ イ ン トを踏 ま え,業 界 の事 情 に詳 しい専 門家 の 立 場 か ら,消 費 財 の

業 界 のJANコ ー ド化 にっ い て ま と め た。 そ の 結果 は,第2章 に示 す 。 今 後 コ

ー ド標準 化 を考 えて 行 く うえ で,学 び と るべ き事項 を 多数 抽 出す る こと がで き

た が,そ れ らにつ い て は,第3章 で ま とめ る こ とに す る 。 尚,た び た び紹 介 し
、

て い るJANコ ー ドの 詳 細 は,第2.1節 で 示 す 。

亀
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第2章 コ ー ド の 現 状

我 が 国で,現 在 もっ と も注 目 され て い る コ ー ドは,JAN(JapaneseArticle

Number)コ ー ドで あ る。JANコ ー ドは,我 が 国 で は現 存 す る唯一 の共 通 商

品 コ ー ド(単 品 識 別用)で あ る とと もに,ア メ リカや カ ナ ダで 使用 さ れ て い る

UPC(UhiversalProductCode)や ヨーロッパ で使われてい るEAN(Euro-

peanArticleNumber)と 互 換性 が あ る 国際 標 準 コー ドで もあ る。 当初,食 品

・雑 貨 な ど の 業界 で 使 われ 始 め たJANコ ー ドは
,そ の 後,主 に消 費財 の流 通

業 界 を 中心 に急 速 に普 及 し,最 近 で は,家 電 業 界 で の 採 用 が 脚光 を浴 びた 。

JANコ ー ドは今 後 も増 々 そ の普 及 が 進 む もの と思 わ れ るが,そ の原 動 力 な

ど につ い て 分 析 して お くこ と は,コ ー ド設 計 の よ り ど こ ろを検 討 す る うえ で重

要 だ と考 え る。 当 調査 研 究 で は,コ ー ド検 討 の第 一 歩 と して,代 表 的事 例 で あ

るJANコ ー ドを 取 り上 げ て調 査 分析 を 行 った。 本 章 で は,調 査 結 果 を,

①JANコ ー ドの歴 史 と コ ー ドの概 要

②JANコ ー ド適 用 によ る商 品 コー ド共通 化 事 例

③ 普 及 ・発 展 の原 動 力 な ど

の 形 にま とめ て 示 す 。
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2.1共 通 商 品 コー ド

最 近,ス ーパ ー 等 で 販 売 され て い る商 品 に,図2-1.1の よ うな表 示 が付 け

られ て い るの を よ く見 る。 これ が,JANコ ー ドで あ る。 よ り正 確 に は,図2

-1 .1は,JANコ ー ドをバ ー コ ー ド表 示 した もの で,OCR表 示 を行 う場 合

もあ る。 どち らの 表 示 も,専 用 リー ダ ー に よ って 機 械 読 取 可能 なの が特 徴 で あ

る。JANコ ー ドは,商 品識 別 が 可 能 なよ うに,商 品 毎 にユ ニ ー ク な番号 が 付

け られ て い る。 そ の ユニ ー ク性 が 保 障 され る範 囲 は,日 本 国 内 だ けで な く,全

世 界 に 及 ん で い る ので,例 えばJANコ ー ドを用 いて 商 品 在 庫 管 理 を 行 う と,

全 世 界 の 商 品 を扱 っ て も,統 一 した シス テ ムの 構 築 が可 能 に な る。

、

4 902717 004127

図2-1.1JANコ ー ド例(バ ー コ ー ド表 示)

これ らの状 況 が,流 通 業 の シス テ ム化 に とっ て,図 り知 れ な い影 響 力 を 持 っ

て い る こ とは,容 易 に想 像 で き る。 現 実へ の影 響 に つ いて は,次 第 以 後 で 述 べ

る こと と し,以 下 に,JANコ ー ドな ど一 般 にPOSコ ー ド(俗 称)と 呼 ば れ

て い る共 通 商 品 コー ド成 立 の経 緯 と,そ の運 用 な どに つ い て述 べ る。

2.1.1JANコ ー ドの 生 い 立 ち

(1)UPCコ ー ドとPOSシ ス テ ム

JANコ ー ドの ル]ッ を さ か の ぼ る と,UPCコ ー ド(UniversalProduct

Code)に 突 き 当 た る。UPCコ ー ドは,図2-1.2に 示 す12桁 の コ ー ドで あ

り,米 国 の 流 通 業 界 に 広 く普 及 して い る コ ー ドで あ る 。UPCは,共 通 商 品

コ ー ドで あ り,1973年4月 に,ア メ リカ お よ び カ ナ ダ で の 業 界 統 一 コ ー ド

_14_



,

と して 制 定 され た 。 この 時,各 商 品 に,図2-1.3に 示 す バ ー コ ー ドを 表 示

す る こ と も決 め られ,そ の結 果 ス ーパ ー等 で は専 用 読 取 機 に よ って,売 れ た

商 品 の商 品 名 と個 数 を,コ ン ピュ ー タ に 自動 入力 す る こ とが 可 能 にな った。

(注1)

凸,MTM,M3M4MiIXIX,X,X4Xs、5

ナ ンソ'L・ 商 品 メ ー カ ー コ ー ド 商 品 ア イ テ ム コ ー ド チ ェ ック

システ ム 。 デ ジ ッ ト

キャ ラクター

L{
0一 グv－ サ リー業界用

2一 計量商品お よびイ ンス トア ・マーヰ ング用

3一 医薬品業界用

5一 ク一-RY,券 用 な ど

図2-1.2UPCの コ ー ド体 系(標 準 タ イ プ)

セ ンターパ ー(01010)

ナ ンバ ー ・システ ム

キ ャラク ター チェック・デジ ット

左 ガー ドバ ー

(101)

{
葎羅 三諦

㌍

|

寸臼 ㌔

240001234

メーカーコー ド 商品コード

(5i行)(5i行)

図2-1.3UPCの バ ー コ ー ド表 示

こ こ で 問 題 に な る の は,UPCが 必 要 に な っ た 理 由 で あ る 。 結 論 を 先 に述

べ る と ,よ り完 全 なPOS(PointofSale)シ ス テ ム の 実 現 で あ る 。PO

右 ガー ドバー

(101)

『

ヨー葎㌻孟 幅以上)

1

|
γ

(注1)UPCは 単 品識別 コー ドであるため,UPCコ ー ドを入力す ることは,商 品名の入

力 と等価にな る。
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Sシ ステ ムで は,販 売 され た 商 品 の 商品 名 や 個 数 等 の 情 報 が,で き るだ け早

く入 力 さ れ る こ とが重 要 で あ る が,こ れ が か な り難 しい 問 題 だ っ た。一 般 的

(注2)
に,小 売 りの場 合 に は,商 品売 買 に っ いて 帳票 を 起 票 す る こ とは しな い。 レ

シ ー ト(領 収証)が 発 行 され る場 合 もあ るが,絶 対 に必 要 と い う もの で もな

い。 しか し,販 売 店 側 で は,在 庫 管 理 そ の他 の 必 要 性 か ら,販 売 情報 記録 の

た めの 帳 票 を作 成 して い た。 た だ し,比 較 的 小 額 の 商 品 を大 量 に処 理 す る と

い う小 売 りの特 徴 か ら,こ の販 売 情 報 の記 録 が 大 き な 負担 に な って いた。U

PCは,こ の 問題 を 次 の よ うに解 決 した。 自動 読 取 機 を設 置す る こ とによ っ

て,物 理 的 商 品 か ら直 接 商 品 名 を機 械 が読 み 取 り,レ ジ処 理 と販 売情 報 の 記

録 を 同時 に行 う。

UPCが 実 現 す るた め に は,解 決 す べ き大 き な課題 が い くっ も あ った。 前

述 の よ うな特徴 を 発 揮 す る た め には,商 品 にUPCが 表示 され て い な けれ ば

な らな い。 この 表 示 を販 売 店で 付 けた ので は 大変 で あ る。 表 示 方 法 も重 要 で

ある。 誤 読 が少 な く安 価 な読 取 機 が実 現 で き る表 示 で な け れば な らな い。 さ

らに,UPCは ユ ニ ー クで な け れ ば な らない。 多 数 の メ ー カ ー あ る いは販 売

店 が,か って に コ ー ドを付 けた と した ら,到 底 ユ ニ ー ク な コ ー ドは実 現 で き

な い。 そ こで,UPCは 統一 的 に管 理 され て い る必 要 が あ る 。 こ れ らの 課 題

を一 企 業 内 の問 題 と して 解 決 す るの は無 理 で あ り,業 界 全 体 の問 題 と して,

あ るい は国 全 体 の 問題 と して取 組 む必 要 が あ り,UPCの 場 合 に は,メ ーカ

ー ,卸 業 者,小 売 業 者 等 の 協 力 で研 究 開発 さ れ た。

●

(2)UPCの 成立 ま で の経 過

UPCは,世 界 初 の 実 用 的 共 通 商 品 コー ドで あ る が,1973年4月 に制 定

され る まで に は,商 品 コ ー ドに関 す る様 々 な研 究 と実 験 的 試 み が 成 され て い

る。

(注2)現 金 販売の場 合であ る。ただ し,高 額商 品,商 品別送 の場 合,ア フターサー ビスが

あ る等 の場合 には,契 約書等の帳票が作成 され る。
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'

商 品 コ ー ドを共 通 化 しよ うとい う気 運 は,実 に1930年 代 初 期 の米 国 の食

品 業 界 で 始 ま ったの が 最 初 と言 わ れ る。 この後,欧 米 で は小 売業 に お い て チ

(注汀
エ ッ ク ア ウ トの 合 理 化 を 目標 と した様 々 な実 験 が行 われ て い る。 これ らの実

験 で は,自 動 読取 りの ため にい くつ か の コー ドシ ンボル が 使 用 され た。 しか

し,い ず れ の試 み も実 験 の域 を 出 なか った よ うで,本 格 的研 究 開発 は1965

年 ま で 持 ち越 され る こ とに な った。 チ ェ ック ア ウ トの 合 理 化 は,共 通 商 品 コ

ー ドと 自動 読 取 り方 式 の 両 方 が 必 要で あ り ,業 界 の コ ンセ ンサ ス と技 術 的裏

付 が 熟 す の を待 つ 必 要 が あ っ たの で あ ろ う。

1965年 に は全 米 食品 チ ェ ー ン協 会 が,グ ロサ リー用 ユニ バ ーサ ル コー ド

開 発 委 員 会 を設 立 して 業 界 統 一 コ ー ドの研 究 を 開始 し,ま た 同年 グ ロサ リー

製造 業 者 協 会 が,製 品 につ い て の業 界 共 通 コー ドを制 定 す る こ とを提 案 した。

1970年 に は,チ ェ ック ア ウ ト自動 化 の た め の コー ド統 一 化 の気 運 を反 映 し

て,全 米 グ ロサ リー業 界 の7団 体 が結 集 し,UPC特 別 委 員 会 を発 足 させ た。

この 委 員 会 は,1972年 に はUGPCC(グ ロサ リー 共 通 コ ー ド運 営 委 員会

一 後 のUCC)とDCI(米 国 の コー ドセ ン ター)の 前 身 で あ るDNB(共

通 コ ー ド配 布 銀 行)を 発 足 させ た。 一 方 で,自 動読 取 りの ため の コー ド表示

方 法 の検 討 も行 わ れ,一 般 公募 方 式 に よ り,表 示 か ら読 取 り に至 る一 連 の シ

ス テ ム方 式 を募 集 した結 果,IBM社 の提 案 したバ ー コー ド表 示 方 式 を若 干

改良 して 採 用 す る こ と とな った。 こ う して,1973年4月 に,共 通 商 品 コー

ドと してUPCお よび共 通 表示 方 式 と してUPCシ ン ボル が 制定 され た。 こ

の 間,1970年 か ら1973年 までの3年 間で100万 ドル を超 え る資 金 が投 入

され た と い う。

共 通 商 品 コ ー ドと共 通 表示 方 式(バ ー コー ド表 示)が 決 ま った ため,メ ー

(注4)
カ ー で の 商 品 製造 段 階 で 共通 商 品 コー ドを 印制 す る ことが 可能 とな っ た。 ま

た,共 通 表 示 方 式 が 決 ま った た め,バ ー コー ドを読 み 取 る機械 が量 産 可能 と

(注3)ス ーパ ー等での レジ処理の こと。

(注4)こ れ を ソースマ ーキ ングと呼ぶ。

一17一



な り,ス ーパ ー な どに安 価 で供 給 で き る よ うに な った。 無論 ・ 共 通 商 品 コー

ド(UPC)は,米 国,カ ナ ダの 範 囲 で その ユニ ー ク性 を保 障 した。 こ う して ・

ス ーパ ー な どに お け るチ ェ ック ア ウ トの合 理 化 に必 要 な手段 は,す べて 揃 っ

た こと に な る。

さ らに,チ ェ ック ア ウ トの 時 に読 み取 った情 報(POSデ ー タ と呼 ばれ る)

を統 計 処 理 す れば,売 れ筋 情 報 の 分析 な ど も可 能 と な り,従 来 夢 と さ れ て い

た情 報処 理 の道 を も開 い た。

'

(3)UPCか らEANへ

UPCコ ー ドの 影 響 は,米 国 内 に留 ま る こ と はな か った。 早 期 か ら,チ ェ

ッ クア ウ ト合理 化 の必 要 性 を感 じて い た ヨー ロ ッパ 各 国で,UPCを 注 目 し

た こ とは 容易 に想 像 で き る。 ヨー ロ ッパ で は次 の よ うに して,EAN(Eu-

ropeamArticleNumber)コ ー ドが制 定 され た。

1974年1月,国 際 チ ェー ンス トア 協 会 の発 議 でパ リでEANA(Europ－

(注5)

eanArticleNumberingAssociation)の 第1回 会 合 が 開 か れ た 。 こ の

委 員 会 に は11カ 国 が 参 加 し,ナ ンバ リ ン グ ・ シ ス テ ム の 体 系 化 を 検 討 す る こ

と と,ワ ー キ ン グ ・グ ル ー プ(WG)の 結 成 が 決 め ら れ た 。WGに は,当 初 フ

ラ ン ス(2名),西 ド イ ツ(2名),ス イ ス(1名),ス ウ ェ ー デ ン(1名)

お よ び イ タ リ ア(1名)が 参 加 した 。 こ の 時,検 討 の 出 発 点 に な っ た の は,

米 国 のUPC,フ ラ ン ス のGENCODお よ び 西 ドイ ツ のBANな ど で あ る。

結 論 と して,UPCに 国 識 別 コ ー ドを 付 加 した13桁 のEANコ ー ド を 採 択 し

(注6)

た が,こ れ は,IBM社 がWP(WbrldProductCode)と し て 提 案 した も

の と 同 じ に な っ て い る 。

1977年2月22日 に,ベ ル ギ ー の ブ ラ ッセ ル で,12名 の ヨ ー ロ ッパ の メ ン

(注5)こ の時のEANAは 任 意 の研究会 の ようなものであ り,国 際チ ェー ンス トア協会 の

下 部機関 とい うわ けでは ない。ま た,直 接 関係が あるわ けで もない。

(注6)8桁 の短縮 コー ドも同時に制定 された。
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バ ー と そ の候 補 国 の物 流 業 者 や メ ーカ ー の代 表 が,EAN協 会 の創 設 に関 す

る協 定 の覚 え 書 き に署 名 した。 これで,そ れ まで 有志 の 集 り的 色 彩 の 強 か っ

たEANAは 正 式 な機 関 と な り,EANコ ー ド運 用 の体 制 が 整 っ た こ と にな

る。EANAで は,定 期 的 に総 会,実 行 委 員会 が開 か れ,コ ー ドシ ンボ ル に

か か わ る諸 問題 の討 議 な どの他,新 加 盟 国 へ の フ ラッ グ(国 識 別 コ ー ド)の

付 与 な ど を検 討 して い る。 しか し,他 の多 くの 国際 機 関 と同 様 に,EANA

は国 際 的 協 力機 関で あ り,一 般 の 指 令 を 出す だ けで,各 国 の コー ドセ ンタ ー

の 国 内で の 活動 に関 して は,完 全 な 独 立 を保 って い る。

EANコ ー ドは 次 の 点 でUPCと は性質 が異 って い る。UPCは あ くま で

も米 国 内 で の使 用 を 前 提(後 で カ ナ ダで も使 用)に した コー ドで あ る が,E

ANコ ー ドは,全 世 界 で の共 通 コ ー ドと して設 定 され た コー ドで あ る とい う

点 で あ る。EANAは,当 初,ヨ ー ロ ッパ 各 国 の 協力 機 関 とい う色 彩 で あ っ

'た が
,そ の 後,門 戸 を 解 放 し,原 則 的 に世 界 中 の いか な る国 で も加 盟 で き る

こ とに な っ た。 そ して 我 が国 も,1978年4月 にEANに 正 式 に加 入 し,フ

ラ ッ グと して49を 確 保 し,JANコ ー ド制 定 の基 礎 が で きた の で あ る。

4

(4)JANコ ー ドの 制 定

前 述 した よ うに,我 が 国 は1978年(昭 和53年)4月 にEANに 加 盟 したが,

同 時 に 国 内 で は,こ のEANコ ー ドの 体 系 に 基 づ い てJANコ ー ド(Japanese

ArticleNumber)が 制 定 さ れ,コ ー ド シ ンボ ル と共 にJIS化 さ れ た(JI

(注7)
S-B9550)。 最 初 にJANコ ー ドを採 用 した業 界 は.,食 品 業 界 で あ り,当

初 はPOSシ ス テム の 実 験 が 実 施 され た。

その 後,流 通 効 率化 の 必 要 性 の増 大 と と もに,JANコ ー ドの価 値 が評 価

され,急 速 に普 及 が 進 む こ とに な るが,こ れ に つい て は,次 第 以後 を参 照 さ

れ た い。 図2-1.4は,JANコ ー ド制 定 まで の経過 で あ る。

(注7)JISで は,コ ー ド長を13桁 に することと,表 示方法(バ ーコー ド,OCR)だ け

が規 定 されてお り,国 識別 コー ドを49に す ることは規定 されて いない。
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2.1.2コ ー ド体 系 と運 用

(1)UPC,EAN,JANの 体 系 比 較

表2-L1は,UPCとEANとJANの コ ー ド体 系 を比 較 した もの で あ

る。 成立 経 過 を踏 まえれ ば,EANとJANが 同一 体 系 で あ る こ とは 当然 で

あ るが,UPCとEAN(JAN)も,基 本 的 に は同一 形式 で あ る。 す な わ ち,

UPCに お ける ナ ンバ ー ・シス テ ム ・キ ャ ラ クタ ーが0の 場 合 は,EAN(J

AN)と 同 じ商 品 コー ドで あ る ので,極 め て簡 単 な変 換 に よ り,互 換 性 を 持

たす こ とが で き る。

EANの 国 識 別 コ ー ドは 当 初2桁 で あ った が,拡 張 の た め3桁 も用 い られ

るよ うにな った。 しか し,互 換性 を維 持す るた め,国 識 別 コー ドが3桁 の 場

合 は,メ ーカ ー コ ー ドを4桁 に し,全 体 は13桁 に して い る。

表2-1.1UPC,EAN,JANの コ ー ド体 系 比 較

名 称 タ イプ コ 一 ド 構 成 総桁数

u P C A S × × × × × NNNNN

　

C 12

E A N
標 準

短 縮

FIF2

FIF2

× × × × ×

× × × ×

NNNNN

NC

C 13

8

J A N
標 準

短 縮

49

49

× × × × ×

× × × ×

NNNNN

NC

C 13

8

,

(注)1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

ソ ー ス ・マ ー キ ン グ 用 コ ー ドの み 示 した 。

S:ナ ンバ ー ・ シ ス テ ム ・キ ャ ラ ク タ

FlF2:国 識 別 コ ー ド

× × × × × 又 は × × × ×:商 品 メ ー カ ー コ ー ド

NNNNN又 はN:商 品 ア イ テ ム コ ー ド

C:チ ェ ッ ク ・デ ジ ッ ト

す べ て 数 字 で 構 成 さ れ る コ ー ドで あ る 。

UPCは,S・-Oの 場 合 の 体 系 で あ る(表2-1.2参 照)

一21一



表2-1.2UPCコ ー ド体 系

ナ ソ パ ー ・シ ス テ ム

キ ャ ラ ク タ ー

0

2

3

4

'O

'

情 報 コ ー ドキ ャ ラ ク タ ー

M,M2M3M4M5XiX2×3×4Xs

メ ー カ ー コ ー ド 商 品 コ ー ド

XlX2×3×4XsCPPLP2PaP4

プ ライ ス チ ニ プ ラ イ ス

商 品 コ ー ド フクキ ャ ラ ク

クー

XIX2×3×4×5×6×7×3XgXtO

5種 類 の フ ォ ーYッ トが あ る

XtX=XユX4XsXe.X7XsXgXto

商 品 コ ー ド(自 由 使用)

MIM2MユM4M5FIF2F3VtV2

メ 一 方 ー フ ァ ミ リー ク ー ポ ソ

コ ー ド コ ー ド の 価 格

チ ェ ッ ク ・

デ ジ ッ ト

C

C

C

C

C

用 途

グ ロサ リー

商 品

計 量商 品

医 薬 品

健康関連品

雑 貨 等

ク ー ポ ン

マ ー キ ン グ

ソ ー ス ・

マ ー キ ン グ

イ ン ス トア ・

マ ーキ ン グ

ソ ー ス ・

P-・ ・グ

イ ソ ス トア ・

マ ーキ ン グ

ソ ー ス ・

マ ー キ ン グ

(2)UPCの 運 用

UPCコ ー ドは,ナ ン バ ー ・シ ス テ ム ・キ ャ ラ ク タ ー が 「0」 の 時,次 の

4要 素 で 構 成 さ れ る 。

③ ナ ンバ ー ・ シ ス テ ム ・キ ャ ラ ク タ ー1桁(0)

⑤ メ ー カ ー コ ー ド5桁

◎ 商 品(ア イ テ ム)コ ー ド5桁

③ チ ェ ッ ク ・デ ジ ッ ト1桁

計12桁

⑥ の メ ー カ ー コ ー ドは米 国 お よ び カ ナ ダ で 統 一 さ れ て お り,DCI(Pistri-

butionCodes,Inc.)に よ っ て 管 理 さ れ て い る。 ◎ の 商 品 コ ー ドは 各 メ ー

カ ー の 自 主 管 理 と な っ て い る。

①DCIの 機 能
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,

'

DCIは,舎 品 ・雑 貨 用 共 通商 品 コー ドで あ るUPCの メ ー カ ー ・コ ー

ドの 管 理 を主 目 的 と して 設立 され た コー ド ・セ ンターで あ る。DCIは,

UCC(Unifo㎜CodeCouncil)か ら,メ ーカ ー ・コ ー ドの管 理 を 委 託

(注8)
され て い る機 関 で あ る。

メ ー カ ー ・コ ー ドの 付 与 を希 望 す る企業 は,UCCの 会 員 に な る こ とが

必 要 で あ る。UCCの 会 員 に な る と,DCIか らコー ドが付 与 され る。

②UCCとDCIの 関 係

UPCの メ ーカ ー ・コ ー ドを 割 り 当て られ て い る メ ーカ ーは,す べ てU

CCの 会 員 であ る。 す な わ ち,UCCは 共 通 商品 コ ー ドを必 要 とす る企 業

で構 成 され る一 種 の 業 界 団 体 で あ る。 現 在,UCCの 会 員 は 約8,000社 で

あ り,米 国 以外 に,カ ナ ダ,ヨ ー ロ ッパ お よ び我 が 国 の 企 業 も多 数 参 加 し

て い る。

UCCの 理 事 会 は年 に4回 行 われ,UPCに 関す る諸 問 題 を 処 理 し,そ

の方 針 を 決 定す 。 そ の方 針 はDCIに よ って 執 行 され る とい う仕 組 に な っ

て い る。DCIは,21名 の職 員 に よ って構 成 され る営 利 法 人 で あ るが,そ

の株 式 はす べ てNAWD(NationalAssociationofWholesalers

Distributors=全 米 卸 流 通 協 会)と い う非 営 利団 体 に よ って 所 有 され て

い るの で,DCIの 利 益 は配 当 さ れず,DCIに 留 保 され て い る。

DCIは 本来,物 流 コー ド(DistributionCode)の 研 究 ・開 発 ・管 理

を 目的 と して 組織 さ れ た機 関で あ るが,UCCの 業 務 委 託 先 と して 選 ばれ

た。 現 在 で もDCIで は,UCC委 託 業 務 の他 に,物 流 コー ドの研 究 ・開

発 が 行 わ れて い る。

(3)EAN(JAN)の 運 用

EANコ ー ドは,次 の4要 素 で 構 成 さ れ る。

(注8)1972年 に発 足 したUGPCC(グ ロサ リー共通 コー ド運営委員会)がUPCC(Univ-

ersalProductCodeCouncil)と して 組織 され,1984年 に 名称をUCCと 改 めた。
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④

⑤

◎

⑥

⑧ の国 識 別 コ ー ドは,

は,EANAに 加 盟 して い る各 国 の コ ー ド ・セ ンタ ーが 管理 して お り(我 が

国 の 場 合 は,流 通 コー ドセ ンタ ー),◎ の 商 品 コ ー ドは各 メ ーカ ー の 自主 管

理 に な って い る。 従 って,国 識 別 コ ー ドを 除 け ば,UPCコ ー ドと同一 の管

理 体 系 に な って い る。

①EANAと 国識 別 コー ドの割 り当 て

前 述 した よ う に,EANAは1 .977年2月22日 に創 設 され た国 際 的 な 協

力機 関 で あ る。EANAの 主 な 目的 は,国 識 別 コー ドの割 り当 て で あ るが,

関連 諸 活 動 は 多 岐 に渡 る。

あ る国 がEANコ ー ドを使 うか ど うか は ま った く自由で あ る し,た とえ

使 うに して もEANAに 必 ず 加 盟 しな けれ ば な らな い とい う もので も な い。

しか し,EANAに 未加 盟 の ま ま適 当 に 国識 別 コ ー ドを 設 定 して運 用す る

と,EANA加 盟国 の 国識 別 コー ドと衝 突 す る可能 性 が あ る。 そ こで,E

ANコ ー ドを 用 い るの で あ れ ば,EANAに 加 盟 す る方 が望 ま しい こ と に

な る。 この 結 果,我 が 国 も1978年4月 に正 式 に加 盟 し,国 識 別 コー ドと

して 「49」 の 割 り当て を受 け て い る。

国 識 別 コ ー ドは,現 在 表2-1.3の よ う に割 り 当て られ て い る。 各 国 へ

の コ ー ド割 り当 て は,原 則 と して一 種 類 で あ るが,米 国 ・カ ナ ダ ・フ ラ ン

ス お よ び西 ドイ ツ は例 外 で あ る。 これ らの 国 々 で は,EAN制 定以 前 に 既

に共 通 商 品 コー ドが存 在 して い た。 それ と整 合 を とる た め に と られ た 特 別

処 置 で あ る。(表2-1.5参 照)

国 識 別 コ ー ド.2桁,3桁

メ ー カ ー ・ コ ー ド5桁,4桁

商 品(ア イ テ ム)コ ー ド5桁

チ ェ ッ ク ・ デ ジ ッ ト'1桁

計13桁

EANAが 割 り 当 て て い る 。 ⑤ の メ ー カ ー ・ コ ー ド
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② 商 品 メ ー カ ー コー ドの管 理

商 品 メ ー カ ー コ ー ドは,各 国 の コー ドセ ンターが 自国 内の メーカーコー ドを

管 理 す る こと に な っ て い る。 我 が 国 で は,流 通 コー ドセ ンタ ーが 管理 を 行

って い る。

メーカーコ ー ドの管 理方法 は,各 国 の コー ドセンターに任 され て い る。 我 が

国 で は,流 通 コ ー ドセ ンタ ー に コ ー ド付 与 を 申請 し,割 り当 て を受 け る方

式 とな って い る。 どの よ うな方 式 で あ って も,各 国 の コー ド協 会 は,コ ー

ドの 割 り当 て を受 けた 企 業 の リス トを保持 して い る。 現在 まで にEANコ

ー ド(JANコ ー ドも含 む)の 割 り当 て を受 け た企 業 数 を
,表2-1.4に

示 す 。

(4)各 コー ドの応 用

UPC,EAN,JANの いず れ の コー ドも,商 品へ の ソー ス ・マ ー キ ン

グ用 の コ ー ドで あ る。 ソ ース ・マ ー キ ングの 目的 が,ス ーパ ー な どで の チ ェ

ック ・ア ウ トの機 械化 処 理 が 目 的で あ る こ と は既 に述 べ た と お りで あ る。

しか し,例 え ば我 が 国で は,ソ ー ス ・マ ーキ ン グ以外 の用 途 に もJANコ

ー ドを使 い始 め て い る。J手 順 で は,商 品 コ ー ドと してJANコ ー ドを 指 定

して い る。 す なわ ち,受 発 注処 理 に お け る統 一 商品 コー ドと しての 利 用 で あ

か

q
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表2-1.3EAN加 盟 国 と 国 識 別 コ ー ド

国 コ ー ドな ど

(プ リフィクス)
国 名'な ど

EAN
加 盟 年

0～9 アメリカ合衆国+カ ナダ

20～29 EANリ ザ ーブ(十 小売業)

30～37 フ ラ ンス 1977

40～43 西 ドイツ 1977

47.1 台 湾 1985

47.9 パ プ アニューギニア 1985

49 日 本 1978

50 英 国+ア イル ラン ド 1977,

52.0 ギ リシャ 1985

52.9 キプ ロス 1985

54 ベル ギー+ル クセ ンブルグ 1977

56.9 アイ スラン ド 1985

57 デ ンマ ーク 1977

59.9 ハ ン ガ リ ー 1984

60.0～60.1 南アフリカ共和国 1982

64 フ ィ ン ラ ン ド 1977

70 ノ ル ウ ェ ー 1977

72.9 イス ラエル 1984

73 ス ウ ェ ー デ ン 1977

.76 ス イ ス 1977

77.9 アル ゼ ンチ ン 1985

78.9 ブラジル 1985

80～83 イタ リア 1977

84 ス ペ イ ン 1978

85.9 チ ェ コスロバキア 1983

86.0
、

ユ ー ゴ ス ラ ビア
,

1982

87 オ ラ ン ダ ・ 1977

90～91 オ ース トリア 1977

93 オ ー ス トラリア 1979

94 ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 1981

97.7 定期刊行物用(ISSN)

97.8～97.9 書籍用(ISBN)

1986年4月 現 在
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表2-1.4 EAN各 国 に お け るPOSシ ス テ ム 及 び

EANコ ー ドの普 及

メーカーコ ー ド登録企 業数 ソ・スマ・キング

(標準的食国識別 国 名 コード管理機関名称 POS導 入
コ ー ド 製造業 流通業 店 舗 数 品雑貨店)

77.9 アルゼンチン CODIdO
一 一 一 『

93 オ ース トラ リア APNA 1394 15 170 <90%

90～91 オ ース トリア EAN-AUSTRIA 975 101 66 51%

54 ベル ギ ー lCODIF・Belgium 683 31

+ル クセンブルグ ・G.D.ofLuxemburg 29 3 183 85%

78.9 ブラジル ABAC 4 一 一 一

52.9 キプロス CYPRUSCCI 16 一 3 >5%

85.9 チ ェコ スロバ キ ア CCCI 40 1 1 2a3%

57 デ ンマ ーク DVA 760 47 80%
64 フ ィン ラン ド CCCofFINLAND 258 35 58%

30～37 フランス GENCOD 13700 720 793 85%

40～43 西 ドイツ CCG 6035 2839 550 93%

52.0 ギ リシ ャ HELCAN 50 一 一 一

59.9 ハ ンガ リー HCC 85 1 1 5%
56.9 アイスランド lCELANDEANCOト1ト11TTEE 一 一 一 一

80～83 イタ リア INDICOD 3537 93 18 85%

72.9 イスラエル lSRAEしCODINGASSOCIATION350 30 4 一

49 日 本 DCC 11607 2654 5206 83%

87 オランダ
'STCHTINGUAC

854 35 189 85%
94 ニ ュージ ーラ ン ド NZPNA 549 43 59 60%

70 ノル ウ ェイ NORSKVAREKODEFORENlNG 573 70 70%

47.9 ぽ フ。ア ニューギ ニア PNGPNA 一 一 1 一

60.0
～60 .1 南アフリカ共和国 SAANA 687 49 19 45%

84 スペイン AECOC 1206 19 59 75%

73 ス ウェ ーデ ン SUEDlSHEANCOH岡lTTEE 863 299 86%

76 スイス SACV 505 97 24 70%

47.1 台 湾 ANCOFROC 一 一 一 一

50 イギリス ANA・UK 2833 670 312 96%

アイルランド ・Ireland 172 7 4 80%

86.0 ユ ーゴ スラ ビ ア JANA 40 8 一 1300
articles

EANニ ュ ース レターNo12よ り 合 計 55221 8113

(1985年9月)

●

亀
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表2-1.5EANの 国 識 別 コ ー ド

国識 別コー ド 商 品 メ ーカ ー コ ー ド 桁 数

00～46 × × × × ×
国識別 コー ド
商品 メーカーコー ド

2桁
5桁

470～479 × × × ×
国識別 コー ド
商品 メーカ ーコー ド

3桁
4桁

48～51 × × × × ×
国識 別コー ド
商 品メーカ ーコー ド

2桁
5桁

520～529 × × × ×
国識 別コー ド
商 品メ ーカーコー ド

3桁
4桁

53～55 X× ×XX
国識 別 コー ド
商品 メーカーコー ド

2桁
5桁

560～569 × × × ×

国識別 コー ド
商品 メーカ ーコー ド

3桁
4桁

57～58 X× × × ×
国識別 コー ド
商品 メーカ ーコー ド

2桁
5桁

590～609 X× × ×
国識別 コー ド
商 品メーカ ーコー ド

3桁
4桁

61～71 × × × × ×
国識別コー ド
商品メ ーカーコー ド

2桁
5桁

720～729 ×X× ×
国識別コ ー ド
商品 メーカーコー ド

3桁
4桁

73～76 × × × × ×
国識別 コー ド
商 品メーカ ーコー ド

2桁
5桁

770～789 X× × ×

国識別 コー ド
商 品メーカ ーコー ド

3桁
4桁

79～84 ×XX× ×

国識別コー ド
商品メ ーカーコー ド

2桁
5桁

850～869 ×X× ×

国 識 別 コ ー ド

商 品 メ ーカ ー コ ー ド

3桁
4桁

87～96 × × × × ×
国識別 コー ド商品
メーカ ーコー ド

2桁
5桁

97～ ISSN,ISBNな ど

(1986年4月 現在)
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る(用 途 の拡 大)。 一 方,当 初,食 品 ・雑 貨 業 界 の専 用 コ ー ド的 色 彩 の 強 か

ったJANコ ー ドは,そ の後,医 薬 品 業 界,家 電業 界,レ コ ー ド業 界 な ど の

多 数 の 業 界 で 採用 され始 め た(利 用 業 界 の拡 大)。 こ う して,我 が 国 で は,

一 般 消 費 財 の共 通 商 品 コー ドと して
,JANコ ー ドが 位 置付 け られ よ う に な

って き て い る。

(5)互 換 性

UPC,EAN,JANの3つ の コー ドの互 換性 を示す と図2-1.5の よ う

に な る。 元 々EANとJANは,同 一 の コ ー ドであ るの で完 全 な互 換 性 が あ

(注9)
るが,UPCは 独 立 コー ドで あ り,完 全 な互 換 性 は ない。

UPCを 変換 してEANコ ー ド体 系 に す る に は,先 頭 に0を 追 加 す れ ば よ

い。 これ に よ ってUPCとEANは 完全 な互 換 性 を持 つ と され て い るが,状

況 は そ れ程 単純 で は ない 。 問 題 は,UPCの ナ ンバ ー ・シス テ ム ・キ ャ ラ ク

タ ー で あ る(EAN系 に変 換 後 は,第2キ ャ ラク ター に な る)。 この 数 字 は,

後 に 続 く11桁 の数 字 の体 系 を示 して い る。 こ の数 字 が0の 時 は,前 述 した よ

うに,EAN(JAN)と 完 全 な互 換 性 を持 つ 。

(6)UPC系 コ ー ドの チ ェ ック ・デ ジ ッ ト

UPC系 コ ー ドの チ ェ ック ・デ ジ ッ トは,桁 数 が 増加 す る とい う欠 点 を 除

け ば,非 常 に 多 くの効 果 を もた ら して い る。 本 来 的な 目的 が,自 動 読 取 時 の

誤 読 防 止 対 策 で あ る こ とは 明 白 で あ るが,人 手 に よ る入 力 時の エ ラー防 止 に

も有 効 に働 く。 シス テ ム設 計 時 の大 きな課 題 が,現 在 で も入 力 エ ラ ー防 止 対

策 で あ る こ とを考 慮す れ ば,チ ェ ッ ク ・デ ジ ッ トの存 在 は大 き い。

(注9)EANの 国 識別 コー ドが 「49」の 場合がJANで あ る。
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・先頭 に 「0」 を 付 加

・チ ェ ック デ ジ ッ トは

再計 算

図2-1.5UPC,EAN,JANの 互 換 性
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(7)UPC系 コ ー ドと情報 処 理 シス テ ム

技 術 的 に 見 た場 合,UPC系 コ ー ドは構 造 が 単 純 で 桁 数 が 短 い の で,取 り

扱 い易 い 好 ま しい コー ドで あ る。 情 報 処 理 シ ス テ ム に と って の 問題 は,コ ー

ド体 系 の 改 訂 で あ る。 仮 に,UPC系 の コ ー ドが 改 訂 され る とす れ ば ,も っ

と も大 き な 影 響 を 受 け るの は,人 間 で は な く,情 報処 理 シス テ ムの ソ フ トウ

ェアで あ る 。UPC系 コ ー ドが固 定 フ ォーマ ッ トで あ った た め ,多 くの ソ フ

トウ ェア は 固 定 フ ォー マ ッ トで 設 計 さ れて い る。 その た め,1桁 で も桁 数 が

変 更 さ れ た ら,ソ フ トウ ェア は対 応 で き ない。 そ こで,UPC系 コー ドは大

事 に使 う こ と と して寿 命 を延 ば し,改 訂 は避 け るの が よ い とい う結 論 に な る。

UPC系 コー ドが設 計 され た時 代 に は,固 定 フ ォー マ ッ トが 技 術 的 に も妥

当 であ っ た。 も し,今 新 しい コ ー ドを 設 計す る とす れば,可 変 フ ォー マ ッ ト

を 採 用 し,コ ー ド体 系 に柔 軟 性 を 持 た す のが よ い ので は な いか 。 その よ うな

コー ドを受 け入 れ られ る ソ フ トウ ェ アは ,技 術 的 に十 分 可 能 だ と考 え る。
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2.2コ ー ド共 通化 事 例(医 薬 品業 界)

2.2.1商 品 コ ー ド共 通化 の経 緯

(1)医 薬 品 業 界 に お け る共通 化へ の 取 組 み

当業 界 の コ ー ド統 一 化 へ の ア プ ロー チ は,昭 和40年 代 後 半 か ら開始 さ れ た。

この 頃,流 通 シ ス テム化 基 本方 針 に基 づ き,(財)流 通 シス テ ム 開発 セ ンタ ー

の 主 導 に よ り,諸 業 種 に つ い て統 一 取 引 コ ー ドの 策 定 に 関す る調 査 が 実施 さ

れ た 。

医 薬 品 にっ い て は,昭 和49年8月 に通 産 省 研 究委 託事 業 の 指 定 を受 け 「医

薬 品等 統 一 取 引 コ ー ド委 員会 」 が設 置 され た 。 行 政 お よ び業 界各 団 体 代表 者

に よ り構 成 され た この委 員 会 の 報 告 書 は,昭 和50年5月 に公 表 と な り,そ の

後 の コ ー ド共 通 化 に 関 す る 具体 的展 開へ の手 が か りを示 した。

同 様 の 目的 か ら,日 本 医薬 品 卸 業 連 合会(以 下 卸 連)も 併 行 して この 問 題

の審 議 を進 め て い た た め,実 施 に 向 けて の要 請 は急 速 に高 ま り,昭 和50年10

月卸 連 よ り日本 製 薬 工 業協 会(以 下 製 薬 協)宛 に,「 統一 商品 コ ー ドの 実 施

要 望書 」 が提 出 され た。

そ の 結 果,製 薬 協 流通 委 員 会 の下 部 組 織 と して,新 た に 「統 一 取 引 コ ー ド

小 委 員 会 」 が 組識 され,昭 和51年1月 よ り研 究 に着 手 す る こ と と な っ た。 以

降 商 品 コ ー ド共通 化 に 関す る一 連 の 検 討 は,同 小 委員 会 と卸 連 の合 同協 議 に

よ り進 め られ,メ ー カ ー ・ア ンケ ー ト調 査,日 本 医 師会 等 関 係 諸 団体 との 調

整 を経 て,昭 和53年4月 回小 委 員 会 に よ り 「統 一 取 引 コ ー ドに 関 す る答 申 書

・報 告書 」 が ま とめ られ,製 薬 協 機 関 決 定 の後 卸 連 宛 に通知 され,昭 和54年

4月 を 目標 に実施 の運 び と な った 。

ψ

② 医 薬 品流 通 と コ ー ド統一 の 必 要 性

コー ド体系 等 具 体 的 な 内容 の 前 に,共 通 化 を実 施 す るに 至 った 背 景 にっ い

て 若 干 触 れ て お き た い。

医 薬 品 の 流通 経 路 は図2-2.1に 見 る通 り,メ ーカ ー→ 一 次卸 → 医療 機 関
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メ ー カ ー 製 造 所2,038事 業 所

4%

輸1出

直

3

%

▽ ＼%
卸 約3.on〔}社 配 置 薬

靱!1%
・5＼

直
販

み
/0

病 院8,379院

診療機関 一般診療所73,917院

歯き斗診 療戸斤33,525¢ 芒

薬 局 ・ 薬 店

5τ419店

図2-2.1流 通 経路 と所 在 件数

(厚 生 省,IMS社,ク レジ ッ トコ ンサルタ ント社 の資料を参照)

・薬局 が大 半 を 占 め ,従 来 か ら大 き な変 化 は な い。 そ して,メ ー カ ー ・卸 間,

.卸 ・ユ ー ザ ー 間 に お いて 各 種 の取 引情 報 が 存 在 し(図2-2.2参 照),し か

もメ ーカ ー約2千,卸 約3千,診 療 機 関 約12万,薬 局 ・薬 店 約6万 とい う多

数 の取 引 先 を有 して い る。 通 常 医 薬 品 卸 が取 扱 う商品点 数 は,2万 ～3万 品

目に達 して お り,コ ン ピ ュー タ 化の 進 展 と共 に,コ ー ド管 理 の煩 雑 化 は避 け

られ な い状 況 に な りっ っ あ った。

ち なみ に昭 和49年 当時,医 薬 品 等 統 一 取 引 コ ー ド委 員 会 が実 施 した ア ンケ

ー ト結 果 に よ れば ,表2-2.1に 見 る通 り卸 売 業で はか な りの 共 通 性 は あ る

もの の,流 通 各段 階 にお い て さま ざ ま な コ ー ド体系 が 採 用 さ れ て い た こと が,

如 実 に示 され て い る。

そ して 以 上 の よ うな現 状 か ら派生 す る問 題 点 と して,

① 事 務処 理 合 理 化 の 妨 げ

② シス テ ム機 器 高度 利 用 の 妨 げ

③ 情 報 の 社会 化 の妨 げ
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メ

ー

カ

ー

⑨ 回

卸 売 業

答

⑧ 値 引 申 請

⑦ 売 上報告

⑥ 支 払

⑤ 在 庫 報 告

④ 仕切 ・請求

③ 返 品

② 仕 入

① 発 注

資金計画

資金繰実績

㊥

罐 撒

業務・管理・経理

営 業

受注 ・出荷

㊥
請 求書

売掛台

入金伝票

買掛台帳

入出庫集
計表

請求書

仕切香

◎
一一一一轡

発 注書

前替帳

受注メモ

日 報

資

物流管理

辮 「'`

売上伝票 一「

1

-
1

1

1

1

一　

・欠品 ・不足分

「基準在庫

出庫頭

高 揃い

ー

ー

l

l

～

ー

1

ー

」

④ 請 求

⑤ 回 収

① 受 注

② 出 荷

③ 返

図2-2.2

品

医薬品取 引情報(JMKシ ステム委員会)

医
療

機

関

・
薬

局

・
薬

店

表2-2.1 流 通各段 階にお ける商品 コー ド体系

会社名 メ ー カ ー 卸 売 業 診 療 機 関 薬 局 ・ 薬 店

NNNNNN NNNNNNNNN NNNN NNNNN

A 連 番C/D(6桁) メーカー 連 番 商品区分C/D 連 番(・4桁) 連 番(5桁)

(9桁}

NNNNN NNNNNNNNN NNNNNN NNNNNN

B 品 種 剤型 容量(5桁) メーカー 連 番C/D 処置行為 連番C/D 部門 メーカー 連番(6桁)

(9桁) (6桁)

NNNNNNNN NNNNNNN NNNNNNNN NNNNNNN

C 薬効 連番 剤型 メーカー 連 番C/D 薬効別 連番 メーカー 分類 薬効商品区分 連番 メーカー

(8桁) (7桁) (8桁) {7桁)

NNNNNNNN NNNNNNNNN NNNNNNNNNN

D 薬効 工場 品番 剤型 容]ヨ メーカー 品名 容量C/D 商品連番 薬効別 単位 メーカー

(8桁) (9桁) NN

用途(正2桁)

NNNNNNNN NNNNN

E 連 番 包装規格 連 番(5桁)

(8桁)

(ア ン ケー ト調査 よ り)

④ コ ン ピ ュー タ共 同 利 用 の 妨 げ

な どが 指 摘 され,コ ー ド統 一 の 必 要 性 が い っそ う重 要 性 を 増 す に至 った。

特 に,卸 段 階 の 事 務 処 理 に 占 め る ウエ イ トが 高 い 受発 注 ・仕 入業 務 に お い
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統 一 前EDP処 理 (例)

荷 受 検 収

納品案内書

メーカー別

仕入日計累計表

殊仕入伝票
送,檀 弓

メーカー別肚入
台帳

kそ の仇_1
、_'

統 一 後EDP処 理 計 画 (例)

注而
↓

受注書 コード 荷受一次検収

順

耐

火

倉

庫

仕入本伝

書
品
内
納
案

メーカー別
仕入日計累計表

図2-2.3取 引 伝 票,流 通 コ ー ドの 統 一 とEDPS

統 一 化 前 後 のEDP処 理 比 較

(1)発 注

(前)

o発 注 書(EDP-OUTPUT又 は 手作業作成)

を 見て品名,数 量 を発注。

発注書 と納 品案 内書の アイテムの順序はな

い。

(後)

o発 注 書 は統一伝票様式,統 一 コー ドを使用。

発 注書を作成 の時 コー ド(小 →大)順 とル

(2)

一ル化
。納 品案 内書 は発注書を フィードバッ

クした形式 となる。インプソト処理等が正確 で

省力化で きる 。

(前)

O

(後)

O

プ ッ ト

チェックリス トー↓
チェック

、

コーテ ィング
→ インプット→ EDP処 理

※ コーデ ィング部門が いる。

仕入 データ処理が タイム リーでない。

だ つ

タイプEDP処 理 在庫

ディスプレ 更新

※ コーデ ィング部門 が必要 ない。

イ ンプ ッ トは,一 種 のメ ンテナ ンス

作業 とな る。

o－ 例,荷 受一次検収の後にTYPを 置 いて

ダイ レク トイ ンプ ット在 庫更新 と値 入を し

て仕 入本伝(仕 入伝票EDP用 参 照)発 伝,

この伝票 に取扱い,保 管 等の コー ド,棚 コ

ー ドを示 して アウ トプ ッ トす れば
,商 品管

理 に も摘要で きる。
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て は,図2-2.3の 通 り共 通 コー ドに よ る メ リ ッ トの大 き い こ とが 窺 え る。

そ こで,メ ー カ ー ・卸 ・ユ ーザ ー が共 通 して 利 用可 能 な 商 品 コ ー ドの 必 要 性

につ い て,流 通 各 段 階別 に 整 理 す る と次の 通 りで あ る。

〔卸 サ イ ドの必 要 性 〕

④ 仕 入伝 票 コ ー デ ィ ング不 要 に伴 う省 力化 と正確 性 向 上 に 対す る期 待

◎ 受 発 注 業務 に 関す る コ ー ド利 用 の可 能 性 とこれ に 伴 う事 務 の簡 素 化,

精 度 向 上

◎ 得 意 先 専 用 コ ー ドの 減 少 によ る重 複事 務 の回 避(注12)

θ コ ン ピュ ー タ導 入 の容 易 化 と共 同利 用 コ ス トの 低 減

◎ マ ス ター管 理,メ ンテ ナ ンス業 務 の 簡 略 化

〔メー カ ー サ イ ドの必 要 性 〕

⑦ 卸 提 供 販 売 情 報 の コー デ ィ ング減 少,コ ー ド変 換 不 要 に よ る省 力 化,

効 率 化(注13)

◎ 卸 か らの コー ド受 注 の 可能 性 と処 理 の 簡 素化

◎ 多 数 卸 よ りの 情報 の統 一 化 とデ ー タ収 集 の容 易 化

θ コ ン ピュー タ導 入 の 容 易 化 と効 率 的 な利 用

㊥ マ ス ター管 理,メ ンテ ナ ンス業 務 の簡 略 化 ・

〔ユ ーザ ー ・小 売 サ イ ドの 必要 性 〕

◎ コ ー ド発 注 に よ る誤 配 送 の 防止

◎ 仕 入伝 票 コ ーデ ィ ング の減 少 に よ る省 力化

θ コ ン ピ ァ一 夕,端 末 機 器 の効 率 的導 入 と共 同 利用 の 容 易 化

(3)医 薬 品 統 一 商 品 コ ー ドの考 え 方

コー ド共 通 化 にあ た って は,業 界 全 体 の ニ ーズ に応 え る と同 時 に,共 通 コ

(注12)病 院 では通 常独 自の専 用伝票を使用 してお り,コ ンピュータ化が 進ん だ場 合,そ れ

ぞれ専用の商品 コー ド記入の要請が強ま ることを懸念 してい た。
'

(注13)大 半 の医薬 品メーカーは,卸 か らユ ーザーへの販売情報 を売上伝票 または コン ビュ

タ媒体で入手 してお り,自 社 コー ドの記入,変 換 に多 くの手数を要 して いる。
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一 ドに対 す る基 本 的 な理 解 が 欠 か せ な い。 そ こで ,医 薬 品 業 界 の場 合,次 の

よ うな 考 え 方 の 整 理 を行 った。

① コ ー ド統一 化 に伴 う冗 長 性 の容 認

統一 コ ー ドは,個 別 企 業 が 必 要 とす るア イ テ ム数 よ り も コー ド化 の範 囲

が 拡 大 し,常 に業 界 と して の最 大 公約 数 的 な体 系 を採 らざ るを 得 な い。

② 統一 コ ー ドに お け る意 味 づ けの 排 除

コ ー ドの 冗長 化 を緩 和 す るた め の 方法 と して,各 桁 ご との 意 味 づ け を極

力排 し,分 類 よ り も識 別 に重 点 を 置 い た 表示 コ ー ド(外 部 コー ド)と して

機 能 させ る。

③ コ ー ドの 継 続 性 と発 展 性

統 一 コ ー ドが 実 施 さ れ,一 旦 各 企 業 が 利用 を 開 始 した 場 合,後 日 この コ

ー ドを変 更 す る こ とは ,非 常 な困 難 と混 乱 を伴 う た め,将 来 の 環境 変 化 も

十 分 に配 慮 す る。

④ 業 界 内 お よ び他 業 界 と の 関連

今 日,企 業 分野 は ます ます 多様 化 の傾 向 に あ り,一 企 業 で 数 業 種 に跨 が

る事 業 活 動 を 行 って い る例 も多 い ため,業 界 内 の 整合 性 と併 せ 業 界 を超 え

て の相 互運 用性 も必要 条 件 の一 つ と な る。

⑤ 統 一 コー ドの 運 用管 理

各 個別 企 業 にお け る コ ー ド管 理 に も増 して,統 一 コー ドの場 合 そ の新 設

・改廃 に あた って は ,流 通 各 段 階へ の速 や か な徹 底 が欠 か せ な い た め,こ

れ らが 容 易 に 実 施 で き る体 制 とす る。

⑥ 統一 コー ドの メ リッ トの 配 分

統一 コー ド実 施 の メ リ ッ トは,流 通 各段 階,個 別企 業 に お い て,必 ず し

も同一 に享 受 で き る とは限 らな いた め,統 一 コ ー ドの相 互 利 用 等 関 係者 間

に お い て十 分 調 整 す る。

以 上,各 種 の 条 件 を考 慮 し,か っ 関係 団 体 との 調 整 を経 て,最 終 的 に次 の

統 一 商品 コ ー ド体 系 が決 定 した。 コー ド構 成 につ い て概 説 す ると 次の 通 りで
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あ る。

煕
NNNNN－ 回

包 装 別 連 番C/D

図2-2.4商 品 コ ー ド体 系

〔メ ーカ ー コ ー ド 〕

◎ 各 販 売 元 メ ー カ ー につ き3桁 の 数字 コ ー ドを設 定 す る。(注14)

◎ メ ー カ ー コー ドの900番 台 は,卸 の み が 使 用す る任 意 コ ー ドと し,統

一 コ ー ドの対 象 と しな い。

◎ メ ー カ ー コー ドの上1桁 が8番 台 の 場 合 は,メ ーカ ー コ ー ド5桁,包

装 別 連 番3桁 で運 用 す る。(注15)

θ 製 造 元,提 携先 等 の 区 分 は 行 わず,必 要 な企 業は 内 部 コ ー ドと して 保

有 す る。

㊥ メ ー カ ー コー ドの付 番 は,卸 連 が実 施 し管 理す る。

〔包 装 別 連 番 〕

⑦ 各 メ ーカ ー ご とに5桁 の数 字 コ ー ドを設 定す る。

㊥ 付 番 の方 法 は各 メ ーカ ー任 意 と し,意 味 づ けは行 わ な い。

◎ 同一 製 造 元 の 商品 を2社 以 上 で 販 売 して い る場 合 は,各 販 売 元 に て 別

コ ー ドを付 す。(注16)

〔C/D… … チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ ト)

。 モ ジ ュ ラ ス ー10方 式 と し,各 メ ー カ ー が付 番す る。(メ ー カ ー コ ー ド

を含 め 計 算)計 算方 式 は 「JAN」 と同様 につ き省 略。
4

(注14)

(注15)

(注16)

医薬品 の場合,製 造のみを行い販売を委託 しているケースも多い。

業界統一 コー ドの基本的性格に関連す るため,次 項2.2.2に て詳述。

医薬品については外装上に製造元 販売元が義務づけられている。
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2.2.2商 品 コ ー ド共 通 化 時 に発 生 した 問 題 と解 決 策

(1)各 種 医 薬 品 コ ー ドとの調 整

医 薬品 の場 合,先 の統一 商 品 コ ー ドを 検 討 す る以 前か ら,多 くの医薬品 コー

ドが存 在 して お り,そ れ らとの 調 整 を ど の よ うに行 い,統 一 取 引 コ ー ドと し

て の 明確 化 を 図 るか が重 要 な課 題 で あ った。 これ ら,各 種 医 薬品 コー ドを一

覧 表 で 示 す と表2-2.2の 通 りで あ る。

それ ぞ れ の コ ー ドはそれ ぞ れ の 目的 を持 って作 られ て お り,ま た,標 準 化

は 画一 化,単 一 化 を意 味 す る もの で は な い 。 しか し,業 界 と して の統一 コ ー

ドと は何 か を考 え る時,基 本 的 に は次 の パ タ ー ンに集 約 さ れ た。

① 基本 コー ド

医薬 品 のす べ て を網 羅 す る もの 。

② 流 通 コー ド

卸 を通 じ販 売 して い る医 薬 品 メ ーカ ー の取 扱 品 目を 対 象 とす る もの で,

医 薬 品 以外 の 関 連 商 品 も含 む。

これ らの 議 論 は 主 に昭 和49年 の第 一 次 検 討 の 段 階で 多 くの時 間 を要 した処 で

あ る。 結 果 的 に は,表2-2.3の 対 比 表 に よ り両 者 の相 違 点 を 明確 に し,か

つ,図2-2.5に 見 る通 り相 互 の 関 連 づ け を行 う ことで,目 的 の異 な る 両 コ

ー ドの 必 要 性 に つ いて 理 解 が 得 られ た。

した が って,流 通 コー ドと しての 統 一 商 品 コー ドの場 合,実 際 に卸 サ イ ド

で 取 引 の あ る メー カ ー は200社 台 に 限 定 され るた め,メ ーカ ー コ ー ドは3桁

で 特 に支 障 は生 じな い と判 断 さ れ た 。

'

② 統 一 商品 コ ー ドの 対象 範 囲 と設 定 基 準

次 に 問題 とな った点 は,前 項 で 流 通 目 的 に限 定 で きた もの の,ど こま で の

範 囲 を コー ド化す べ きかで あ った。 対 象 メ ー カ ー は先 の製 薬 協 の ほか に,医 薬

工 業協 議 会(医 薬協)・ 全 国 家 庭 薬協 議 会(全 家協)加 盟 会 社 は事 前 に付 養

し,そ の 他 の メー カ ー は必 要 時 に お いて 遂 次 追 加 設定 を行 う ことで 解 決 した。
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表2-2.2 既 存 医 薬 品 コ ー ド 一 覧 表
(昭 和51年3月 現在)

コ ー コ ー ドの コ ー ドの 利 用 医薬品 コ ー ド コ ー ドの コ ー ド 体 系 コ　 ドの構成及び

コード作成の目的 ドの 医薬品の範囲 の コ ー ド の 例 コー ドの特徴コ ー ドの 名 称

目的 利用場所 適 用 範 囲 品目数 作成時 作 成 者 形 態 使用文字 桁 情 報項 目 ・内 容

薬 剤 承 認 行政(薬 剤の承 識 厚生省薬務局 厚 生 省 薬 剤 の 承 認 約 厚 生 省 合 成 コ ー ド 英 字 44AMOOO118 付 随 コー ドとして承認日 薬剤承認時 に コー ド
コ ー ド

(行 政 コー ド)

認) で取扱 う医薬
品

(国 レベル) 事 務 と行 政 40,000 薬 務 局

ぽ1ニコ
数 字

10

一 一 〕L___」

年号 医薬用輸入 年毎の承
一般用国産 認番号

付、法的規借k用 途、剤

質、用法、薬効、容量、
剤型、 メーカー等がある。

を付ける。

別
の区分(順 番)

日本薬 局 方 識 日本薬局方品 約 順 番 コ ー ド 数 字 10012001 局方薬品 を第1部 、

コ ー ド (国 レベル) 1,050
4 ア クリノール 亜 鉛 華

第2部 に分け、その

中で50音 順に コー

別 (順 番)イ クタモール軟膏 ドがついている。

医 薬 品流通 医薬品の流通 識 製薬主要 メー ・医薬品の製 医薬品の流通 S 流 通 システ ム 合 成 コ ー ド 数 字 056197432 将キ 般名、薬効、規制 、メーカーを主体にお

コ ー ド

(麟 竺て)
別

カーの取扱 う

医薬品

造 メ ー カ ー
・商 社

(国 レ～ レ)

及び取 引 50.3

麟)

開発センター

運1〕
9

一 し____」 」」

メ ー カ ー 医 薬 品 番C/D

コ ー ド 号

(連 番)

有効期限、保管条件、 メ
ーカー
、許可番号、薬価 、

剤型等の コー ド化を検討
予定

き一連番号はメー カ
ーが各 々でつける

。

JAPIC 医薬品各種情報 識 現在流通して ・医薬品の情 約 S 日本医薬情報 順 番 コ ー ド 数 字 アイセ ラジン散10% 現 在 、 府 県 コ ー ド、 薬 効 、 医療用薬品、一般大
コ ー ド 項 目の 転換キ ー いる医薬品全 (国 レベル) 報管理 37,000 49. セ ン タ ー OOO32 メ ー カ ー 、 法 的 規 制 、 商 衆薬等、流通してい

般(人 用) ・他 コ ー ド と (JAPIC) 5 (50音 順 に連番) 品 名等があ る。 る医薬品を網羅して
の転換 将来、一般名、英名、そ いる

別 の他を入れる予定 (漢字使用)

日本薬剤師会 識 薬価基準収載 ・日本薬剤師 S 日本薬剤師会 合 成 コ ー ド 数 字 ウィル ソン軟 膏 50音 区 分 50音 区 分、次に一

薬 価 基 準
コ ー ド

医薬品 会
・各医療機関

・薬 局

50.1

{霞1:1] 7

04004-Ol
－L__」 一

50音 医薬品 統一名のなか

内用薬、外用薬、注射薬
の区分、薬効、薬価、規

格、 単位、メーカー等が

連番号、最終で内用、

注射、外用に区分さ
れている

(国 レ⇒ レ) 区 分 統一名 での個番号 あ る。 (漢 字使用)
別 (順 番)(順 番)

関東逓信病院 識 院内使用医薬 関東逓信病院 在 庫 管 理 約 関東逓信病院 合 成 コ ー ド 数 字 ヘ モ リ ンガ ル 品名、規格、薬孤 種別、 内用、注射、外用で
コ ー ド 品 及び関連する '人ン、 山761逸 品 薬 効 、 剤 型 、 メ ー カ ー 、 区分、次に一連番号

別

医薬品販売業
者
(医療機関内)

2,000

ぽ壬:コ
6 分類 予備C/D
鴎=(順 番)

薬価 、包装数量、単位等
がある。

IMS 会員会社への医 識 医薬 品 全般 社内及び会員 約 S IMS 順 番 コ ー ド 数 字 ロ イ コ マ イ シ ン 薬 効 、 メ ー カ ー名 、 製 品

JAPAN 薬品流通その他 (人 用) 会社 40,000 45. JAPAN 119393 番 号 、 剤 型 、 ス リー レ タ

コ ー ド の情報の提供
別

(数 企 業)
6
(ア ル フ ァベ ット順に連番) 一 コ ー ド等 が あ る

。

Dコ ン ビ ュ ー 医療機関での診 識 薬価基準収載 セ ン タ ー利 用 医療機関での 合 成 コ ー ド 数 字 フ ス ジ ー ル シ.ロ ッ プ 医薬品名、規格、単位、 診療行為が コー ド化

タ セ ン タ ー コ
ー ド

療報酬請求事務

別

医薬品 医療機関
(数医療機関)

請求事務
D社

コ ン ビ 昌 一 タ

セ ン タ ー 〔霞鶉
6 己 己当
診療 医薬品番号
区分(50音 順に連番)

薬価 されてお り、その一

部 に医薬品一連 番号

を使用、INPUT

用

錠 剤 錠剤、 カプセル 識 大 手 メ ー カ ー ・医療機関 錠剤、 カプセ 不明
`

S 日本製 薬 団 合 成 コ ー ド 英 字
ユペ ラ錠

英字及 びマーク等 で

カ プ セ ル 剤

識 別 コ ー ド

剤の鑑別 医薬品

(錠 剤カプセル)

・薬 局

・メ ー カ ー

(国Wレ),

ル剤の識別 一部の

錠剤
カプセ

ル

50.5 体連合会

隠]
数 字

記 号
不定
邑 五 苦

翻 ＼製鱗 号)

会社名を表示 し、一
部の錠剤に直接つけ

られている。

別 区 分 会社 コー ド

統 一 医 薬 品 ・各種医薬品 コ 識 医療用医薬品 ・各医療機関 ・診療報酬請 S MEDIS一 合 成 コ ー ド 数 字 アイロタイシン錠100㎎ 今後医薬品基本情報項 目 医薬品を内用、 外用 、
コ ー ド 一 ド転 換の際 の

キ ー ・コ ー ド
・基 本情報 ファイ

ル検 索 の キ ー

・ コ ー ド

(薬 価基準) ・医療関係諸

団体
・各企業

(国 レ⇒レ)

求事務
・情報検索
・情報交換他

51.3
DC

医薬 品 コー ド

研究班

(賭 医師)

〔霞鶉 6

1010166
LＬL_」LJ－

薬 品50音 医 薬品番号C/D

区 分 区 分(連 番)

として各種医薬品情報を
収集

注射に区分、以下 を

50音 内で一連番号、
50音 は 数字 診療

を中心に考 えてある。

・各種EDPの 使用 別
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録
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＼
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流通 コー ド

(A十C)

ノ

/

一
…周壁・登録一

・コ ー ト.;舜〕素

・情 報 サ ー ビ ス

流 通 コ ー ド統 一・メ ー カ ー

～

[そ の也,一 　

!

＼

◎ 〉
基 本コー ド

(A十13)

登録/'『 、
ひ 三ぎ鎧承認(厚生省)}'

・コ ー ド通 達

・情 報 サ ー ビ ス

,

㊦

/
/

メ ー カ ー

へ

卸売契
/闇
＼ 闇

コ ー ドユ ー ザ ー

図2-2.5基 本 コ ー ド と流 通 コ ー ドの 関 連 性
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表2-2.3基 本 コ ー.ド ・流 通 コ ー ド対 比 表

項 目 基 本 コ ー ド 流 通 コ ー ド

1.コ ー ド化 の レ ベ ル
製造承認別(包 装 は含 ま

ず)
包装単位

2.対 象 範 囲 全 メ ー カ ー の全 医薬 品
主 要 メ ーカ ーの 全取 扱 品

目

3.コ ー ド体 系
全医薬品一連番号

(5桁)

メ ー カ ー別 一 連 番号

(9桁)

4.メ ー カ ー の 取 扱 い 製 造元 ペ ー ス 販 売 元 ペ ー ス

5.コ ー ド設 定 時 期 製造承認時 新製品発売時

6.コ ー ド管 理
公 的機 関 で 決 定 し,コ ー

ドセ ン ター に登録

各 メ ー カ ー で 決 定 し,コ
ー ドセ ン タ ー に 登 録

7.利 用 方 法
医薬品 に関す る諸情報の

提供

取 引及 び物的流通の効率

化

医療器材・

試薬・化粧

品・雑貨・

工業・農業
用等

白衣 ・鋏

フイルム等

(医 薬 品 メ ー カー) (国 内 ・医薬品卸) (国 内病医院 ・薬局)

`Il1=IlIIIIII

lI‥ll口m口1 llIlllIII|111'll 1 lIl]111111111

…主 医 薬 品 主 鞘肝一蹴
一一 ■#粧 ・一噸]●

1!HH門1`日 日 1111111111111111

多i錫 辮
ll吊lllllllll

撒 珍　 　

斉 合 性 ・要 斉 合 性 ・要::輸 出用 医 薬 品:'
.く医栗イーた 向聾:1'

　

●

(他 業 界 メ ー カ ー)(他 業 界 ・海 外 等)

非医 薬 品
lii統一室 外iii

他業 界
ルー ト

凡例(≒鰍 ⑭ 描 膠 竃 重圏 編請 口 萎轟謹)

図2-2.6医 薬 品 業 界 関連 商 品 の うち 医薬 品統 一 商 品 コー ドの 対象 範 囲
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一 方
,商 品 連 番 に っ い て は,具 体 的設 定 基 準 を 図2-2.6の 通 り とす る こ

とで 卸 サ イ ドとの 合 意 に達 した。

な お,コ ー ド設 定 にお け る細 分 レベ ル に お い て も明 確 な基準 が 必要 と な り ,

次 の通 り と した。

① 個 別 包 装 形 態1コ ー ド

商品 流 通 各 過 程 にお い て 識別 可 能 な最 小 単 位 とす る。(同 一 品 名 ・規 格

・容 量 で も ヒー トとバ ラは別 コ ー ドとす る等)

② 特 殊 商 品 等 の 個 別協 議

メ ー カ ー ・卸 間 の相 互 の情 報 交 換 を 合 理 的 に行 うた め ,極 力 統 一 コー ド

に準 拠 す る こ とが望 ま しいが,特 注 品 ・バ ル ク売 り ・セ ッ ト商 品 等 の 取 扱

いは,当 該 メ ー カ ー と取 引 卸 との個 別 協 議 に委 ね る。

㈲ コ ー ド桁 数 の 調 整

最終 的 に コ ー ド体 系 を 詰 め るに あた り,各 メ ー カ ーに対 しア ンケ ー トを行

い,現 在 使 用 中 の コ ー ド桁 数 を調 査 した と こ ろ ,表2-2.4の 結 果 が得 られ

た。

表2i2.4各 社 で現 在 使 用 して い る コー ド体 系

`

商 品 コ ー ド 卸 店 コ ー ド 病医院 コー ド 薬 局 コ ー ド

謙C/D無 C/D有 合計 C/D無 C/D有 合 計 C/D無 c/D有 合 計 C/D無 C/b有 合 計
3桁 1 3 4 2 1 3 一 一 一 一 一 二

4

5

5

12

2

7

7

19

7

10

2

2

9

12

一

4

一

3

一

7

一

5

一

1

一

6

仁
V

7

8

4

4

一

12

4

7

4

4

1

11

5

6

6

3

2

9

8

3

5

3

1

69

6

8 5 一 5 4 一 4 6 1 ? 9 1 10

9 2 一 2 4 1 5 6 } 6 3 一 3

10 2 一 2 2 一 2 2 1 3 3 1 4

11 1 一 1 1 一 ▲ 1 一 1 一 一 一

12 一 一 一 1 一 1 } 一 一 一 一 一

13 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

14 2 1 3 一 一 一 一 一 一 一 一 一

15 一 一 一 1 一 1 一 一 一 一 一 一

22 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1 1 2

合 計 42 17 59 43 11 54 31 10 41 28 7 35
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先 に述 べ た通 り,包 装 連 番 に っ い て意 味 づ け を排 して も,1社 最 多取 扱 い

品 目数 は1万 品 目を 超 え るた め,5桁 連 番 を採 用す る こ・とと な り,結 果 的 に

JANと も一 致 を み た。 しか し,ア ン ケー ト結 果 との関連 で は,調 査59社 中

5桁 コー ドはわ ず か に19社 で あ る。 チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを 含 め る と,大 部

分 の メ ー カ ーが 何 らか の シス テ ム変 更 を余儀 な くされ,大 手 メ ー カ ーで は 特

に統 一 コー ドへ の 移 行 に 多 くの 工 数 を要 した ケー ス も少 な くな い 。

(4)統 一 コー ドの運 用 に対 す る配 慮

統一 コ ー ドが制 定 さ れ て も次 の各 項 が 満 た され ない 限 り,十 分 に効 果 を 発

揮 す る こ とは難 か しい。 これ らへ の 対 応 を併 記 す る と次 の 通 りで あ る。

① 業 界 各 団 体 へ の 実 施要 請

検 討 は製 薬 協 が 中 心 と な って 行 ったが,決 定 内容 は卸 連 か ら メ ーカ ー他

団体 に も通 知,実 施 協 力 を要 請 し承 諾 され た。

② 初期 設 定分 の卸 宛 連 絡

統一 コ ー ドの 実 施 に あ た 「て は,各 メー カ ーの 実 施 ス ケ ジュ ール を 公 表

す る と共 に,初 回 分 に つ い て の コ ー ドブ ックお よ び磁 気 テ ー プ に よ る卸 コ

ー ドと の対 応 マ ス ター の 提供 を 義 務 づ けた。

な お,様 式 もすべ て 業 界 統 一 と した 。(図2-2.7参 照)

③ コー ド新 規 登 録 ・改 廃 連 絡

包装 連番 の 管理 は各 メ ー カ ー に委 ね られて い るが,業 界 統 一 コ ー ドで あ

る限 り,新 設廃 止 に際 して は各 取 引 先 に徹 底 の必 要 があ る。 この た め新 発

売 時 の 案 内 状 に 統一 の形 式 で 明 記 す る こ と と した。 また,コ ー ド廃 止 につ

い て も同 様 連絡 し,当 該 コー ドは最 低5年 間,別 商 品 へ の 再 使 用 を 禁止 し

て い る。

以上 に見 る通 り統一 商 品 コ ー ドの管 理 は,各 企 業 が 必要 に 応 じ実 施 して い

るた め,対 象 全 品 目を一 括 した コー ド台 帳 は存 在 して い ない 。 特 に必 要 とす

(注17)メ ー カー各社 は御独 自コー ドとの変換 マスターによ り作成
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⑦ 印刷 冊 子

サ イ ズJIS-A4

印刷 色(枠)黒(又 は青 系統)(文 字,数 字)黒

〈 例 〉

.

叉

商 品 名 剤 型 ・規 格 ・容量 統 一 コ ー ド

一バー・ 一〉ヘ ノ( (　
◎ コ ン ピ ュー タ に よ る リス ト

標 準 ス トック フ ォー ム用紙(9イ ンチ)を 使 用 す る。

〈例 〉

メ ー カ ー 名

一

×××××××

××××××

××××××
＼.,

商品名 カナ

トウイツショウヒン

× × × × ×

××××××
一

剤型 ・規格 ・容量

日●月●年

　
トスリドーコ

9}99999一90∨.
9

讐

頁
ぺ
P× ×

一
余 白

◎ メ ー カ ー,卸 と も コ ン ピ ュ ー タ 使 用 の 場 合 の 特 例 。

〈 例 〉

(Rec=80cha・BLOCK=10Rcc)

!'ll
i:

1'Il'「'・

'1

'"11''"■'."1・11,' '1"|''"1'1"

年 月'日 統 一 商 品 コー ド 卸 独 自 の 設 定 コ ー ド 商 品 名 カ ナ
(和 雇) (メーカー)1(一 連 兎)% (左 詰 め.残 りプ ラ ンク) (左 詰 め.残 りプ ラ ンク)
〔6桁 〕 〔3桁薯 〔5桁 〕 ◎ 〔20桁 〕 〔40桁 〕

_」 …1 ..II: 、...1....1`...1、1.. .、.,1...、1,、 、.

・`"・,・.・5・ ・,・.・ ・1・n`.1,1.'`1`"1・1●r■ 別,:・ ・2435・`9.演3,,● 力,,33回 路 ●3$・ ・,●.■41◆,■.".54.474・`,鵬 ●

".'↓'・1'`.'1'`

..・.▼1.・ 「'

、1、.、...、 層 、1...1...、,...`

.7■ ●

余 白

〔5桁 〕
`.晶`

"`'1111'1"1「|''"

,、,」lI`.、 ↑.1.直1、.、,

SIStSS"覧B・S「`・`・ ・.t●IS,●las■.■T"6,'●tl7',・f4n■.r77.T-・ ● ●'・:Sl飼 ●."・,● ● ●'"eltt・ ・N・.・ ・,,,・ ●● ●●

図2-2.7コ ー ドブ ッ ク 標 準 形 式
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る場 合 は,各 メー カ ー が対 象 分 を提 出す る こと で 対応 し,現 時点 まで 特 に支

障 は生 じてい な い 。

⑤ 業界 統 一 商品 コー ドと共通 商 品 コー ド(JAN)の 整 合性 確保

医 薬 品 業界 の 検 討 と併 行 し,(財)流 通 シ ス テ ム開 発 セ ンタ ー にお いて共 通

商 品 コ ー ドの研 究 が 進展 し,昭 和53年4月 に はバ ー コ ー ドシ ンボ ルのJIS

規 格 が 制 定 され た。

そ こで,将 来 予 想 され る ソ ース,マーキ ン グの際,メ ー カ ー コー ドや チ ェ ッ

ク ・ディ ジ ッ トが変 る こ と は,統 一 コ ー ドの2本 立 管 理 を招 く こ とか ら,こ

れ を回 避 す るた め 同 開 発 セ ンタ ー と折 衝 を重 ね,昭 和55年10月 に通 産 当局,

卸 連 を含 む4者 協 議 に よ りC/Dに 変 更 を生 じな い 特別 付 加 コ ー ド方 式 に よ

る結着 を 見た 。 この 関 連 を 図示 す る と 次 の通 りで あ る。

ブラ ック 商品 メー カー コー ド 商 品アイテム コー ドC/D

卿 商・・一・・三
_回 学恥 い戦w・1・'・14叩

・・一商・・一…ii匝]11山 示 ・1[ヨ

_綱 具 慧L回 ・… ≡1酷 い[e]
(端 正医薬品 界共通1}{ii

嬬 薯業B鋤ii
,1;
t

　

・・C共通 ・・C・樋 ・・・・… 通 ㌧品

図2-2.8POSバ ー コ ー ドとの 整 合 性

そ の 後 昭 和57年 に は,一 部 コ ン ビニ エ ンス ス トアがPOSシ ス テ ム を導 入

の た め,医 薬 品 メ ー カ ー で も特 定 の関 連 商品 に ソ ー ス マ ーキ ン グの必 要 が 生

じた。 この た め,医 薬 品 業 界 独 自の 方 式 と して,卸 連 経 由の 流 通 コー ドセ ン

タ ー宛 商 品 メ ーカ ー コ ー ド登 録 手 続 が制 定 され,ソ ー スマ ーキ ングが 開始 さ

れ た。

さ らに,3年 後 の 昭 和60年 には,大 手 ス ーパ ーや 薬 局 チ ェー ンか ら一 般 用
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医薬 品へ の ソー ス マ ーキ ング の要 請 が 高 ま り,今 日ま で に大 半 の 医 薬 品 メ ー

カ ー が,当 該 手 続 に よ りPOSシ ス テ ム 用 バ ー コ ー ド表 示 へ の対 応 を完 了 し

つ つ あ る。

2.2.3商 品 コ ー ド共 通 化 後 の 情 報 化 の 発 展

(1)統 一 伝 票 へ の コ ー ド記 載 とそ の メ リ ッ ト

医 薬 品 業 界 で は,昭 和46年6月 に メ ー カ ー ・卸 間 の統 一 伝 票 が 制 定 され,

実施 に移 され て きたが,品 名 コー ドは空 欄 と して,卸 が 自社 コー ドを記 入 す

る こ と と して い た。

そ こで,統 一 商品 コー ド制定 と共 に,同 コ ー ドの記 載 を決 定 し,図2-2.9

の通 り統 一 伝 票様 式 の一 部 変 更 を 行 い,記 載方 法 を 通知 した。

こ の結 果,基 本 的 に は 卸 サ イ ドの コー デ ィ ン グは 不要 とな っ たが,'統 一 商

品 コ ー ドが全 メ ー カ ー 同時 に記 載 され る こ とに は な らず,卸 自社 コ 一合ド入 力

と の併 用等,入 庫 処 理 シ ス テ ムの 変 更 にあ る程 度 の 日時 を要 さ ざ る を得 な か

っ た。 しか し,昨 今 に至 り コ ン ピュー タ活 用 の 進 んで い る卸 にお いて は,当

初 の メ リ ッ トが フル に発 揮 され,効 率 的 な運 用 が 図 られ て い る。

しか し,多 業 種 代 入 先 分 にっ い て は,全 面 的 な統 一 伝 票 ・統 一 コ ー ドの採

用 は難 か し く,将 来 と も2本 立処 理 は 避 け られ な い もの と思 わ れ る。

② 価 格 連 絡 等 へ の 対 応

薬 価 改 正 時 の メーカ ー か ら卸 に対 す る価 格 改 訂通 知 につ い て は,以 前 か ら

標 準 フ ォ ー ム に よ り行 わ れ て い た が,昭 和53年12月 に は統 一 商 品 コ ー ド記 載

の 新 フ ォー ムが,製 薬協 よ り会 員 会社 宛 に通 知 され た(図2-2.10参 照)

この 結 果,卸 で は 自社 価 格 マ ス タ ー更新 の た め の コー ド記 入 を不 要 とす る

体 制 が 可 能 と な った。

さ らに,昭 和56年4月 に は コ ン ピュー タ媒 体 に よ る価 格 マス タ ーの 提供 も

決 定 し,昨 今 毎 年 実 施 され る薬価 改訂 の際 は,コ ン ピュ ー タを導 入 済 の大 半
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統 一 伝 票 へ の 統一 コ ー ドの記 載例(仕 切書)
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× ×× ×× ×



(A4版)

OO袈 薬 株式会社 〔×xx〕
実施 年 月 日

品 名 包 装
絞 一 商 品
コ ー ド

単位当り
薬価鋤 ノ

(例)

レセルOO錠

01旬100T

1000T

XX× ×X

×××××

x

X

一

1●o 100

L800

180

L660

/

＼

029ワ100T'

1000τ

XX× ×X

XX× ×X

X

×

460 450

4260

420

ag80
r「

、

図2-2.10改 正 標 準 フ ォ ー ム

の卸 か ら媒 体 提 供 の依 頼 を受 け て い る。 薬 価 改正 時 は メー カ ー ・卸 と も価 格

変 更 に伴 う各 種 事 務 処 理 が錯 綜 す る時 で あ り,統 一 商品 コー ドの 存 在 がな け

れ ば,磁 気 テ ー プや フロ ッピ ーデ ィス クで の交 換 は,メ ー カ ー ・卸 と も多 く

の 手 数 を 要 した と言 わ ざ る を得 な い。

業 界 全体 が 緊急 な対 応 を必 要 とす る この よ うな 時 に,的 確 な 事 務 処 理 を 可

能 と した と い う点 で も,統 一 商 品 コ ー ドの 果 た して い る役割 り は大 い に評 価

さ れ よ う。

㈲ 統 一磁 気 テ ー プ・フォーマ ッ トの制 定

メ ーカ ー が卸 か ら提 供 を受 け て い る販売 デ ー タの磁 気 テ ープ ・フ ォーマ ッ

トにっ い て は,従 来 よ り多 くの メ ーカ ーか ら統 一 化 を要 望 され て い た。 この

た め,製 薬 協 ・卸 連 の合 同協 議 にお い て も再 三 議 題 に上 っ た が,商 品 コー ド

統一 化 後 とい う こ とで,見 送 られ て い た。

そ の後,メ ー カ ー各 社 か ら卸販 売 デー タへ の統 一 商 品 コ ー ド記載 に っ いて
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強 い要 望 が寄 せ られ た た め,昭 和54年4月 よ り標準 化 の た め の 具体 的 な 検 討

に入 り,卸 連 と数 次 の 協 議 を経 て 記 載 項 目等 の 合 意 に達 し,メ ーカ ー ア ン ケ

ー トの結果 一 部 修 正 を行 い ,昭 和55年8月 に正 式決 定 に 至 った 。

この よ うな情 報 交 換 に伴 うコ ン ピ ュー タ媒 体 の フ ォー マ ッ ト統一 は,提 供

・受 入れ に伴 う内容 確 認 の容 易 化,コ ン ピュ ー タ処 理 の効 率 化 を図 れ るこ と

か ら,双 方 に と って メ リッ トは大 きい。 加 えて,今 回 の 場 合 は 卸 サイ ドによ

る統 一 商 品 コー ドの記 載 を 原則 と して い る ことに,メ ー カ ーサ イ ドと して は

と りわ け大 き な意 義 を有 す る もの と な った。

す なわ ち,各 メ ー カ ー と も相 当の コス ト負担 の もと に 実施 した統 一 商 品 コ

ー ドで は あ っ たが ,コ ー ドブ ックの 作 成 ・販 売伝 票へ の 記載 ・新 発売 時 の 連

絡 等 々 義務 的要 素 が 多 く,メ ー カ ー 自身 の メ リ ッ トを 見い 出す こ とは極 めて

難 か しい 状 況で あ っ た。 この点 統 一 フォ ーマ ッ トの採 用 は,直 接 メ リッ トを

享 受 し得 るア プ リケ ー シ ョンの 一 つ と して,貴 重 な もの で あ った と言 え る。

しか し,現 実 に は 当初 統一 フ ォー マ ッ トを採 用 す る卸 は少 な く,ま た,フ

ォー マ ッ トは 統一 して も商 品 コ ー ドは独 自 とい う ケー ス も散 見 され た。 そ の

後5年 を経 て,最 近 で はか な りの 卸 が 採 用 に 至 り,商 品 コ ー ド変 換 の負 担 軽

減 に結 びつ くよ うに な った と の実 感 が 得 られ て い る。

{4)業 界 デ ー タ 交 換 システ ムへ の展 開

これ ま で伝 票,商 品 コ ー ド,フ ォ ーマ ッ トと個 別 標 準 化 事項 に積 極 的 に取

組 んで き た医 薬 品 業 界 にお い て,残 され た大 きな標 準 化 課 題 の一 つが,病 院

・診 療 所 ・薬 局 ・薬店 等 の 医 薬 品 納 入 先 コ ー ドの統 一 で あ った 。

製薬 協 と して は会 員 メ ー カ ー の要 請 も強 く,フ ォ ⊥マ ッ ト統一 以後,こ の

課題 に重 点 的 に 取組 む こ と と し,昭 和53年4月 の 「統 一 取 引 コ ー ドに関す る

答 申書 ・報告 書 」 に も とづ き検 討 を再 開 した。 しか し,検 討 が進 む に っれ 商

品 コ ー ドに は 見 ら れ ない 多 くの 障 壁 の存 在 が 明 らか と な った。 す なわ ち,

⑦ 全 国 の20万 近 い納 入 先 の 初 期 フ ァイ ル 作 成
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◎ 納 入 先 の新 設 ・改廃 を行 うた め の コ ー ドセ ンター の設 立

◎ 作 成 した統 一 納 入 先 コー ドの卸 サ イ ドの シス テム へ の組 入 れ

な どで あ る。

地域 卸 を 主 体 とす る医 薬 品 業界 に お いて,全 国統一 の納 入 先 コー ドは,卸

か ら見 て メ リッ トは な く,単 に統 一 コ ー ドを作 成 して も実 務 面 で活 用 困難 な

こ とが 明 白 とな った 。

一 方
,メ ー カ ー ・卸 と もコ ン ピ ュー タ利 用 が 進 むな かで,卸 販 売 情 報 ・仕

切 書 情 報 等 を コ ン ピュー タ媒 体 で 交 換 して い る現 状か ら見て,こ れ らの デ ー

タ ・デ リバ リーを 改 善す る必 要 に も迫 られ っっ あ った。

先 に述 べ た標 準 化 の成 果 を踏 ま え,こ れ らの 課題 を解 決 す るた め の 方 策 と

して,必 然 的 に到 達 した結 論 が業 界 レベ ル で の オ ン ライ ンデ ー タ交 換 シス テ

ム の 構築 で あ る。

この構 想 は 昭和56年2月 に 「統一 納 入 先 コ ー ド及 び業 界 デ ー タ交 換 シス テ

ム につ いて 」 と題 して 纒 め られ,製 薬 協会 員 メ ー カーの ア ンケ ー トによ る賛

同 を も とに検 討 を重 ね今 日に至 って い る。

そ して,当 構 想 の ベ ー ス にあ るの が業 界 統一 商 品 コー ドで あ り,コ ー ド変

換 を伴 う こと な く受発 注 ・納 品 ・仕 切書 情 報 か ら卸 販売 情報 等 多 くの デ ー タ

・ス イ ッチ ングが 可 能 な状 況 に あ る。 恐 ら く多 数 メー カ ー,卸 が 多種 類 の 品

目を 取 引 対 象 とす る医 薬 品 業界 に お いて,統 一 商 品 コー ドを前 提 と しな い 大

規 模 シス テ ム構 想 は,不 可 能 に近 い と言 う こ とが で き ょ う。 な お,当 構想 に

至 る過程 と シス テ ム概 要 に つ い て は,図2-2.11,図2-2.12を 参照 願 い た

い。

(5)コ ー ド共 通 化 に 伴 う諸 問題

これ ま で に 述 べ て きた通 り,コ ー ド共 通 化 は決 して容 易 な作 業 で は な く多

くの 関係 者 の 理解 と協 力 が不 可欠 で あ る。 特 に 激 しい競 争 を展 開 す る 企業 同

志 が,そ れ ぞ れ 自社 の事 務 処 理 実 態 を オ ー プ ンに しな が ら,業 界 全 体 と して
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※二重枠は実施済分

図2-2.11医 薬 品 業 界 に お け る事 務 標準 化 ・効 率 化 ス テ ップ
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〔1〕 マ ス タ ー 管 理 シ ス テ ム

統一

納 入先

マスター

卸別

変換
マスター

納入先 マス ター

メ ンテナ ンス

〔共 同セ ンター 〕

③ マスター設定 ・改廃 通知

卸 は販売 データ送付前 に共 同セ
ンターへ納 入先 マスタ ーに関 するマスター

9
照会 ・更新 新 規設定 ・変更 ・廃止情報 を連絡

す る。

② 納 入先マス ターの更新

共 同セ ンターは卸か らのマスタ

マスタ_一 の連 絡内容 を確認 し,統 一納 入

更 新 リス ト 先 マスタ ー ・卸 別変換マ スターを

更新 する。

③ 更 新結果 の連絡

共同セ ンターは,更 新 結果に基

づ き前項マ スタ ー情 報提供卸およ

び会 員メー カーに対 しメ ンテナ ン

ス関 連情報の フ ィー ドバ ックを行

う。

〔2〕 デ ータ交 換 シス テ ム

課 金

データ

卸販売 データ等

収 集 ・ 分 配

〔共 同 セ ンター 〕

(
メーカー

トータル金額確 認

(重複 ・送信 もれ)

ル
ト

タ

ン
ー
ウ

ト

カ

'フエ

ト

換

ス

変

り

卸別

変 換

マスター

① 販売 データ等 の送信

卸 はマスタ ー更 新確認後,参 加会

員 メーカーの販売 デー タ等 を共同セ

ンター宛 一括送 信す る。

② 収集 ・コー ド変 換 ・分配

共同 セ ンタ ーは卸か ら送信 された

販売 データ等を,必 要に 応 じて卸 別

変換マ スター と照合の上,統 一 納入

先 コー ドを付 加 し,会 員 メーカー別

に分配す る。

なお,エ ラーデータ は別途,当 該

卸に確認 の上,再 処 理を行 う。

③ 費用 の分担

各会 員は共同セ ンターを通 じ送信

された データ量に応 じ,一 定金額 を

負担す る。

製薬協報告書 「統一納入先 コー ドおよび業界データ

交換 システムにっ いて」(昭 和56年2月)よ り作製

図2-2.12業 界共 同 シス テ ムの概 要(試 案)

最 も効率的 な方向 に意見 を集約 し,合 意 を得なければな らない。

さ らに,共 通 コ ー ドが 流 通 の川 上 か ら川下 に 至 る 各段 階 で 利 用 さ れ る とす

れば,そ れぞれ利害を異 にす る業 者間での十分 な調 整 も求 め られよ う。最少

限,業 界 レベ ル で の 足並 を揃 え る こ とが 前 提 とな る が,実 際 の検 討 に あた り

留意すべ き事項を整理す ると次の通 りとな ろう。
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① 共 通 コー ドと 目的 の明 確

業 界 内 に は,通 常 幾 通 りか の 商 品分 類 基 準 が 存 在 す る と考 え られ,何 の

ため の,ど の 範 囲 の 共 通 化 なの か を明 確 に して お くこ とが 重 要 で あ る。 そ

して,そ れ ぞ れ の 目 的 ご とに 共 通 コー ドが作 られ て 差支 え な い ことを 認識

してお く必 要 が あ ろ う。

② 共 通 コ ー ド化 に伴 う個 別 企 業 負 担

共 通 コ ー ドの ル ー ル が決 ま ったか らとい って,す ぐに利 用 で き る訳 で は

な い。 各 メ ー カ ーが これ に対 応 しよ う とす れ ば,コ ー ド体 系 の変 更 に伴 う

大 巾 な シス テ ム の手 直 しを覚 悟 しな けれ ば な らな い。 加 え て,共 通 コー ド

ル ール によ り一 度 公 表 した 自社 コー ドは,こ れ まで の よ うに 自社 の 都 合 の

み で勝 手 に変 え ら れ な い とい う,新 た な拘 束 が 生 じ る こ とに つ いて も徹 底

して お くべ き で あ ろ う。

③ 共 通 コ ー ドル ー ル の維 持 ・改 善

共 通 コ ー ドが 当初 決 め られ た通 り,正 し く運 用 され て い るか ど うか は,

その定 着 を図 るた め に は 極 め て重 要 な ポ イ ン トで あ る。 各 企 業 の準 拠 努 力

と共 に,新 規 参 加 企 業へ の 指 導,細 部 運 用 面 の フ ォ ロー等 を 行 え る窓 口機

関 の 設 置 され る こ とが 望 ま しい 。 さ らに環 境 の変 化 に応 じ共 通 ル ール の手

直 しが され な け れ ば,共 通 ル ール そ の ものが 有 名 無 実 化 す る恐 れ な しと し

な い。

④ 共 通 コ ー ドの利 用 促進

共 通 コー ドが 実施 され た 場 合,で き るだ け多 くの 業 務 に利 用 され るよ う

業 界 全体 と してPRに 努 力 す る必要 が あ る。 なぜ な らば,共 通 コ ー ドが 一

斉 にス タ ー トす る こ とは 難 か し く,メ ー カ ー に よ る付 番 で あ れば,徐 々 に

業 界 内 に普 及 して いか ざ る を得 な い。 これ に流 通 各 段 階 で対 応 し,自 社 シ

ス テ ムに組 み 入 れ るに は,利 用 の た め の シス テ ム ノ ウハ ウに つ い て も周知

の必 要 が認 め られ るか らで あ る。
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⑤ 企 業 間 ネ ッ トワー クの 構 築 に 向 けて

共 通 コ ー ドの定 着 が,企 業 間 ネ ッ トワ ー ク を検 討 す る上 で,極 め て 重 要

な ポ イ ン トで あ る こ と は,先 に 述 べ た通 りで あ る。 一 般 に ビ ジネ ス ・プ ロ

トコル と言 わ れ る中 で も,伝 票 や各 種 フ ォー マ ッ トの 場合,形 や項 目を 決

め る こ とが 中心 と な る。 しか し,共 通 商 品 コ ー ドの場 合 は,各 取 引 の対 象

物 を代 表 し,企 業 間 の共 通 語 と して の役 割 りを持 って い るだ け に ,常 に正

確 な運 用 が 求 め られ る こ とに な る。 そ して,業 界 内関 係 企 業 の 共 通 ル ー ル

へ の 協調 の努 力 こそ が ,効 率 的 な企 業 間 ネ ッ トワー ク を構 築 す るた め の,

最 も重要 な バ ッ ク グ ラ ウ ン ドで あ ろ う と思 わ れ る。

【引 用 文 献 】

(財)流 通 シス テ ム開 発 セ ンタ ー:医 薬 品 等統 一 取 引 コー ドに関 す る報 告 書,

昭 和50年3月

製 薬 協:統 一 取 引 コ ー ドに関 す る答 申書 ・報 告書,昭 和53年4月

製 薬協:統 一 取 引 コー ドに 関す る経 過 報 告,昭 和54年11月

製 薬協:統 一納 入 先 コー ド及 び業 界 デ ー タ交 換 シス テ ム にっ い て,昭 和56

年2月

製 薬協:医 薬 品 業界 デ ー タ 交換 シス テ ム に関 す る報 告 書,昭 和58年7月

大 島正 光 監 修:厚 生 行 政 とニ ュー メ デ ィ ア,昭 和61年1月
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2.3日 用 品雑 貨 業 界 の 情 報化 と コー ド

2.3.1日 用 品雑 貨 業 界 の 業 界 事 情

日用 品 雑貨 業界 は,石 鹸 洗 剤,歯 磨,歯 ブ ラ シ,化 粧 品,テ ィ シ ュ ・ペ ーパ

ー ,カ ミソ リ等 々 の多彩 な 消費 材 の製 造,流 通,販 売 を行 う約500の メ ーカ ー,

約2,000の 卸 店,約300,000の 小 売 店,か らな る業 界 で あ る。 日用 品 雑 化 の 商

品 の多 くは,既 に 成 熟 期 に あ り,需 要 の 大 きな伸 び は期 待 で きな い 。 したが っ

て,市 場 の競 争 は 激 化 し,商 品 は ま す ます 細 分 化 され,マ ーケ テ ィ ング施 策 も

一 層 キメが 細 か い もの に な って い る。 そ して,商 品 は,機 能 中心 か らフ ァ ッ シ

ョン指 向 にな り,そ の種 類 は益 々 増 加 す る傾 向 に あ る。

一 方 ,消 費 者 の購 買 行 動 も大 き く変 化 し,現 在 の 主 婦 は必 要 な もの を必 要 な

だ け,自 分 の 嗜好 に 従 って 購 入 す るよ うに な って きた。 これ によ って,消 費 者

に好 まれ る商 品 を少 量 つ つ 品揃 え し,ま た 営業 時 間 も長 い コ ン ビニ エ ンス ・ス

トアが急 速 に伸 張 して お り,コ ン ビニ エ ンス ・ス トア に よ る 日用 品 雑 貨 の 売 上

比 率 が増 大 しつ つ あ る。 コ ン ビニエ ンス ・ス トア は,店 頭 在 庫 を少 量 しか持 た

な い ため,い わ ゆ るr少 量 多 頻 度 発 注 』 が行 わ れて い る。 これ に よ って,コ ン

ビニ エ ンス ・ス トア に納 品 して い る卸 店 は,か って は梱 単 位 で 出 荷 して い た も

の が,梱 を開 梱 し,個 単 位 で 出荷 しな け れ ば な らな くな って きた 。 ま た,こ の

開梱 した 商 品 を 少 量 つ つ 通箱 に詰 合 せ,品 揃 え しな け れ ば な らな い。 更 に,ノ

ベル テ ィを商 品 に添付 した り,値 札 を 貼 っ た りす る場 合 もあ る。 この よ うな処

理 は,い わ ゆ る流 通 加 工 と言 わ れ,今 後,日 用 品 雑 貨業 界 の流 通 の 中で 一 般 化

す る傾 向 に あ り,こ れ に対 応 で き るか 否 か が,卸 店 の成 長 を大 き く左 右 す る も

の と 目 され て い る。 少 量 づ っ 頻 繁 に,か つ,流 通 加 工 ま で して,商 品 を 流 す と

い う こ と は,そ れ だ け流通 段 階 の デ ー タ処 理 量 の増 大 を もた ら して い る。

また,市 場 の成 熟 化 に伴 な って,マ ー ケテ ィ ン グ競 争 は小 売 店 の店 頭 が 中 心

的戦 場 にな り,更 に キ メの 細 か い マ ー ケテ ィ ング情報 が必 要 と されて い る。 最

近,多 くの メ ーカ ーが,卸 店 か ら小 売 店 別 に ど れだ け商 品 を販 売 した か とい う

販 売 デ ー タ(ま た は 実 販 デ ー タ)を 入 手 す る よ う に な って き て い る 。 こ
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の デ ー タは,本 来,卸 店 内 の デ ー タで あ るが,卸 店 も協 力す る と ころ が 増 え て

い るた め,卸 店 ・メ ー カ ー 間 で伝 送 が行 われ 始 め て い る が,卸 店 と メ ー カ ー間

で 伝 送 され る発 注 デ ー タや 請 求 デ ー タ に比 べ て,小 売 店 別 デ ー タ で あ るた め,

数 十 倍 のボ リュー ムを有 して い る。更 に,ボ リュ ーム の大 きい デー タ と してP

OSデ ー タが あ る が,こ れ も将 来,業 界 各 社で 利 用 され るよ う に な ろ う。

こ の よ う に コ ン ピュー タ ーの 発 達 ・普 及 と市 場 の 多様 化 な どに よ って,業 界

内の 各 社 が 扱 うデ ー タは爆 発 的 に増 加 しっ っ あ り,そ の た め,業 界 内の 各 企 業

と も,コ ン ピュー タ ー導 入 が 盛 ん で あ る。 しか しなが ら,必 ず しも,業 界 各 社

の コ ン ピュ ー タ ー ・シス テ ム は うま く稼 動 して い ない 。 ま して や,コ ン ピュ ー

タ ー相 互 の 通 信 にっ い て は一 層 困 難 な状 況 で あ る。 そ の主 た る原 因 は,標 準 化

の浸 透 が 不 十 分 で あ る と考 え られ る。

2.3.2業 界 内 で の 標準 化

現 在,業 界 内 の 標準 と い え る もの は,① 統一 伝 票,②Jプ ロ トコル,③ 仕 入

デ ー タ標 準 フ ォーマ ッ ト,④ 共 通 商 品 コ ー ド(JNA)等 で あ る。

(1}統 一 伝 票

統一 伝 票 は,百 貨 店 との 取 引 に用 い られ る統 一伝 票A様 式,チ ェ ー ンス ト

ア用 に用 い られ る統 一伝 票B様 式,及 び メー カ ー ・卸 店 間 や卸 店 ・一 般 小 売

店 間 で 用 い られ る統 一 伝 票(日 本 商 工会 議所 制 定 の統 一 伝 票C様 式 に 準 拠 し,

日用 品 雑 貨業 界 の 特殊 性 を 加 味 して 設 計 され て い る)が あ る。 これ らの 伝 票

は確 かに 紙 の 上 の 様 式 を 定 め た もの にす ぎ な い が,伝 票 に掲 載 す る項 目を 統

一 化 した こ と は ,後 述 す る仕 入 デ ー タ標 準 フ ォー マ ッ ト策 定 の ベ ー ス と な っ

て お り,業 界標 準 化 の先 鞭 を 付 けた意 義 は大 きい 。 この 統一 伝 票 は,58年3

月 に制 定 さ れて 以 来,メ ー カ ー ・卸 店 間 で は広 く普 及 して い る。

しか しなが ら,卸 店 ・小 売 店 間 で は,5枚 複 写 で コス トの か か る統 一 伝 票

よ り,一 般市 販 の2枚 複 写 の 汎 用伝 票 が 用 い られ る こと が,い ま だ に 多 い。
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②J手 順

J手1順 は,日 本 チ ェー ンス トア協 会(JCA)が55年7月 に業 界 の統 一 規 約

r取 引デ ータ交換標準通信制御手順(JCA手 順)』 を制 定 し,そ れを通産省

がJ手 順 と して オ ー ソ ライ ズ して い る もので あ る。J手 順 は早 くか ら普 及 し,

且 つ 手軽 な手 順 で あ る ため,日 用 品 雑貨 業 界 に限 らず,広 く流 通 業 界 で 用 い

られ てい る。J手 順 は,本 来,チ ェ ー ンス トアか ら,仕 入 先 に発 注 デ ー タを

伝 送 す る もの と して 設 計 さ れ てい るが,卸 店 か らメ ー カ ーへ の発 注 や発 注以

外 の各 種 デ ー タ に も用 い られ て い る。

③ 仕 入 デ ー タ標 準 フ ォー マ ッ ト

仕 入 デ ー タ伝 送 フ ォー マ ッ トは,60年11月 に 全 卸 連(全 国石 鹸 洗剤 化粧 品

歯磨 雑 貨 卸 商 組 合連 合会)が 制 定 し,流 通 コ ー ドセ ンタ ー によ って オ ー ソ ラ

イ ズ さ れ た もの で あ る。 これ は,前 述 の 統 一伝 票 の 各 項 目 を メ ーガ ーか ら卸

店 へ伝 送 す るた め の も ので あ る。 卸 店 に と って,仕 入 デ ー タの 伝 送 は最 も直

接 的 な メ リッ トが あ る。 仕 入 デ ー タ は,そ の ま ま入 庫 デー タ ・仕 入 デ ー タ と

な り,在 庫 管 理 シ ス テムや 買 掛 金 管 理 シス テ ムの 原 デ ー タ と して 用 い られ,

メ ー カ ー ・卸 店 開 の取 引 の 自動 化 を大 き く前 進 させ る もの と期 待 さ れ て い る。

業 界 内で 伝 送 さ れ る デー タ と して は,こ の他 に,発 注 デ ー タ ・請求 デ ー タ ・

販 売 デ ー タ ・商 品 マ ス タ ー等 が あ る が,こ れ らにつ いて は,現 在,全 卸 連 に

お い て策 定 中で あ り,近 日中 に 標準 化 され る 見込 みで あ る。

(4)共 通 商 品 コ ー ド(JANコ ー ド)

JANコ ー ドは,昭 和53年 よ り,流 通 コ ー ドセ ン タ ー に よ って 登 録 が 開 始

さ れ,現 在,18,860社 の メ ー カ ー に付 番 が さ れ,480,000種 類 の 商 品 に ソ ー

ス マ ー キ ン グ が さ れ て い る 。 日 用 品 雑 貨 品 の ソ ー ス マ ー キ ン グ率 は82.3%と,

食 品 の94%に は 劣 る もの の 急 速 な 普 及 を 示 して い る(日 本 工 ー シ ー ニ ー ル セ

ンの 調 査 に よ る)。 こ のJANコ ー ドは 流 通 コ ー ドセ ン タ ー に よ っ て コ ー ド
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の登 録 管 理が 行 わ れ て い る が,そ の 登 録 の た め の運 用 や コー ドの 問 合 せ に対

応 す る体 制 が必 ず し も十 分 で は な く,一 部 の ユ ーザ ー か ら不 評 を買 っ て い る。

(こ の 件 に つ い て は後 述 す る)

しか しなが ら,こ れ だ け普 及 して い る共 通 コ ー ドは他 に ない た め,POS

シス テ ムへ の 利 用 以外 に も,小 売 店 と卸 店 間 や 卸 店 と メ ーカ ー間 の通 信 等 々

に用 い られ る こ とが多 くな って きて い る。 した が って,JANコ ー ドマ ス タ

ー を保 有 す る 企 業 が増 加 して きて お り
,JANコ ー ドに対 す る期待 は大 きい 。

2.3.3業 界VAN構 築 の 動 向

デ ー タ爆 発 が 起 る中,コ ン ピュ ー タ も普 及 し,標 準化 も不十 分 な が ら設 定 さ

れ てい る現 在,業 界 内 の各 企 業 同 志,デ ー タ通信 を した い と い うニ ー ズ が 燃 え

上 が りつ つ あ る。 そ こに60年4月 のr電 気 通信 事業 法 』の 施 行 によ りVANの

自 由化 が あ っ た た め,業 界VANを 構築 し よ う とい う動 きが 盛 ん で あ る。

と ころ が,業 界 内 の各 企 業 は,そ れ ぞ れ メー カ ー同志,卸 店 同志 で 激 しい競

争 を展 開 して い る た め,多 数 の メ ーカ ー と多数 の卸 店 開で 通信 した い とい うニ

ー ズが 強 い に もか か わ らず
,現 実 的 に は な か な か 共 同的 な 業 界 ネ ッ トワー ク ・

シス テ ムは 実 現 し難 い もの で あ る。 そ こ で,近 頃,登 場 した のが ,業 界VAN

運営 会 社"プ ラ ネ ッ ト"で あ る。

プ ラネ ッ トが ス タ ー トした そ もそ もの キ ッカ ケ は,日 用 品雑 貨 業 界 の 中 で 卸

店 を活 用 した 販 売 を して い る メ ーカ ー の最 大 手,ラ イオ ン㈱の 保 有 す るオ ン ラ

イ ン ・ネ ッ トワ ー ク を中堅 メ ーカ ー のユ ニ ・チ ャー ム㈱ が 共 同 利用 す る こ とか

ら始 ま っ て い る(59年12月)。 続 いて 翌60年1月 に,業 界 の競 合 メ ー カ ー8社

(ラ イオ ン㈱,ユ ニ ・チ ャ ーム㈱,㈱ 資 生 堂,サ ンス タ ー㈱,十 條 キ ンバ リー

㈱,ジ ョン ソ ン㈱,エ ステ ー 化学 ㈱,牛 乳 石 鹸 共 進 社 ㈱)と,VAN会 社 で あ

る㈱ イ ンテ ッ ク と の共 同 出 資 で業 界VAN運 営 会 社"プ ラネ ッ ト"の 構 想 が 発

表 され,6ケ 月 間 の準 備 期 間 を経 て60年8月 に株 式 会 社 と して 設 立 され た。 こ

の プ ラネ ッ トは,ラ イ オ ン㈱が 開 発 し,保 有 してい る146社 の 卸 店 とを 結 ぶ 大
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規 模 ネ ッ トワー ク ・シス テ ムを ライオ ン ㈱ か ら譲 り受 け,そ れ を もと に業 界 内

の 多 数 の メー カ ー と多 数 の卸 店 を ネ ッ トす る業界VANを っ く り上 げ,運 営 し

よ うとい う会 社 で あ る。

と こ ろで,業 界 内 で熾 烈 な競 争 を して い る競 合 メ ーカ"8社 が な ぜ手 を結 ん

だ か,そ の最大 の 理 由 は,ラ イ オ ン㈱ が 自社 の ネ ッ トワ ー クを業 界 の た め に 開

放 した とい う大 英 断 にあ るが,も う1つ の興 味 あ る理 由 が存 在 す る。 それ は,

プ ラネ ッ トがVAN運 営 会社 とい う今 ま で に なか った新 しい 形 態 を 採 って い る

か らで あ る。 図2-3.1の よ う に,プ ラネ ッ ト自身 は,ネ ッ トワ ー ク の外 に位

置 して,デ ー タの通 信 や 処 理 は せ ず,VAN会 社 で あ る イ ンテ ック に全 て委 託

して い る。 つ ま り,プ ラネ ッ トは デ ー タを 見 る こ とな く,競 合 会 社 相 互 の デー

タの 機 密 は安 全 に 保 た れ る よ う な 構造 に な って い るか らで あ る。 プ ラ ネ ッ トの

役 割 は,業 界 内 の 通 信 ニ ーズ の と りま とめ を し,通 信 の た め の標準 化 を し,シ

ス テ ム化 を し,そ の シス テ ム を 運 営 す る とい う イ ンフ ォメ ー シ ョン ・オ ー ガ ナ

イ ザーで あ る。

まず,業 界 の と りま とめ役 にっ いて は,出 資 会 社 の8メ ー カー と正 式 に 利 用

を 表 明 して い るテ ィ シ ュ ・メ ー カ ー 大手 の王 子 テ ィシ ュ販 売 ㈱,山 陽 ス コ ッ ト

㈱,更 に32メ ーカ ー の 利用 予 備 群 が お り,一 応,役 割 を はた しつ つ あ る。

ま た,接 続 卸 店 数 は,61年5月 現 在,日1卸 店 の ベ ー スで 接 続 が 進 み,61年

中 に は,予 定通 り260卸 店 に到 達 す る 見込 み で あ る。 この よ うに,プ ラネ ッ ト

は 日用 品 雑貨 業 界 の 中で 大 きな 地 歩 を 築 きつつ あ る。

今 日,沢 山 のVANが あ る中 で,我 国初 の多 数 の メ ーカ ー と多数 の卸 店 に よ

るN対Mの 業界 ネ ッ トワー クと して,実 稼 動 しな が ら急 速 に 増 大 しつ っ あ る。

したが って,こ こで 通信 され る諸 仕 様 は業 界 内 の 主要 規 格 に 成 長 す ると 目さ れ

て い る。

も う1つ 業 界 の 中 の著 名 なネ ッ トワ ー ク と して は,花 王 と花 王 販 売会 社(50

数 社)と の ネ ッ トワー クが あ る。 花 王 は・,57年 の 中小 企業VANの 自 由化 と と

もに,い ち速 くVAN会 社 のJAISを 活 用 し効 率 の良 い ネ ッ トワー クを構 築
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した 。 この ネ ッ トワー ク は,花 王1社 と系 列 の花 王 販売 会 社 との1対Nの プ ラ

イベ ー ト ・オ ン ライ ンと して 位 置 づ け られ る。

2.3.4プ ラ ネ ッ トの 標 準 とそ の 運 営

プ ラネ ッ トは,業 界 内の 各 種 標 準 の実 状 を重視 し,プ ロ トコル はJ手 順,商

品 コ ー ドはJANコ ー ド,伝 送 フ ォー マ ッ トは全卸 連 の仕 入 デ ー タ標 準 フ ォ ー

マ ッ トを採 用 して い る。 業 界 と して ,VANを うま く使 う とい う立 場 にあ るプ

ラネ ッ トは 強力 に標 準 の 普 及 に 努 め るの は,イ ン フ ォメ ー シ ョン ・オ ー ガ ナ イ

ザ ー と して の重 要 な役 割 で あ る こ と は,前 述 した とお りで あ る。

標 準 とい う もの は,一 度 設 定 した もの を 永久 に使 え る もの で は ない。 プ ロ ト

コル や伝 送 フ ォ ー マ ッ トの よ う に比 較 的 静 的 な 標準 で も ,技 術 の進 歩 や ユ ーザ

ー の ニ ー ズの 変 化 に よ って
,見 直 しが 必 要 で あ る。 広 く普 及 して い るJ手 順 で

す ら,今 日,い わ ゆ る標準 破 りが 出て きて い る。 ま して,共 通 商 品 コー ドの よ

うに 移動 の激 しい もの で は,新 製 品 の 発 表,商 品 の 改善 等 が あ る つ ど,メ ンテ

ナ ンス を行 わな けれ ば な らな い 。

そ こで,プ ラネ ッ トは,単 に標準 を設 定 す るだ けで な く,日 々変 動 す る コー

ドマ ス タ ーを メ ンテ ナ ンス す るた め に,コ ー ド管 理 セ ンタ ー を設 け て い る。 通

信 の ため に標準 コー ドを 用 い る には,発 信 側 と受 信 側 が 同 時 に同 じ コ ー ドマ ス

タ ー を保 持 して い なけれ ば な ら ない。 この た め に,プ ラ ネ ッ トの コー ド管 理 セ

ンタ ーで は,利 用 メー カ ー か らオ ン ライ ンで ,商 品 コー ドマス タ ー を 入手 しデ

ー タ ベー ス化 して い る
。

2.3.5日 用 品 雑 貨 業 界 のJANコ ー ド

以 上 の よ うな業 界 の情 報 化進 展 状 況 の 中で,JANコ ー ドは非 常 に 多 くの商

品 に付 与 さ れ,POSを 発 展 させ た功 績 は大 きい。 しか しなが ら,更 に一 層 の

発展 の た め に は,大 き く分 け て2っ の 不 具 合 点 が 存 在 す る。

1つ はPOSシ ス テ ム に 用 い るため のJANコ ー ド・マ ス タ ー の メ ンテ ナ ン
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ス が 必 ず し も十 分 に行 わ れ て い な い点 で あ る。

ス ーパ ーで 売 られ て い る商 品 は,非 常 に 改廃 が 激 しい た め,変 化 に応 じて,

POS用 コ ー ド ・マ ス タ ー を 完 壁 に維 持 管理 しな け れば,シ ス テ ム は動 か な い

わ けだ が,POSの ユ ー ザ ー は それ を 十 分 こなす だ け の体 力 が な い こ とが 多 い。

POS導 入 を 進 め て い るPOS機 器 の デ ィー ラ ー も,シ ス テ ム導 入 時 に は マ ス

ター 作成 をす る もの の,導 入後 は コー ド・マ ス タ ー の メ ンテ ナ ン スま で は して

くれ な い。JANコ ー ドを 主管 して い る流 通 コ ー ドセ ンタ ーに 問 合せ を して も,

実 用 に な るだ け の マ ス タ ー提 供 を して くれ るわ け で は な い。

ま た,新 製 品 コ ー ドが メー カ ー に よ って タ イ ム リー に登 録 され て い る と は

限 らな い。'こ の た め,POS用 のJANコ ー ドマ ス タ ーの メ ンテ ナ ンス が十 分

にで きず,POSを 導 入 した は良 い が,一 週 間 を 待 たず して,新 製 品の バ ー コ

ー ドが読 め な い とい う こ とが往 々 に して 起 こる
。

この 不 具合 は,JANコ ー ド自身 の 問題 で はな く,む しろ,そ の運 用 体 制 が

ニ ー ズ に対 応 し切 れ な い とい う問 題 で あ る と思 わ れ る。

第2の 不 具 合 点 は,JANコ ー ドをPOS以 外 に 利用 す る場 合 に発生 す る。

最 近,小 売 店 ・卸 店 ・メ ー カ ー 間の 受 発 注 デー タ通 信 や小 売 店 卸 店 の物流 管 理

シス テ ム に お け る統 一 的 商 品 コ ー ドと してJANコ ー ドを利 用 す るよ うに な っ

て き た。

しか しな が ら,全 く同 じ商 品 で も ダ ンボ ール 内 の 人 数 が異 った り,ダ ンボ ー

ル 内 に 特別 の封 入物(POPや 景 品)が あ った り,多 品 種 を1つ の ダ ンボ ール

に詰 合 せ た り した 場 合,JANコ ー ドで は表 現 し切 れ な い。 また,シ ャン プー
、

等 の 色 ・香,ハ ブ ラ シの柄 の 色 が異 って い て も同一 のJANコ ー ドが つ いて い

る こ と が 多 い ため,キ メ細 か い 管 理 が で き ない とか,若 干 の デザ イ ン修 正 や 価

格 据 置 き の ま ま容 量 を 変更 した 商 品等 は一 般 にJANコ ー ドの 変更 を しない た

め,在 庫 の先 入先 出 しよ うに も旧 品 と新 品 の識 別 が で き ない とい う問題 点 もあ

る。

この ため,JANコ ー ドに独 自 コ ー ドを加 え て実 用 化 せ ざ るを 得 ない とい う
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の が実 態 で あ る。

現 在 業 界 内 の 企 業間 通信 で 最 も盛 ん な もの は,ス ーパ ー か ら卸 店 へ の 発注 デ

ー タを伝 送 す るEOSで あ るが ,意 外 な こ とに,大 手 ス ーパ ー は独 自 コ ー ドが

ほ とん ど で あ り,JANコ ー ドが 用 い られ る こ とは ま れ で あ る。 この た め,大

手 ス ーパ ー と取 引を して い る卸 店 は,い ま だ に コ ー ド変 換 作業 に追 わ れ て い る。

2.3.6ソ ー ス マー キ ング の ガイ ドライ ン

日用品 雑 貨 業界 と して,JANコ ー ドの下5桁 の 商 品 ア イ テ ム ・コ ー ドの設

定 につ い て のrガ イ ドライ ン』 を定 め て い る。(別 掲 参 照)し か しな が ら,こ

れ らは,必 ず しも十 分 に守 られ て お らず,こ れ が,JANコ ー ドの 不 具 合 を生

ん で い る と指 摘 す る向 きが あ る。

た とえば,商 品 名(ブ ラ ン ド)が 同 じで も,内 容物 が 改善 され た り,容 器 が

変 った場 合 は,ア イ テ ム コー ドを変 更 しな け れ ば な らな い の に,変 更 しな か っ

た り,デ ザ イ ン修 正 の み なの に,ア イ テ ム ・コー ドを 変 更 して しま っ た り,時

々 混乱 が あ る。 特 に,ギ ャ ンペ ー ン商 品 の場 合 は,短 期 的 な もの が 多 いた め,

完 全 に守 られ る こ とは少 な い。 これ は,ソ ー ス ・マ ー キ ング を して い る メ ー カ

ーが 怠慢 とい うわ けで はな く ,年 に3回 も4回 も キ ャ ンペ ー ンを した り,と き

には地域 別 に異 な る展 開 をす るた め,ガ イ ドライ ンを完 全遵 守 す る こ とは 現 実

的 に は無 理 な こ と も多 いの で あ る。

これ を強 引 に付 番 す る と,POSレ ジの段 階 で は ま った く同 じ商 品 で あ り な

が ら,沢 山のJANコ ー ドを持 つ こと に な り,POSシ ス テ ムの マ ス タ ー管 理

を更 に難 しい もの に して しま う こ とに な る。 この よ うに,JANコ ー ドをPO

Sシ ス テ ム とその 他 の シス テ ム に併 用 す る と,相 矛 盾 す る不 具 合 を 生 む の で あ

る。

この た め,現 在,物 流 コー ドの統 一 化 が 検 討 され て い る。 この物 流 コー ドは

JANコ ー ド13桁 を ベ ース に14～16を も っ て ダ ン ボール の 荷形 を識 別 す る もの

で,前 述 の 不 具 合 の 多 くを 解 消 す る もの と 目さ れ て い る。
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業 界 各 社 の コ ン ピュ ー タ化 は,各 々 の発 展 を 見せ てい るが,業 界 内 の デ ー タ

通 信 を始 め とす る業 界 全 体 の 情 報 化 は,ま だ 緒 に付 い たば か りで あ る。 尚一 層

の 合 理 的 な準 備 設 定 と その 普及 が期 待 され る。

P

や
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別 掲

商 品 ア イテ ム コー ドの ガイ ドライ ン

1)商 品 アイテム コー ド設 定の仕方

商品 アイテムコー ド(5桁)は メーカー(発 売元)が 設定 をす る。

【例】

① 自社 既存 コー ドの活用

自社 内で5桁 の コー ドを使用 して いる場合に はそれを そのま ま統 一商品コー ド及びソ

ースマーキ ングコー ドと して活用す ることもで きる。

② シ リアル ・ナ ンバ ーで付番

既存 商品か ら通 しナ ンバ ーで付 番す ること もで きる。

③ コー ド体系をつ くり付番

犬分類,中 分類,小 分類 とい った ものを1桁 目,2桁 目等 にあてはめ体系化 し付番す

る こと もで きる。

④ 受発注 コー ド(統 一商品 コー ド)を ソースマ ーキ ングに活用
ヒ

すでに菓子業界第一部 の業界で は5桁 の業界統一受発注(商 品)コ ー ドを使用 してい

るケースがある。 この場 合,受 発注 コー ドをそのままソースマーキ ングコー ドとして活

用す ることがで きる。

しか し,一 部には消費者購入 レベルでは同一 であ りなが ら,受 発注 上ケース内入数 の

異 る場合が ある。例 えば,12個 入,24個 入,36個 入 などのケ ース内入数 の商品に対 し,

同一 ソースマーキングコー ドを付香 しなければな らない場合であ る。

この場合のソースマーキ ングコー ドの割 り当 て方 は次 の通 りが望 ましい。

〔例 〕

12個 入

24個 入

36個 人

受発注 コー ド ー ソースマーキ ングコー ド

12343、 、、、
、

12344-一 一 一 こ>12345※
!//

/

12345-!

・ ※この場合の代表取引単位は36個入が基本

2)商 品アイテムコー ドの再利用

一度付番(ソ ースマーキング)し た商品アイテムコー ドはメーカー(発 売元)が 出荷停

止後最低4年 間は再利用すべきでない。ただし,キ ャンペーン商品は出荷後1カ 年。

この際 注意すべき点は再利用する場合,小 売店や卸売店における流通在庫がなくなっ

た ことを確認の上再利用することが望ま しい。
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3)商 品アイテムコー ドの設定基準

① 新コー ドと既存コー ド

従来まで取 り扱っていなかった新たな商品には新コードを設定するが,既 存商品の中

でも容量の変化やデザインの変更などの場合新コー ドを設定することがある。この場合

の設定基準は下記の通 りが望ましい。

新 商 品

既存商品

新品斗

既存品種

新規内容の商品

新規容量

新規容器

容器変更

価格変更かつ価格記載

価格変更かつデザイン変更

品名変更

容量変更かつ価格据置

デザイン修正

ラベル内容の変更

価格変更のみ価格表示なし

ド

ド

.ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

一

一

一

一

一

一

ー

一

一

　

一

一

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

コ

存

存

存

存

新

新

新

新

新

新

新

新

既

既

既

既

② 販売促進(キ ャンペーン)商 品アイテムコー ド

メーカー(発 売元)は 販売戦略上,い ろいろな販売促進手段を講じている。この場合,

通常商品の既存コー ドを使用する場合と,販 促商品用として新たなコードを設ける必要

がある場合とがある。キャンペーン商品におけるコード設定の基本的な基準は下記の通

りが望ましい。'

絆 ∴ll言1;i懲1論・・嚇 」 値 引 き

・・け付・{==覧 蕊=隙:::ll曝 露;
,
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2.4JANコ ー ド発 展 の 原動 力

は じめ に,第2.1節 で触 れ られ て い る よ うに,JANコ ー ドと 「流 通 コー ド

セ ンタ ー」 とは 密 接 不 可 分 の 関 係 に あ り,JANコ ー ド発 展 の秘 密 を説 明 す る

た め に,流 通 コ ー ドセ ンター の 活動 に っ い て 多 くの紙 面 を割 い て 説 明 しな けれ

ば な らな い こと を,ご 了解 い た だ きた い。

ま た,も とよ り小 売 業,卸 売 業,商 品 メ ーカ ー を 中心 と した公 的委 員 会 で こ

こ10年 近 く議 論 し,実 験 して き た ことで もあ り,多 くの 流通 分 野 に か か わ る企

業,企 業 人 の 一 致 協 力 の結 果 がJANコ ー ドの普 及 の 背 景 で あ る こ と も強 調 し

て お か な け れ ば な らな いだ ろ う。 と も に議 論 し,批 判 し,修 正 して きた もので

あ り,大 幅 に普 及 した 現在 で も多 くの欠 点 や 問 題 点 をか か えつ つ,利 用 され て

い るの も また 事 実 で あ る。

JANコ ー ドの よ うな,い わ ゆ る ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル と して の社 会 的 な標

準 コ ー ドの普 及を 見 る に は,い くつか の ポ イ ン トが あ げ られ よ う。 以 下 で は,

まず そ の ポ イ ン トを あ げて,流 通 コー ドセ ンタ ー や 業界 識 者 の対 応 の状 況 や 経

過 を述 べ たい 。

2.4.1ユ ー ザ ー 主 導

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 標準 化 は,機 器 の 提 供 者 で あ るメ ー カ ー側 が 主 体者

とが って と りま とめ る こ とが難 し く,成 果 が あ が らない場 合 が少 な くな い 。 ユ

ー ザ ー が ま とま って 標 準化 を進 め た 場合 の方 が実 効 を あ げ,う ま くい って い る

例 が 多 い。JANコ ー ドの他 で はJCA手 順(J手 順)や,全 銀 協 プ ロ トコル

が そ の 例 で あ る。

JANコ ー ドは昭 和45年 の研 究 開始 以 来,一 貫 して ユ ーザ ー ・オ リェ ンテ ッ

ドに検討 を続 けて き た。 具 体 的 に は,委 員 会 制 度 の なか で,そ の委 員構 成 の 大

半 は小 売 業,卸 売 業,商 品 メ ー カ ーの いわ ゆ るユ ーザ ー メ ンバ ーで あ った こ と

で あ る。 この こ とが 普 及 に 際 して の力 強 い 背 景 と して存 して い た。 ユ ーザ ー

(委 員)の な か に,標 準 ビジネ ス ・プ ロ トコル の意 義 を理 解 し,率 先 して 実 用
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化 し よう とす る意 欲 を か き立 て る こ とに成 功 して い ると思 う。

2.4.2コ ー ドの 統 一 的管 理

商 品 ・企業 ・店 舗 な ど,各 種 コー ドは生 き物 で あ る。 つ ま り,新 商 品 の 登 場,

合併 や 吸収 な どの 加 除 訂 正 が必 要 と な る。 そ の 統 一 的管 理 の た め に,管 理組 織

の 設 立 な どな ん らか の 方 策 を検 討 す る必 要 が あ る。

情 報 化 の時 代 で あ る。 情 報産 業 に就 業 し ょう とす る学生 は ひ き も き らな い。

け れ ど も,そ の情 報 化 の業 務 の な か で,コ ー ド管 理 の 仕事 は専 門 的 な知 識 が必

要 に もか か わ らず,極 め て 地 味 で,あ ま り評 価 され ない業 務 で あ る。 しか し,

JANコ ー ドの よ うな 広 が りの あ る コ ー ドはい わ ゆ る管 理 が重 要 な作 業 であ る。

非 常 に根 気 を必 要 と し1か っ キ ー ワ ー ドに相 当 す るた め,付 与 な どで の ミス は

許 され な い。 神 経 の 疲 れ る業務 で あ る。 この コー ドの統 一 的管 理 の 体 制 づ くり

こそ流 通 コ ー ドセ ンタ ー の 大 き な機 能 で あ る。

2.4.3広 報 活動

標 準 化 の 達 成 に は,広 報 活 動 の 充実 が不 可 欠 で あ る。 と りわ け,ビ ジネ ス ・

プ ロ トコル の 標準 化 の 遅 れ に よ る機械 損 失 の算 定 と,そ の 企業 トップ へ の説 明

な どが 根 気 よ く行 わ れ れ ば,相 当 の効 果 を期 待 し うる と思 わ れ る。

専 用 ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルを 用 いた い企 業 で も,相 手 企 業 との かね あ い な ど

で標 準 ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルの 利 用 を はか らね ば な らな い とい う意 識 は も って

い る。 その た め,シ ス テ ムの 改 変 な どの タ イ ミ ングで,採 用 して も らえ るため

に は,長 期 的 な根 気 強 いPRが 欠 かせ な い。 そ の た め の,機 関 の設 立 と運 用 が

望 まれ る。 流 通 コー ドセ ンタ ーで はPR用 の パ ンフ レ ッ トの予 算 化 と そ の 消化

が 最 も ウェ ー トの 高 い業 務 で あ った。

2.4.4漸 新 的 普 及

標準 化 の推 進 に 当 た っ て は,当 初 か ら全 体 を網 羅 して い な くて も,と りあ え
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ず 小 グル ープ 内 で の基 準 が 作 られ れ ば,・それ を軸 と して次 第 に範 囲 が広 が って

い く ことが 期待 で き る。 た だ し,こ の よ うな場 合 で も標準 的 ビ ジネ ス ・プ ロ ト

コル の体 系 や 内容 は,で き る だ け 広 い 範 囲,理 想 的 に は全体 に適 用 で き る案 で

な けれ ば な らな い。

JANコ ー ドは 当初(昭 和57年 当 時)は,食 品 ・雑 貨 商 晶 群 を対 象 と して,

PRを すす め た。 そ して,昭 和58年 頃 か ら文 具,書 籍,家 庭 電 気 レ コー ド,.

玩 具,写 真 用 品,家 庭 金物 な どの 業 界 に もPRを 開 始 して い る。

もとよ り,JANコ ー ドは国 際 コー ドで あ り,消 費 財 に適 用 で き る商 品 コー

ドで あ るが,漸 進 的 に進 め る べ き状況 に あ った ので あ る。

60年 代 に入 って,ス ポ ーツ 用 品,履 物,ア パ レル(定 番 衣 料)な ど の シ ーズ

ン性 の 強 い商 品 群 に もJANコ ー ドに よ る ソー ス マ ニ キ ングや 受 発 注 シス テ ム

化 の ニ ーズ が浮 上 し,そ の 普 及 が 具 体 化 しつ っ あ る。

2.4.5長 期 的 視 点

ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル の標 準 化 の 実 施 は か な りの 時 間 を 要 す る もの で あ り,

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 に対 して,政 府 か らの 支 援 が 行 われ る場 合 には,

そ の施 策,と りわ け予 算 措 置 にっ いて 長 期 的視 点 が 不 可 欠 で あ る。 民 活 で も同

じで あ る。

また,標 準 化 の 実 施 に当 た っ て は機 械 や ソフ トウ ェア の更 新 費 用 の 増 加 の み

が 目につ き易 い。 しか し,標 準 化 投 資 は長 期 にわ た る費 用 節 約 と い う形 で 回 収

され る もの で あり,長 期 的 な 費 用/便 益 の認 識 が必 要 で あ る。

流 通 コ ー ドセ ンタ ー の計 画 は10ケ 年 をベ ー ス と して い る。 事 業 と して は難 し

い もので あ る。 けれ ど も,長 期 的 な展 望 づ くり,ビ ジ ョンづ く りの 下 に,継 続

的 に研 究,"管 理"し て い くべ きで あ る。 実 行 不 可能 と も思 わ れ る,"ビ ジ ョ

ン"を か か げて,関 係 方 面 に気 長 に訴 えて い くこ とで あ る。

■
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2.4.6中 小 規 模 企 業 の 主 導

銀行 の為 替 シス テ ム の場 合,大 手 で あ る都 銀 の 主 導 で な く,地 銀 や 信 用金 庫

等単 独 で は情 報 ネ ッ トワ ー クの 形 成 が困 難 な企 業 の結 束 に よ って推 進 され た と

い う経緯 が あ る。 これ は,大 手 企 業 が独 自の情 報 ネ ッ トワー クを 作 り上 げ,業

界 と して の 標 準 化 が 困 難 な場 合 にお け る標準 化 の 推 進役 に,誰 が 適 当 か とい う

問題 に た い して示 唆 を与 え る もの と思 わ れ る。

ま た,わ が 国 は と りわ け 中小 企 業 が 多 い 国で あ る。 この 中小 企 業 の育 成 策 に

はい ろい ろ な手段 が あ るが,今 日的 に は 情報 化,シ ス テ ム化 とい う テ ク ノ ロ ジ

ー も適 用 で きよ う
。 協 同 組合,VC(ボ ラ ンN .リ ー チ ェー-Lン),FC(フ ラ ン

チ ャ イズ ・チ ェ ー ン),団 地,市 場,商 店 街,SC(シ ョッ ピン グセ ンタ ー)

な どの 共 同事 業 体 を支 え る 情 報 シス テ ム 化 の推 進 と,そ の情 報 シス テ ム化 を効

率 的 に 実行 で き る ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 は望 ま れ る基盤 整 備 で あ る。

流通 コー ドセ ン ク ー で はVC化 とネ ッ トワ ー ク化 の研 究 と実用 化 が1つ の研 究

の柱 で あ った 。

2.4.7財 団法 人 流 通 シス テ ム 開発 セ ン タ ー(流 通 コー ドセ ン タ ー)に つ いて

(1)設 立経 緯

昭 和44年7月,産 業 構 造 審 議会 流 通 部 門 は流 通 活 動 の システ ム化 の必 要 性

に つ いて の 中 間報 告 を 出 した。 そ の 中間 報 告 の 提 言 に基 づ き,昭 和45年9

月,故 ・永 野 重 雄 日本 商 工会 議 所会 頭 を座 長 と した 「流 通 シ ステ ム化 推 進 会

議」 が正 式 に設 置 され た 。 同推 進 会 議 の下 部機 構 と して,「 総 合 企画 委員 会 」

を始 め とす る6つ の委 員 会 が設 置 され,そ れ ぞれ の立 場 か ら流通 シ ステ ム化

の 方 向 が 検 討 され た。

そ の 一連 の作 業 成 果 を もと に,流 通 シス テ ム化 推 進会 議 は,昭 和46年7月

に これ か らの 流 通 シス テ ム化 政 策 の ビジ ョン と して 「流通 シス テ ム化 基本 方

針 」 を ま とめ た。

この 基 本 方 針 に 沿 って,政 府 と民 間 が一 体 とな っ て,流 通 シス テ ム化 を具
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体 的 に推 進す る ため の 専 門 機 関 の 設 置 が 要 請 され た。 この要 請 の もと に通 商

産 業省 は じめ関 係 各 界 の理 解 と協 力 に よ り昭和47年4月21日 通 商 産 業 大 臣 の

許 可 を え て 「財団 法人 流 通 シス テ ム 開 発 セ ンタ ー」 が正 式 に発 足 した。

そ の後,流 通 コー ドセ ン ター は情 報化 の研 究 と各 種 統一 コ ー ドな ど の管 理

・PR機 関 と して昭 和52年9月 に発 足 し た。 流 通 コ ー ドセ ンタ ーは ベ ル ギ ー

に本 部 を置 く,世 界 的 な コ ー ド管 理 機 構 のEANA(ヨ ー ロ ッパ ・ア ー テ ィ

クル ・ナ ンバ ー ・ア ソ シ エー シ ョン)に 正 式加 盟 して お り国際 機 関 の支 部 で

もあ る。

以 下 に流 通 コ ー ドセ ンタ ー の現 在 の活 動 状 況 を要 約 す る。

(2)POSシ ス テ ム の普 及 ・推 進

① 食 品 ・雑 貨 型

JANバ ー コ ー ド方 式(JISB9550)に よ るPOSシ ス テ ム の普 及 ・

推 進。JANタ イ プPOS導 入 店,約15,000店 舗 に達 す 。

〈共 通 商 品 コー ド(通 称:JANコ ー ド)の 登 録 ・管 理,ソ ース マ ー キ ン

グ 普 及 ・啓 蒙活 動 〉 昭 和53年 年 末 よ りPRを 開 始 して い る コー ドで,昭

和57年 末 よ り急 増 。

食 品,雑 貨 な どを 中 心 に ソー ス マ ー キ ングや 統一 伝 票 に 使 用 さ れ る共 通

商 品 コー ド(メ ーカ ー コ ー ド)登 録 な らび に管 理。 また ソ ー ス マ ー キ ング

の啓 蒙,普 及 。

〈登 録企 業 は食 品 ・雑 貨 の メ ーカ ー発 売 元,PB商 品 な ど を もっ卸,小 売

業 な ど約20,100社 。 毎 月300～500社,新 規 登 録 企 業 が 増加 して い る。〉

② 衣 料 品,耐 久 消費 財 型

OCR標 準 値 札 方 式(JISB9551)な ど に よ るPOSシ ス テ ムの 普

及,推 進 。OCR型POS導 入店,約5,000店 舗 に 達 す。

③ ク レ ジ ッ ト型(ク レ ジ ッ ト発 行 企 業 コー ド管 理)

OCRク レジ ッ トカ ー ド方 式(JISB9552)な ど に よ る クレジ ッ ト
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型POSシ ス テ ム の普 及,推 進 。

〈 ク レジ ッ ト企 業 コ ー ドの 登 録 ・管 理 〉 約800企 業 コ ー ド登 録 済 み 。

(3)POS情 報 活 用,流 通 デ ー タベ ー ス研 究

メ ー カ ー,卸 売 業,小 売 業 な ど にお け るPOSデ ー タの活 用 と業 界 流 通 デ

ー タベ ー ス のあ り方 の研 究
。 全 国 の小 売店 約100店 舗 よ りPOSデ ー タの 提

供 を受 けて,加 工 ・提供 す る シス テ ムを実 験 中。 この よ うな 実験 を 行 って評

価 す る とい う体 験 ス テ ップ が産 業 界普 及 の以 前 に重要 。

(4)オ ン ラ イ ン受 発 注 シス テ ムの研 究 とセ ンタ ー コー ド管 理

企 業間 オ ン ライ ン ・シス テ ムの研 究 。 プ ロ トコル,オ ン ライ ン受 発 注 伝 票

な どの標 準 化,推 進。

〈標 準 セ ンタ ー コ ー ドの登 録 管 理 〉 オ ン ライ ン ・デー タ交 換 の た めの 企業

(デ ー タを送 出す る側 の企 業)に セ ンタ ー コ ー ドと して付 番 ・管 理 。 管 理 対

象 企 業 は小 売 業,卸 売 業,製 造 業 な どが 中 心 。

⑤ 情 報 志 向型卸 売 業 の 研 究(ネ ッ ト、ワー クの あ り方 と機 能変 化)

情 報 化 を はか る卸売 業 の ため の モ デル形 成 や,基 盤 整備 条 件(標 準 デー タ

交 換 フォ ーマ ッ トの 作 成 や 共 同 情 報 セ ン ター の設 立,運 用 な ど)の 研 究 。 小

売 業 のPOSシ ス テ ム化 に対 応 して,卸 売 業 の情 報志 向 を支 え る,促 進 す る

研 究 は緊 急 の 課 題 とな って い る。

⑥ 統 一伝 票 の研 究 と推 進

百 貨 店,チ ェー ンス トア,卸 売業,さ らに家 電,履 物 とい っ た業 種 別 な ど

各 種統 一 伝 票 の制 定 と その推 進。 最 近 で は特 にJANコ ー ドを適 用 した オ ン

ラ イ ン受 発 注 型 統 一伝 票 の作 成 と普 及 。
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(7)共 通 取 引 先 コ ー ドの 登 録 ・管理

企 業 間 の 取 引 上 で 統 一 伝 票 な どで 使用 す る事 業 所 コー ド(口 座 番 号)の 登

録 な らび に管 理 。JANコ ー ドと異 な って1社 複 数 コ ー ドも あ る。 百 貨 店,

チ ェー ンス トア,セ ル フサ ー ビス店,VC,生 協 な ど多 数 が 利 用 中。 消 費 財

の 卸売 業,メ ー カ ー を 中心 に約13,000事 業 所 が登 録 済 。 この コ ー ドも受 発

注 オ ンライ ン化 で そ のニ ー ズ が 明確 に な って きて い る。

⑧ 物 流 シ ンボル,商 品券 ・ギ フ ト券 の標 準 化

物 流 シ ンボル は主 と して 集 合 包装(ダ ンボ ー ル な ど)の 上 に 表示 され る商

品 コー ド ・シ ンボ ル で あ る。 コ ー ドを シ ンボ ル表 示 して,自 動 仕 分 け シス テ

ムな どに応 用す る。 商 品 券 ・ギ フ ト券 はJANコ ー ドの 応 用 分 野 の1っ と し

て と りあ げ られ る もの で あ り,POSシ ス テ ム用 以外 に用 い られ るで あ ろ う

JANコ ー ドの1つ の ア プ リケ ー シ ョンと して の モ デ ル研 究で あ る。

(9)業 種 別POSマ ニ ュ アル 作 成

qo)機 器 シ ョウ な ど のPR,セ ミナ ー開 催

qoEAN国 際 機 構 へ の参 加 と意 見 交換
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第3章 調 査 研 究 の ま とめ

今 年 度 の調 査 研 究 で は,主 に 消 費財 の 単 品識 別 商 品 コー ドに つ い て調 査 研 究

を行 って きた。 前章 に お い て,そ の代 表 的 事 例 で あ るJANコ ー ドに つ いて ,

そ の歴 史 的 成 立 経 過,実 際 の適 用事 例 およ び普 及発 展 の理 由 な どを紹 介 した。

当調 査 研 究 で は,こ れ ら一 連 の事 実 を 分析 し,共 通 商品 コ ー ドが 成立 す るた

め の基 本 的 条 件 の 抽 出 を試 み た。 本 章 で は,そ の結 果 を示 す 。

JANコ ー ドは,現 在 の と こ ろ,消 費財 の共 通 商 品 コ ー ドと して 最 適 で あ る

と評 価 され て い るが,消 費 財以 外 の 商品 コ ー ド(例 え ば,素 材 な どの生 産 財)

と して は最 適 で な い可 能性 もあ る。 次 の 段 階 の生 産 財 の コー ドの 調査 研究 に役

立つ か ど うか は不 明で あ る が,JANコ ー ドの よ うに広 範 に普 及 した商 品 コ ー

ドが他 に見 当 らない とい う点 を 考 慮 して,こ れ を検 討 の ベ ー ス に した。 今 後 ,

この 消 費 財 の 商 品 コ ー ドを 基 本 と した 結果 が,他 の分 野(生 産 財 の商 品 コー ド,

商 品 分 類 コー ドな ど)に も適 用 で きる のか ど うか,検 討 す る必 要 が あ る。

尚,本 章 で は,業 界 や 企 業 を越 えて 共 通 に使 え る コ ー ドを共 通 コ ー ドと呼 び,

そ れ が公 的 レベ ルで 規 格 化 され て い る場 合(例 え ば,JIS化)は 標準 コー ド

と呼ん で い る。 また,あ る業 界 や 企 業 グル ープ な どで,体 系 が 同一 で,か つ 一

カ所 で 集 中管 理 され て い る コー ドを統 一 コ ー ドと呼 ぶ こ とにす る。

一79一



3.1商 品 コー ド共 通 化 の 目的 と効 果 ・

3.1.1UPC系 コー ド開 発 当初

今年 度,主 と して 調 査 研 究 を行 った コ ー ドは,UPC系 コ ー ドで あ るが,こ ・

の コ ー ドの特 徴 を示 す と以 下 の よ うに な る。

① 単 品 識別 用 商 品 コー ド

② ス ーパ ー,チ ェ ー ン ・ス トア な どの 小 売 店 で一 般 消 費 者 に販 売 され る商

品の コ ー ド

③ バ ー コ ー ドあ るい はOCR文 字 に よ って 商品 に表 示 さ れ る

④ 数 字 式 コー ド

これ らの 特徴 の中 で,② と③ が商 品 コー ドを 共 通 化 しな け れば な らな い 主 な理

由で あ る。 そ して,そ の根 本 的 な理 由 は,'図3-1に 示 す よ うに,ス ーパ ー な

どで の チ ェ ックア ウ ト(レ ジ処 理)の 合理 化 で あ っ た。

図3-1で は,コ ー ド共 通 化 の 恩 典 は主 に小 売 店 が 受 け,商 品 メ ー カ ー に は

メ リ ッ トが ない ば か りか,ソ ー ス ・マ ーキ ン グ とい う余 計 な 作 業 が増 え る とい

う見方 も可 能 で あ るが,こ れ は表 面 的 な 見方 で あ り,商 品 メ ー カー に も メ リッ

トはあ る。 レ ジ処 理 の 効 率化 とは,言 い換 え れ ば 流通 の効 率 化 で あ り,流 通 経

費 を減 少 させ る効 果 が あ る。 そ の 結 果,流 通 マ ー ジ ンを 含 む 末 端 販 売 価 格 が 下

が り消 費 を拡 大 させ,商 品 メ ー カ ーの 生 産量 が増 大 す る と い うプ ロセ スが 利 益

の増 加 を もた らす 。 文 章 で 示 す と,力 点 と作 用点 の距 離 が 長 くな り,迫 力 の乏

しい説 明 に な るが,実 効 はか な りあ る と考 え られ る。

そ こで,UPC系 コ ー ドに よ る商 品 コー ドの 共 通化 は,商 品 メ ー カ ー およ び

販 売 点 の双 方 に利 益 が あ った と結論 で き る。 ただ し,か な り大 き い視 野 で と ら

え な い と,こ の利 益 は 理解 で き ない の で,当 事 者 の意 識 が コー ド共 通 化 の成 否

を 大 き く左 右 す る と言 え る。

3.1.2JANコ ー ドの 場 合

社 会 情 勢 や 慣 習 が異 な れ ば,同 じ商 品 コ ー ドの 共 通 化 で もそ の 具体 的 目的 は
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異 って くる。UPC系 コー ドとい う と らえ方 で は,共 通 化 の 目的 は主 に レ ジ処

理 の合 理 化 で あ ったが,我 が 国 のJANコ ー ドに限 定 した 場合 は,そ の タ ー ゲ

ッ トが 同 じ流 通 の効 率 化'T'あ って も別 の解 釈 力1必要 に な る。

欧 米 で は,小 売 店 の 集約 化 が早 くか ら進 み,現 在 で は,ス ーパ ー,チ ェ ー ン

・ス トアが 小 売 の中 心 で あ る。 一 方 我 が 国で は,小 規 模 小 売 店 が 中 心 で あ り,

レ ジ処 理 効 率 化 だ けで は,JANコ ー ドの普 及 を 説 明 しき れ ない 。JANコ ー

ドの場 合 に は,卸 店 で の在 庫 管 理 の 効 率 化 や 商 品 メ ーカ ー と卸 店 開 の受 発 注 処

理 の 効率 化 とい う目的 が あ った 。

特 に,商 品 メ ーカ ー と卸 店 間 の受 発 注 処 理 は,オ ン ライ ン化 とい う段 階 を 経

て 企 業 間 ネ ッ トワ ー クへ 成 長 し,そ こで 使 用 され る受 発 注 用 共 通 商品 コ ー ドと

してJANコ ー ドは機 能 した 。企 業 間 ネ ッ トワー クが 成功 す る た め に は,ビ ジ

ネ ス ・プ ロ トコル の共 通 化 が不 可 欠 で あ るが,こ の面 で,JANコ ー ドはJ手

順 とい うよ きパ ー トナ ー に恵 まれ た 。 す な わ ち我 が 国で は,JANコ ー ドとJ

手1順 が セ ッ トに な った こ とに よ り,普 及 速 度 が 加速 した と考 え るべ きで あ る。

この 事 実 は,次 の よ うな こ とを 示 して い る。情 報 化 が 進 ん だ現 在 で は,共 通

コー ド単 独 で の 制 定 で は効 果 が 少 な く,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル と セ ッ トで 制 定

(注1)

され た 方 が効 果 が大 き い とい う ことで あ る。

3.1.3コ ンバ ー ジ ョ ン

現在 で は,共 通 商 品 コ ー ドの存 在 は,ネ ッ トワ ー ク化 の 基本 条件 と して位 置

付 け られ て い る。 ネ ッ トワ ー ク化 の 時 に常 に話 題 に な る問 題 と して,イ ンタ ー

オ ペ ラ ビ リィテ ィの確 保 が あ る。 そ の ため,適 切 な標 準 化 と コ ンバ ー ジ ョ ンが

必 要 で あ る とい うの が,一 般 的原 則 で あ る 。 しか しな が ら,商 品 コー ドに は,

この 一 般 則 が適 用 で き ない た め に,か な り厳 密 な共 通 化 が 必要 に な って くる。

商 品 コー ドの コ ンバ ー ジ ョンは非 常 に難 しい か らで あ る。

商 品 コー ドの コ ンバ ー ジ ョンを行 う一 般 的手 法 は,変 換 テ ー ブル を 用 い る方

(注1)こ こ では,メ ッセージ ・フ ォーマ ット,オ ンライ ン業務処理手順等を意味する。
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法 で あ る。 この テ ー ブル に は,現 存 す るすべ て の商 品 コー ドが 保 持 され て い な

け れ ば な らない 。 こ うい う前 提 を設 けて コ ンバ ー ジ ョンの 問 題 を 分析 す る。

消 費財 の 市場 で は,一 つ の大 型 ス ーパ ーで さえ1万 種 を 越 え る 商 品 を取 扱 っ

て い るので,全 体 で 流 通 して い る商 品 の種 類 は10万 種 を軽 く越 え るこ とに な る。

そ の ため,変 換 テ ー ブル の ア イ テ ム数 も10万 を越 え るが,現 在 の情 報 処 理 機 器

で は,こ の数 字 の大 き さ は た い した問 題 で は な い。 問題 は 運 用 で あ る。 ア イ テ

ム数 が10万 を越 え るテ ー ブル を メ ンテ ナ ンス しな けれ ば な らな い 。常 に新 しい

商 品 が 開発 され,売 れ な い 商 品 は消 え て行 くの で,テ ー ブル の変 更 は絶 え 間 な

く発生 す る。 日用 品 雑 貨 業 界 で は,1年 間 に 全体 のY3が 新 しい 商品 に入 れ 換 る

とい う し,家 電 業 界 で は,一 つ の商 品 の寿 命 が3年 程 度 と言 わ れ る。 そ こで,

ご く控 目に見 積 って も,毎 年1万 件 以 上 の テ ー ブル 変 更 が 発 生 す る。 か な り大

規 模 な運 用 体制 を構 築 しな い と変 換 テ ー ブルの 正確 性 を維 持 で き な い。 これ だ

け で も大 変 で あ るが,運 用 費 用 も相 当必 要 に な る。 不 可 能 で は な い が,非 現実

的 で あ ると結 論 で き るだ ろ う。

UPC系 コー ドに よ る商 品 コ ー ドの共通 化が,こ の大 コ ンバ ー ジ ョン ・セ ン

タ ー を一 切 不 用 に して い る ことを 考 え れば,そ の効 果 の絶 大 さが 想 像 で き る。

特 に,JANコ ー ドは 国 際 共 通 商 品 コ ー ドで あ る ので,そ の 効 果 は さ らに大 き

い。

レ
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3.2商 品 コー ド共 通 化 の条 件

商 品 コー ドを共 通化 す る 目的 お よ び効 果 が次 第 に 明 らか に な って きた。 こ こ

で,UPC系 コー ドが 消 費 財 の 共 通 商品 コ ー ドと して 普 及 して い っ た過 程 を材

料 に して,あ る コ ー ドが共 通 商 品 コ ー ドと して普 及 す る条 件 に つ い て分 析 す る。
`

3.2.1関 係 者 の 合 意 によ る コ ー ド体 系 の 決 定

最 終 的 に必 要 に な るの は,あ る コー ドが 共 通 商 品 コー ドと して適 当 で あ る と

い う合意 で あ る。 この 合 意 な く して は,い か にす ぐれ た コ ー ドで も共 通 商品 コ

ー ドと して 機能 す る こ とは .ない 。 あ る コー ドが 共 通 商 品 コ ー ドと して 適 当 か ど

うか は,そ の コ ー ドが 共 通 商 品 コ ー ド設 定 の 目的 を満 た して い るか ど うか で 判

断 され る。

(1)目 的 の明確 化

共 通 商 品 コー ドは,何 らか の機 械 化(効 率 化)の た め に必 要 に な るので,

例 え ば ネ ッ トワ ー ク 化概 案 な ど の構 想 が な け れ ば,求 め る コ ー ドの 具体 的 目

的 を設 定ず る こと は で きな い。 共通 商 品 コー ドの 設定 は,効 率 化 の一 つ の手

段 で あ るか ら,前 提 とな る構 想 が な けれ ば な らな い こ と は,当 然 の こ とと言

え よ う。 関 係 者 とは,そ の 構 想 の 中 で 関 係す る業 界 や 企 業 で あ る。 目的 が 明

確 で あれ ば,コ ー ド体 系 の提 案 が あ った 時 に,そ の効 果 を分 析 す る こ とが で

き,関 係者 が決 定 を下 す 判 断材 料 に な る。

例 え ば前 節 で述 べ た よ うに,UPC系 コー ドの 場 合 に は,以 下 の よ うに な

る。

・UPC… … レジ処 理 効 率 化(ソ ー ス ・マ ー キ ン グ)

・EAN… … 〃(〃)

・JAN… … 卸 店 在 庫 管 理,受 発 注 処 理,レ ジ処 理 効 率 化(ソ ース ・マ

ー キ ン グ)

目的 を 明確 にす る と き に注 意 す べ き こと は,関 係者 の認 識 す る 目 的 がす べ
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て 同 じに な る こ とであ る。 ここ に食 い違 い が あ る と,合 意 に達 す るこ とが 困

難 に な るが,こ れ につ い て は,後 述 す る。

② 共 通 商 品 コー ドの候 補

目 的 が 明確 に なれ ば,共 通 商 品 コ ー ドの候 補(た た き台)が 必 要 にな る。

多 数 の候 補 の中 か ら納 得 ず くで,最 適 な コー ドを 選択 す る と い うの が 理 想 で

あ る。 こ の理 想 に近 ず くた め に 多 数 の提 案 が 必 要 であ る。 こ こで の ポイ ン ト

は,共 通 商 品 コ ー ドを 必 要 とす る関 係 者 自身 が 提 案者 にな れ るか ど うか で あ

る 。UPC系 コ ー ドを 見 る限 りで は 提案 者lai常 に 第3者 で あ る。 例 え ば,

UPC… … メ ー カ ー8社 の 提 案

E.AN… …UPCが 第 一 候 補,他 にIBMのWPCな ど

JAN… …EANが 第 一 候 補

の よ う に な って い る。 ま た,JAN制 定 後 の 我 が 国の産 業 界(消 費材)で は ,

常 に第3者 と して,(財)流 通 シ ス テ ム開 発 セ ン タ ーが,JANを 共 通商 品 コ

ー ドとす る よ う提 案 して い る
。

そ こで,共 通 商 品 コ ー ドの候 補 は,そ れ を必 要 とす る関 係 者 と は,直 接 利

害 関 係 の な い第3者 が 提 案す る新 コ ー ドか,そ の 時 既 に存 在 す る共 通 商 品 コ

ー ドに絞 られ る と結 論 で きる
。

ト

(3)共 通 商 品 コー ドと して 受入 れ られ 易 い コ ー ド

① 目的 を 満 たす こ と

求 め て い る コー ドが単 品 種 管 理 用 で あ れば,そ れ を満 たす 体 系 が必 要 で

あ る。 しか しな が ら,要 求 を 満 た しさえ す れ ば,贅 沢 な体 系(桁 数 が 長 い)

で もよ い とい うわ けで は な く,簡 素 な 体 系 で な ければ な らな い。 この 「贅

沢 一 簡 素 」 の 基 準 は,検 討 時 の 情 報処 理 技術 レベル,コ ー ドの運 用(特

に 入 力)に よ って 大 き く変 化 す る。
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② 長期 的安 定性

共 通商 品 コ ー ドは,企 業 の壁 や業 界 を 越 え て流通 す る もので あ るか ら,

そ の体 系 は 長 期 的 安 定性 が必 要 で あ る。 こ こで の ポ イ ン トは,コ ー ドの オ

ーバ ー フ ローを 防 ぐこ とで あ り ,十 分 な 見通 しの基 に設 計 され て い る必 要

が あ る。 例 え ば,EAN(JAN)で は 第2.1節 で 示 した よ うに,オ ーバ

ー フ ロ ー に対 して 十 分 な余 裕 を持 つ設 計 と対策 を実 施 し,長 寿 命 化 と信 頼

性 の増 加 を図 って い る。

③ 取 扱 い容 易性

コー ドとい う もの は,多 か れ 少 なか れ,人 手 に よ る処 理 の対 象 とな る も

の で あ る。 特 に 入 力 関 係 は,人 手 に よ る こと が多 い 。 そ こで,例 え ば 入 力

容 易 性 な どは,大 きな フ ァク ター に な る。

UPC系 コ ー ドは数 字 の み で 構成 され て い るので,テ ンキー だ け で 入 力

で きる メ リッ トが あ り,さ らに,バ ー コ ー ド表 示 す る こと に よ り,自 動 入

力 も可 能 とい うメ リッ トもあ る。 こ うい うこ とが,共 通商 品 コー ドと して

採 用 さ れ るの に,大 き く役 立 った と思 わ れ る。

④ メ ン テナ ンス容 易 性

メ ー カ ーで は,常 に新 商 品 を 開発 して い るの で,世 の中 の 商 品種 は,か

な りダ イ ナ ミック に変 動 す る。 その た め,適 切 な メ ンテ ナ ンス方 式 が と ら

れ な い 商 品 コー ドは,共 通 コ ー ドと して は不 適 当 とい うこ とに な る。

UPC系 コー ドで は,コ ー ド体 系 を,コ ー ド管 理 体 系(メ ンテ ナ ンス 体

系)に 合 わ せ る こ とに よ って,メ ン テ ナ ンス問 題 を解 決 して い る。 この 結

果,比 較 的 容 易 に,コ ー ドの ユ ニ ー ク 性 を 確保 で き る商 品 ア イ テ ム コ ー ド

を,商 品 メ ー カ ー 自身 が管 理す る こ とは 理 に適 って お り,商 品 コ ー ド管 理

の一 つ の方 向 を示 す もの と して 注 目 され る。

UPC系 コー ドの管 理 方 式 は,消 費 財 の 商 品 コ ー ドだ けで は な く,生 産

財 の商 品 コー ドに も有 効 な方 式で あ る と結 論 で きる。
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(4)関 係 者 によ る検 討 の 場

候 補 と な る コー ドの 適 性 を検 討 し,最 終 的 に一 つ の コ ー ドの 選 択 を行 う場

の確 保 が 重 要で あ る。 そ の た め に は,既 存 の業 界 団 体 の活 用 を は じめ,既 成

の 枠 を 越 え た新 しい話 合 い の 場 の設 定 な ど,ど ち らか と言 えば,コ ー ド開 発

の 周 辺 整 備 と考 え られ るよ うな項 目に力 をいれ る必 要 が あ る。 これ につ いて

は,第3.4節 で も う一 度 触 れ る。

3.2.2決 定 後 の 普 及 に つ い て

関係 者 の 合 意 に よ り共 通 商 品 コー ドが設 定 され れば,た だ ち に普 及が 始 ま る

と考 え る の は,や や 短 落 的 で あ る。 共 通 商 品 コー ドが 普 及 す るか ど うか は,合

意 に至 る プ ロ セス と合 意 後 の 普 及 活 動 に よ って 大 き く左 右 され るか らで あ る。

レ

{1)合 意 内容 の 実現

前項 で示 した 関係 者 の 合 意 とは,妥 協 の産物 に な る こ とを 覚 悟 しな ければ

な らな い。 そ して,現 在 ま で に実 際 に 実施 され た 合意 に は,法 的 強 制 力が 付

加 され て い な い場 合 が 多 い。 そ の た め,少 しで も運 用 を誤 ま れ ば,合 意 の 約

束 を 関係 者 が 守 らな い可 能 性 が非 常 に大 きい。 す なわ ち,関 係者 に よ る合 意

の実 現 よ りも,普 及 の 方 が は るかに 難 しい とい うこ とが 言 え る。

この た め,現 存 す る共 通 商 品 コ ー ドに は,例 外 な く中 立 的 な推 進 母 体 が あ

る。UPCコ ー ドにお け るUCCとDCI,EANコ ー ドに お け るEANA

およ びJANコ ー ドに お け る(財)流 通 シス テ ム開 発 セ ンタ ーの 流 通 コー ドセ

ン ター で あ る。

② 推 進 母 体 の 役 割

推 進 母 体 の最 大 の 役 割 は,コ ー ドの メ ンテ ナ ンスで あ る。 第2.1節 で示 し

てい る よ うに企 業 の壁 や業 界 を越 えて 流 通 す る コー ドで は,第3者 機 関 に よ
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る コー ド管 理 が是 非 と も必 要 で あ る。 これが 存 在 して 始 めて,合 意 内容 の 基

(注2)

本 が実 現 され,ま た 合 意 した共 通 商品 コ ー ドが信 頼 で き る もの とな る。 その

ため,共 通 商 品 コー ド普 及 の第 一 歩 は,第3者 によ る推 進 母 体 の確 立 に な る。

これ だ け で は不 十 分 で あ る。 共 通 商 品 コ ー ドを 採用 す る企 業 を増 や す た め

に は,日 常 的 な普 及 活 動 が 必要 で あ る。 推 進母 体 の も う一 つ の役 割 は,こ の

普 及 活動 の 実施 で あ る。

、

③ 普 及 活 動 の方 法

① 最初 の 普及 活 動

共 通 商 品 コー ドは 関 係 者 の 合意 に よ り定 ま る。'この 合 意 内容 の 中 に 「原

則 と して 関係 者 は採 用す る」 とい う約 束 を盛 り込 ん で お くの が,手 っ取 り

早 い方 法で あ る。 しか しな が ら,こ の よ うな 項 目が含 まれ て い る と,合 意

が容 易 に得 られ ない可 能 性 が あ り,い っ も有 効 とは 言 え な い 。

その た め,関 係 者 で あ る個 別 企業 毎 に採 用 を働 きか け な けれ ば な らない 。

この活 動 は極 め て 重 要 で あ る。 共通 商 品 コー ドに合 意 した 関係 者 自身 が採

用 しな い コー ドは,と て も普 及 す る と は考 え られ ない か らで あ る。

② 継 続 的普 及活 動

最 初 の合 意 に 参 加 す る 企業 あ るい は業 界 の数 に は限 りが あ る。 全 産 業 の

代 表 者 が 集 合 して,共 通 商 品 コ ー ドの 検 討 を 行 うの は 不 可能 に近 い。 そ こ

で,あ る程 度 限 定 的 な業 界 の参 加 の 基 に共 通 商 品 コ ー ドを 設 定 し使 う とい

うのが 自然 な姿 で あ る。 しか しなが ら,有 用 な 共 通 商 品 コ ー ドで あ れ ば,

一 部 業 界 の 普 及 に 留 め て お くの は宝 の持 腐 れで あ る。 そ こで,最 初 に適 用

した業 界 で の実 績 をて こ に他 の業 界 に も普 及 させ て い く必要 が あ る。

我 が 国 の場 合,食 品業 界 で の採 用 を 出発 点 に して,他 の 業 界 に 広 が って

い る が,そ の 陰 に(財)流 通 シス テ ム 開発 セ ンタ ー の普 及活 動 が あ った こ と

を 見逃 す こ とは で き ない 。

4

(注2)UPC系 コ ー ドの国識 別 コー ドや企業 コー ドを管理す る機関
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我 が 国 のJANコ ー ドはJIS化 して い る こ と もあ るが,現 在 の よ う に

広範 に普 及 して い る状 況 か ら見 て も,も は や 消 費財 の標 準 商 品 コー ドと い

う こ とが で き るだ ろ う。 極 く一 部 の業 界 で 共 通 化 され た コー ドで も,そ の

後広 範 に 普 及す れ ば,標 準 コ ー ドに な り得 る こ とを示 して い る。 そ の意 味

で も,推 進 母体 に よ る普 及活 動 は非 常 に重 要 で ある。

T

3.2.3共 通 コー ド評 価 の ポ イ ン ト

業 界 や企 業 が 集 って,共 通 商品 コ ー ドの 検 討 を 行 うとき,具 体 的 な試 案 が 必

要 で あ る。 前述 した よ う に,そ の 試 案 は 第3者 が 提案 す るの が 望 ま しい 。 こ こ

で は,提 案 され た コ ー ドを 評価 す る 時 の ポ イ ン ト(い い換 え れ ば設 計 の ポ イ ン

トで もあ る)に つ い て 述 べ る。

尚,本 項 は,す べ て 消費 財 の コ ー ド(主 にJANコ ー ド)に つ い て の調 査 結

果 を ベ ー スに ま とめ た。

「

(1)機 能 の絞 り込 み

一 般 的 に
,商 品 コー ドには 多 数 の 機 能 が 要 求 され る。 この 要 求 は企 業 毎 に

異 な るので,す べ て を満 た す コ ー ドを 設 計 す る こ とは困 難 で あ る。 そ こで,

機 能 の 絞 り込 み が 必 要 で あ るが,以 下 の二 つ の 機能 だ け は残 さ な けれ ば な ら

な い。

・ メ ンテ ナ ン ス(管 理)の 容 易 性

・ 単 品 種 の識 別(ユ ニ ー ク 性)

限 られ た桁 数 で 上 記 の機 能 を 満 た そ う とす ると,通 常,他 の 分類 機 能 は削 除

しな けれ ば な らな いこ とが 多 い。

② 桁 数 とオ ーバ ー フロ ー

オ ーバ ー フ ロー とは,コ ー ド種類 よ り も実 際 の 商 品の 種類 の方 が 多 くな り ,

コ ー ドが付 け られ な くな る ,コ ー ド体 系 の崩 壊 現象 を指す 。 これ を 防 ぐに は,
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桁 数 を 増 加 す れ ば よ い が,使 う立 場 か らは短 い方 が よ い ので,桁 数 の 上 限 は

意 外 に 低 い と こ ろに な在 す る。

n桁 の 数 字 コー ドは,10n個 の 識 別 が可 能 で あ6 ,が,コ ー ド体系 に よ っ て

は,も っ と簡単 に崩 壊 す る。 例 え ば,図3-2の コ ー ドは,108(=100,000,

000)個 の 識 別 が可 能 に もか か わ らず,メ ー カ ー 数 が104(=10,000)を 越 え た

だ けで 崩 壊 す る。

合成 コー ドで は,要 素 の数 が 多 け れ ば 多 い程,崩 壊 の危 険 性 が大 き くな る

とい わ れ る。 そ の た め,共 通 コ ー ドの 合 成要 素 は少 な い(っ ま り単 純)方 が

よ い と言 わ れ て い る。

、

(3)桁 数 と実 際 の ア イ テ ム数

区別 す べ き商 品種 の総 数(ア イ テ ム数)が 定 まれ ば,コ ー ドの桁 数 は 自然

に 定 ま る。 ア イテ ム数 を定 め る場 合 に大 きな 問題 が2つ あ る。 そ れ は,

① 一 品 種 の定 義

② ア イ テ ム数 の予 測

で あ る。 ① は,商 品 の性 質 や 業 務 形 態 に よ って異 な るので,一 般 的 な 定義 の

仕 方 は な く,個 々 の ケー ス毎 に定 め る こ とに な る。 そ して,業 界 全体 と して

は 共 通 で な け れ ばな らな い の で,か な り難 か しい作 業 とな る。

② の 主 要 な問 題 は,予 測 の 正確 性 で あ る。 この 予測 を誤 ると,コ ー ドの オ

ーバ ー フ ロー が起 き るの で ,大 変 重要 で あ る。

(4)入 出 力 と使 用 文字 種

既 存 の 標 準 コー ドは,数 字 で 構成 さ れ て い る もの が 多 い。 入 出力 だ け を取

り上 げれ ば,数 字 コ ー ドが す ぐれ て い る こ と は明 白で あ る。 バ ー コ ー ド ・ リ

ー ダ ー を 用 い る場 合(例:JANコ ー ド)の よ うに技 術 的 制 約で,数 字 コ ー

ドに 限 定 され る場 合 もあ る。

一 方 ,マ ンマ シ ン ・イ ンタ フ ェ ース の 向 上 とい う視点 で は,数 字 コ ー ドよ
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り も英 数 字 コー ド(日 本 で は,漢 字 式 コー ド)の 方 が 取 り扱 い 易 い と い う こ

(注3)

と も明 白で あ るが,入 力 方 式 が 大 き な問題 とな って くる。

総 合 的 に どち らが 良 い か と い うこ とは,一 般 的 に は 言 え ない ので,個 々の

ケ ース に応 じて選 択 しな けれ ば な らな い。 そ して,業 界 全 体 と して は共 通 で

な けれ ば な らな い ので,こ の選 択 も難 しい作業 と な る。

,

(5)固 定 長 と可 変 長

従 来,コ ン ピュ ー タ処 理 に用 い られ る コー ドは 固定 長 で あ った。 しか し,

コ ン ピュー タ処 理 以 前 か ら使 われ て い る コ ー
.ドに は可 変 長 の コー ドもあ る。

代 表 例 と して,電 話 番 号 を あ げ てお く。 従来,コ ン ピュ ー タ処 理 用 コー ドが

固 定 長 で あ った の は,主 に技術 的 制 約 で あ っ た こ とを 考 慮 す れ ば,技 術 が進

歩 した 現在 で は,可 変 長 も十 分 可 能 で あ る。例 えば,最 新 の バ ー コー ド・デ

ー タ分析 用LSIは ,最 大32桁 まで の可 変 長 デー タ を処 理 で き る。

そ こで,共 通 商 品 コ ー ドは固 定長 に 限 る とい う固 定概 念 は,も はや不 用 で

あ る。 そ の商 品 コ ー ドを受 け入 れ る シス テ ム側 で の 対 応 が可 能 で あ れ ば ,可

変 長 方 式 の得 失 につ い て真 剣 に検 討 され るべ きで あ る。

8

㈲ コ ー ドの運 用

商 品 コー ドで は,コ ー ド化 の 対 象 とな る商 品 種 が ダ イ ナ ミック に変動 す る

の で,頻 繁 な追 加,削 除 が避 け られ な い。 その た め,商 品 コー ドの 設 計で は ,

そ の体 系(構 成,桁 数,構 成 文 字 種)と と もに,メ ンテ ナ ンス と利 用者 へ の

伝 達 計 画 が,必 ず 必 要 で あ る。 この計 画 が 曖昧 な コー ドは,共 通 商 品 コ ー ド

と して は,不 適 当で あ る。

(7)将 来 へ の発 展 性 の付 加

予 測 し得 る将 来 の新 しい 適 用 先 の 状 況 を考 慮 して,あ る程 度 コー ド体 系 を

(注3)表 意 コー ドに し易い他,桁 数短縮 の効果が ある。
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冗 長 にす るこ とで あ る。 問題 点 は,正 確 な予 測 で あ る。 しか し,予 測 が 困難

だか らとい う理 由 で,一 切 の 冗 長 性 を排 除 して しま うの は,後 に悔 い を残 す

こ とに な る。

ある業 界 の コ ー ドが,他 の業 界 に も普 及 す る こ とは,標 準 化 へ の 主 要 な ス

テ ップ だ と考 え られ,こ の意 味で は,合 理 的な 冗 長 性 を コ ー ド体 系 に持 た す

ことが か な り重 要 で あ る。

、

…= ド…=
(注)N数 字 とす る。

図3-2合 成 コ ー ドの 例

{
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●

へ

3.3消 費 財 と生 産 財

UPC系 コ ー ドは,消 費財 の 共 通 商 品 コー ドと して使 われ て い る。 我 が 国 の

JANコ ー ドも,食 品 業 界,医 薬 品業 界,日 用 品 雑 化 業 界,家 電 業 界 な どの 最

終 商 品 の コ ー ドと して 使 われ て い る。元 々 の 目的 が 消費 財 で あ っ た と結 論 す る

こ と もで き るが,素 材,原 材 料 な どの生 産 財 の 商 品 コ ー ドと して ,UPC系 コ

ー ドを 用 い るこ と も可 能 か も しれ な い
。

生 産財 に おい て も,消 費 財 の よ うに ダ イナ ミックで はな いが,流 通 は あ る 。

代 表 例 は,原 材料 メ ー カ ー と需 要家(主 に加 工 メ ー カー)間 の 流通 で,商 社

(総 合 商 社 あ るい は専 門 商 社)が 仲 介 者 と して 存 在 す る場 合 が 多 い。 生 産 財 の

流 通 で も情 報化 が 必 要 か ど うか は,別 途調 査 の うえ 結 論 しな け れ ば な らな いが,

も し必 要 だ とす れ ば,流 通 の 効 率 化 の ため に,生 産 財 の共 通 商品 コー ドお よ び

そ れ とセ ッ トに な る ビジネ ス ・プ ロ トコルが 必 要 に な る。

現 時点 で,生 産 財 の 共通 商 品 コー ドの第一 候 補 は,UPC系 コ ー ドで あ り,

具 体 的 にはJANコ ー ドで あ る。 商品 の特 性 や 流 通 形 態 な どが 商 品 コー ドの 体

系 に及 ぼす 影 響 は,一 般 的 に大 き い と言 わ れ て い るので,今 後 十 分検 討 す る必

要 が あ る。

生 産 財 の 共通 商 品 コ ー ドと してJANコ ー ドが使 え れ ば,多 くの問 題 が 一 挙

に解 決 して しま うが,気 に な る項 目が い くっ か あ る こと も事 実 で あ る。

① 商 品 特 性 の 違 い

② 売 買 ス タ イ ル の違 い

な どで あ る。 これ らを も う少 し詳 し く説 明 して お く。

① 商 品 特 性 の違 い

一 般 的 に ,消 費 財 は定 型 品 で あ る。 液体 や 粉 末 な どの 無 定 型 品 も,瓶 詰 め

や罐 詰 め に して 定 型 品 と して 扱 え る よ うに して い る。 特 に近 年 ,計 売 りは 消

滅 しつ つ あ る。

一 方 ,生 産 財 は 無定 型 品 が 多 い。 金 属 で は,イ ン ゴ ッ トとい う形 もあ る。

ドラム罐 な どは 輸 送 用 機 器 と して と らえ た 方 が よ く,パ イ プ ラ イ ンで 輸送 す

一93一



る液体 もあ る。

② 売 買 ス タ イル の 違 い

消 費 財 は,店 頭 販 売(通 信 販 売 もあ るが)が 中心 で あ り,生 産 財 は,主 と

して 商 談 形 式 で販 売 さ れ る。 さ らに,一 括 契 約 随 時発 注,ス ポ ッ ト取 引 な ど

多 くの バ リエ ー シ ョンが あ る。 ま た,商 談 の 時に,規 格 の範 囲 内 で 商 品仕 様(注4)

を変 更 す る一 種 の特 別 注 文 が 多 く,生 産 財 の大 き な特 徴 に な って い る。

も

以 上 の項 目が 生 産 財 の 商 品 コー ドへ のJANコ ー ドの 適 用 を ただ ち に不 可 と

す る もの で は ない に して も,十 分検 討 され るべ き項 目で あ る こ とは確 で あ る。

命

ハ

(注4)洋 服 のイー ジーオーダ ーに相当す る。
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3.4広 域 コ ー ドの検 討 に つ いて

3.4.1コ ー ド規 格 化 の 現 状

我 が国 の 国家 規 格 で あ るJIS(日 本 工 業 規格)は,工 業 標準 化 法 に従 っ て,

「日本 工 業 標 準 化 調 査 会 」 の下 で 制 定 され て い る。 この下 で,コ ー ドの規 格 が

表3-1の ご と く存 在 して い る。

表3-1コ ー ド関連 のJIS

(下 二桁 は制定年)

6260-73

261-7

6262-77

6263-77

6264-7

6265-86

6266-80

6267-77

6269-84

623-8

6301-7

6302-86

6303-74

634-7

6305-76

油

田

都 道 府 県 コ ー ド

市 区 町村 コ ー ド

日付 の 表 示(コ ー ド)

時刻 の 表示(コ ー ド)

性 別 コー ド

産業 分類 コ ー ド

職 業分 類 コー ド

商 品 分類 コー ド

勘定 科 目 コ ー ド

単 位 記 号 の情 報 交 換 用 表 記 方 法

学 歴 区 分 コ ー ド

大 学 ・高 等 専 門 学 校 コ ー ド

続 柄 コー ド

地 域 メ ッシ ュ ・コ ー ド

地 目 コー ド

(注)昭 和61年4月 改正 予 定

規 格 コー ドの 中 に は,政 府 各 種 統 計 に活 用 す るた め の もの が 多 く含 ま れて い

るが,商 品 流 通 に係 わ る コ ー ドも含 まれ て お り,現 在 利用 され て い る。 特 に産
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業 や 職業 の多 様 化 に伴 って,そ の 改 正 が 予 定 され て い る。 この よ うな国 家 規 格

にお い て も,特 に情報 技 術 に つい て,

① 技術 の進 歩 が 著 しく速 い こ と

② ユ ー ザ ー の底 辺 が 広 汎 で,か っ機 器 が シス テ ム化,ネ ッ トワ ー ク化 して

用 い られ るた め,機 器 や デ ー タの 相 互 運 用性(イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ)

に関す るニ ー ズが 高 い こと

③ 技 術仕 様,情 報 処 理 仕 様 が 複 雑 で あ る こ と

④ 標準 化 に 関 して は 国 際 的 な調 和 が肝 要 で あ る こと

が 認 識 され て い る。 この反 映 と して,

① 規 格 作 成 の 迅速 化

「工業 標 準 化 法 施 行 規 則,第31条 た だ し書 き適 用 」 に よ り,学 識 経 験 者,

メー カ ー及 び ユ ー ザ ー の適 切 な 構 成 比率 の審 議 の下 に十 分 な コ ンセ ンサ ス

が 得 られ た もの につ い て は,日 本 工業 標 準 化 調 査会 に お け る専 門 委員 会 審

議 を省 略 す る とい う 「FASTTRACK」 方 法 の採 用 が始 め られ て い る。

② 規 格 作 成機 能 の 強化

従 来 か ら,標 準 化 事 業 を行 って きて い る工業 会,協 会,学 会 等 の機 能 強

化 が 進 め られ,民 間 の活 力 を 生 か す こ とが要 請 され て い る。

③ 規 格 普 及 策 の 強 化策

など か ら成 る施 策 が推 進 され て き て い る。

一 方 ,ISO(国 際 標 準 化 機 構)は 標 準 化 の定義 を,「 与 え られ た 条件 下 で,

最 適 な秩 序 を得 る ため に解 決 を 作 成す る活動 で あ る。」 と して い る。 この よ う

な 標準 化 が,規 格(Standard)の 作 成 を 目的 とす る こ と は,い うまで もない 。

しか し標 準 化作 業 は 多 大 の コ ス トと人 力 を要 す る もの で あ る。

同 時 に,情 報技 術 の 影 響 は,経 済 ・社 会 ・文化 と強 い 係 わ りを 持 つ よ うに な

って きて お り,単 に技 術 面 の 標準 化 だ け で な く,経 済 活 動 な ど にお け る行 動 形

態 に関 す る共通 の認 識 を必 要 とす る こ と が,今 日指 摘 され て い る。 この具 体 的

行 動 は,業 界 の間 で 検 討 され て い る 「ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の確 立 に 向 けた検
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討 」 に表 わ れ て い る。 ビジネ ス ・プ ロ トコ ルの 検討 は,国 家 規 格 の枠 組 の 中 で

論 じ られ るこ とに な るが,そ の 成 果 は国 家規 格 とす る必 然 は必 ず しもな く,業

界 あ る い は業 界 間 で 適切 に運 用 さ れ る こ とで も機 能 を発 揮 し得 る。

この よ うな,国 家 レベ ル の規 格 を求 め る標 準 化 活 動 と共 に,情 報 技術 の浸 透

が は か られ た今 日で は,よ り実 質 的 に相 互 運 用 性 が実 現 され る活動 に焦 点 が 当

て られ て くる。 後 者 に よ り,業 界 あ るい は 市場 に お け る 「defactstandard」

の 形 成 に類 似 した共 通 の 認 識 に 基 づ い た情 報 活 動 が,現 実 的 に もた らさ れ る こ

とへ の 期待 が高 ま っ て い る。

3

3.4.2広 域 コー ド検 討 の 重 要 性

業 界 で コ ンセ ンサ スを得 た コ ー ドを総 合 的 に運 用 して い る事 例 と して,「 財

団 法 人 流 通 システ ク開発 セ ンタ ー」 に よ るJANコ ー ドが あ る。 現 在 の と こ ろ,

流 通 さ れ る消 費 財 に 限 定 され て い る もの の,基 本 コ ー ド枠 組 の 下 に,業 界 で 作

成 した商 品 コー ドが登 録 され,運 用 ・維 持 され て い る。 同 時 に今 日の 情報 技術

を コ ー ドに反 映 させ る調 査 研 究 も積極 的 に推 進 して い る。

(財)流 通 シス テ ム 開発 セ ンタ ー の活 動 に は,大 き な評価 が与 え られ てお り,

そ の 重要 性 は ます ます 高 め られ て い る。 しか し,業 界 が製 造 す る製 品 は,消 費

者 に渡 る商 品 の み で は な く,原 材 料 あ るい は 中間 加 工品 な どが 多様 に存 在 して

お り,流 通 全 体 か ら見 れ ば,こ れ ら 「生 産 財」 の 占 め る比 率 もか な り あ る。

この 所 謂 「生 産 財」 を含 め て,コ ー ドの相 互 運 用性 が もた らされ,ま た その

流 通 に伴 な う発注,輸 送,決 済 な どの コー ドが総 合 的 に体 系 化 され た と き,流

通 全 体 が 見通 せ る ビジネ ス ・プ ロ トコル が始 め て議 論 され る こ とにな る。

流 通 の 中で,か な りの比 率 を 占め る生 産 財 の コー ドのあ り方 を検討 す る こ と

は,今 年度 の調 査 研 究 の直 接 目標 で は な い。 今 年 度 は段 階 的 に,現 在 共 通 コー

ドが 整備 され て い る 「消費 財 」 を 中心 に具 体 的 に調 査 を行 い,そ の 実情 の認 識

を深 め た。 同 時 にそ の 過 程 で,今 後 取 り組 まね ば な ら ない 生産 財 の性 格 的差 異

が 浮 か び上 が って い る。 これ らの 差 異 は,ま だ十 分 に 整理 す るに至 ってい な い
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が,そ の 中 で認 識 を得 た もの にっ い て以 下 に概 要 を示 す 。

(1)製 品識 別 の違 い

消 費 財 を限 られ た桁 数 の コ ー ドで 表 現 す る場 合,商 品 分類 コー ドが 使 用 さ

れ る。 この分 類 コ ー ドは,日 常 的意 味 で の 商 品 分 類 に基 づ い て な され る もの

で あ り,例 えば,小 売業 における売上げ 分類な どと一 次的に関連 した実用的

な 分類 コー ドで あ る。

しか し今 日的 な 流 通 で は,コ ー ドの 利用 可 能 局 面 を拡 大 し,従 来 的 な使 用

目的 に加 え て,例 え ば商 品 輸 送 上 の性 格(保 冷車 を必要 とす る商品の 区分 など)

に踏 み 込 んだ,積 極 的 な再 編 を行 お う とす る試 み もあ る。 この よ うな場 合,

分類 に基 づ く コー ドに こだ わ り続 け る と,次 第 に設 計 が 困 難 にな って くる。

製品識別の差異が分類 コー ドの体 系 に影 響 を与 え る とす る判 断 は,一 般 的 に

認 め られ る と こ ろで あ ろ う。 結果 と して,多 様 な識 別 機 能 を一 つ の 分類 コー

ドで 実 現 す る の は難 しい とい う結論 にな る。 消 費 財 の商 品 コー ドで あ るJA

Nコ ー ドは,コ ー ド自体 の従 来 型 分類 体 系 を ほぼ 捨 て て い るが,目 的 の 多様

性 とい う面 を 考慮 す れ ば,納 得 で きる こ とで あ る。

生 産 財 は,こ の よ う な意 味 で は,消 費 財 とは比 較 に な らぬ 程製 品識 別 法 に

多 様 性 を もって い る。 例 え ば,

・ 製 品 の性 能 的 属 性 に よ る識 別(鋼 材 の 組 成 成 分 に よ る識 別 な どの事 例

が 存 在 す る。)

・ 製 品 の形 態 的 属性 に よる識 別(シ ー ム レス鋼 管 等,鋼 材 の形 態 に よ る

細 分 類 は この識 別 の 事 例 で あ る。)

・ 製 品 の定 格 規 格 に よ る識 別(電 子 部品 の識 別 に多 くの事 例 が存 在 す る。)

・ 製 品 の 輸送 属 性 に よ る識 別(輸 送 単位 の識 別 は,大 形生 産 財 の時 には

重 要 と み な さ れ る。)

な どの よ うに,数 多 くを 列挙 し得 る。 こ れ らの 製 品識 別 法 は,従 来 の商 品 分

類 とは根 本 的 に異 な る も ので あ り,い わ ば,多 様 な 目的志 向 の識 別 とな って
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い る。 また ,目 的 志 向 的識 別 を 必要 とす る認識 は,生 産 財 を生産 す る業 界 に

よ り異 な り,一 般 性 を見 い 出 す こ とが容 易 で ない だ け で な く,一 つ の業 界 の

中で も時 代 と共 に 認識 が変 遷 して きて い るの も,ま た 事 実 で あ る。

したが って,業 界 内 にお い て も,業 際 に お いて も,固 定 的 な製 品識 別 に は

そ ぐわ な い困 難 さを抱 え て い るとい え よ う。

,

(2)生 産財にお け るdefact識 別法

この ように複 雑 な識 別要素 を有す る生産財 にお いて も,業 界内あ るいは業

際で生産財を流 通 させ るため に有効 なよ うに,識 別名称が付 され ることが あ

る。 例 え ば 電子 部 品 で あ るIC(集 積 回路)に は,市 場 シ ェ アの 高 い メー カ

ーが 付与 した識 別 名 が
,市 場 標準 識 別 名 と して 利 用 され る こ とが あ る。IC

の 論理 的 ・電 気 的性 能 や 規格 の詳 細 まで も網 羅 した 理想 に近 ず こ うとす る分

類 識 別法 は通 常 利 用 さ れ な い。

いわ ば,defact識 別 法 とみ な され るよ うな手 法 の存 在 は ,電 子 部 品 に限

らず 数 多 くの事 例 が あ る。 ま た,そ の 実用 性 は高 く,そ の 存 在 は否 定 しえ な

い。 この よ うな 実 勢 に よ る識 別 法 が 多様 に用 い られ て い る こ と も,生 産 財 の

大 き な特徴 で あ る。

♪

■

以 上 述 べ た生産 財 の特 徴 を把 握 しつ つ,そ の識 別 コー ドの あ り方 を議論 して

ゆ くこ とが,次 年 度 に向 け た本 調査 研 究 の 目標 で あ る。 そ の研 究 成 果 が容 易 に

見 通 せ な い こ と も,本 調 査 研 究 の特 徴 の一 つで あ る。 しか し,こ の よ うな困 難

な属 性 を もつ 分 野 に対 して,困 難 が 予 想 され る検 討 を継 続 しな い限 り,共 通 コ

ー ドの 普 及 は
,従 来 通 り長 い年 月 をか けて行 うと い う状 況 を 脱 しえ ない。 今 日,

実 質 的 な意 味 で の 共通 コ ー ドで あ るJANコ ー ドは,広 範 な 普 及 に10年 近 くを

要 して い る。 それ で も,全 体 の 中 で は ご く一部 で しか ない。 そ の残 存 部 は,こ

こ に記 した こと を始 め とす る未経 験 の分 野 で あ る。
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3.4.3コ ー ド管 理

(財)流 通 システム 開発 セ ンタ ー に よ るJANコ ー ドは・ 消費 財 に 関す る管 理

され た コ ー ドとな っ て い る。 徐 々 に 消 費 財 の 中 で の コ ー ドの 共 通 化 が 同 セ ン タ

ー によ り進 行 して お り ,ま た 同 時 に,コ ー ドに記 述 しえ ない 属 性 の取 扱 いや,

コ ー ドの ライ フサ イ クル を補 間 す るた めの 機能 を提 供 す る新 規 事 業 者 が 出現 し,

JANコ ー ドを活 用 して い る こと も特 徴 で あ る。

しか し,JANコ ー ドを例 とす るコ ー ドが管 理 で き るの は,コ ー ドが 基本 的

分類 と体 系 を持 ち,ま た コー ド長 の 最大 が 定 め られて い る こ とが前 提 とな る。

コ ー ドに 内在 す る基 本 分類 要 素 自体 が不 明 で あ る場 合 に は,コ ー ドの 設 計 か ら

困 難 さが 現 われ る。

生 産 財 を 含 む広 域 コー ドの コー ド設 計 に は,基 本 的 な検 討 過 程 を経 る こと を

必要 と して い る。 例 えば,「 分 類 コー ド」 と して コー ド化 な し得 る のか,単 な

る 「識 別 コ ー ド」 とせ ざ るを 得 な いの か,あ るい は よ り積 極 的 に 多様 な識 別 法

を反 映 させ る 「意 味 付 け コ ー ド」 に挑 戦 す るの か,こ の よ うな基 本 的議 論 を避

け て通 れ な い。 これ ら3者 の い ず れ に基 礎 を置 くかを,コ ー ド論 と して 議論 す

る こ とは興 味 あ る こ とで あ る。 しか し,い ず れ の場 合 に も 「コ ー ドは管 理 され

る もの」 で あ り,ま た それ は 「今 日 の情 報 処 理 シ ステ ム の能 力 を想 定 」 を行 っ

た うえ で論 じな け れば な らな い。

単 な る 「識 別 コー ド」 を 採 用 して い くこ とが一 例 と して 考 え られ る。 十 分 な

桁数 を持 たせ,ユ ニ ー クな識 別 コ ー ドを割 り当 て て い く。 ま た個 々 の コ ー ドに

関 す る意 味付 け を デ ー タ ベ ー ス と して 持 ち,多 様 な属性 情 報 を検 索 可 能 とす る

「コ ー ド・セ ンタ ー」 を運 営 す る こ とに よ り,分 類 コー ドや 意 味付 け コ ー ドと

等 価情 報 を維 持 して い く。 この よ うな手 法 が,今 日の コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム

で取扱 うこ とが 可 能 で あ り,ま た 企 業 な どの シス テ ム の対 応 が 可能 で,経 費 的

負 担 が少 な い もの な らば,そ の時 「識 別 コー ド」 と して 上 述 の 方 式 が,具 体 的

に検 討 され るで あ ろ う。

これ は一 例 に過 ぎ な い 。 コ ー ドの 維 持 ・管 理 の あ り方 を含 め て,今 日的 実 現
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性 を 持 つ コー ドの検 討 を進 め な け れ ば な らな い。

しか し,い ず れ の方 策 を選 定 す るにせ よ,コ ー ドの登 録 が 「そ れ を生 産 す る

事 業 者 」 によ りな され る必 要 が あ る。 所 謂 「ソー ス マ ー キ ング」 で あ るが,量

的 に 増 大 して い く コー ドの 運 用 は,そ の コ ー ドを発 生 させ た時 点 で,発 生 者 に

よ り登録 され る運 用 を前 提 とす べ きで あ る。 これ に よ り,コ ー ドの運 用 に即 時

性 が もた らされ る だ けで な く,コ ー ドの運 用が これ を活 用 す る事 業 者 との間 の

共 同 作 業 と して な され,意 識 の 高 い秩 序 あ る運 用 が 実現 され る。 将 来 の コー ド

運 用 の 基 礎 と な る意 識 と して極 め て重 要 で あ る。

3.4.4識 別要素

共通 コー ドとして分類 コー ドを採用 する場合 には,コ ー ド内要素 のあ り方 に

強 い関心 が払われる。例えば,産 業分類 ・業務区域 などを,い かに個別要素 と

して整合性 が高 いよ う確定 してお くかがある。 分類 コー ド以外 を採用す る場合

に も,こ れ らの識別要素 は,情 報処理 に展開す る際に必要で ある。

業務 区域 を例 にす ると,今 日の未整備が説明で きる。市町村 などの行政区画

と電話番号 の地域 区分 は多 くの場 合一致 していない し,郵 便番号 の区 分 も一致

してい ない。他 を含めれ ばその混然 が さらに明 らかになる。 識別要素 自体が合

理 的に確定 しに くい背景 に は,こ れ ら公共機関や行政 にお ける識 別上 の不整合

を始 め とす る現実的要因 も存在 す る。

官民一体 となり,情 報処 理の相互運用性 を高めてい く認識 が必 要で ある一例

で あ る。相互運用性 に対 す る認識 が高揚す ることによ り,識 別要素 を始 めとす

る基盤情報要 素が整備 され,広 域 コー ドを充実 しやす くす る環境 が創 られて い

くことになる。
¢

3.4.5広 域 コー ドと行 政

以 上,次 年 度 の広 域 コー ドに係 わ る調 査 研 究 を 開始 す るた め の 視 点 を述 べ て

き た が,最 後 に,広 域 コー ドを 円 滑 に普 及 浸透 させ て い くた め の 行 政 と の連 携
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につ い て も,論 を 及 ぼ して お きた い。

広 域 コー ドの有 効 性 が 認識 され,共 通 コ ー ド化 の手 法 が 確 立 され た と して も,

その運 用 が 業 際 で 協 同 して な され な けれ ば,実 効 性 の高 ま りは 期待 す べ く も な

い。 広域 コ ー ドの普 及 期 に は特 に実用 性 が 見込 ま れ る業 界 に対 し,望 ま しい 企

業間 相 互 運 用 性 の あ り方 を指 針 と して公 示 す る手 段 な ど が有 効 と考 え られ る。

そ の意 味 で 連 携 指 針 が期 待 され る こ とに な る。

行 政当 局 に よ る この よ うな業 界 に対 す る告 示 や 業 界 間 の 連携 指 針 に関 す る告

示 な どを,行 政 施策 に反 映 させ,ま た 継 続 的 に施 策 を運 用 して い く こ とが,広

域 コ ー ドの 普 及 の た めの 要 件 と して指 摘 され る。 同 時 に,広 域 コ ー ドの整 備 ・

普 及 は,将 来 の 情 報 型 社 会 システ ムの 基 礎 を なす もので あ り,永 続 性 の あ る社

会 的認識 が 得 られ る よ うに配 慮 して い か ね ば な らな い。

●
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